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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　無音の村

二章　魔まの夜

三章　新たな朝

四章　幻の再会

五章　青い町




　あとがき
















[image: ]




「おはよう、リュイ」

「──おはよう、ヒビキ」

　彼はなんでもない朝の挨あい拶さつを、ひどく大切そうに優やさしい声で返す。




　私が寝ねていたのは、無数の細い枝が稲いな穂ほのように垂れ下がった古樹の根元だ。

　眠ねむりの余よ韻いんが色いろ濃こく残ったままの気け怠だるい身体からだをゆっくりと起こし、周囲の様子を確かめる。

　陽光を遮さえぎる重苦しい鈍にび色いろの曇どん天てんと、落葉しきった畸き形けいの木々。乾かん燥そうした地面には細かな亀き裂れつが生じている。どんなに耳を澄すましても、朝の訪おとずれを伝える小鳥の囀さえずりは聞こえない。

　そもそも私たち以外の生き物の気配すらろくに感じ取れないという状態だ。

　私は何度も目を瞬しばたたかせた。霞かすみがかかっていた脳内が少しずつはっきりとしていく。

　──そうだ、ここは私が暮らしていた平和な『日本』じゃない。

　果てまで荒こう野やと化したエヴリールという次元の異なる地。ぼんやりと物思いに耽ふける。

　こちらと私の住んでいた世界はいわばコインのように表ひよう裏り一いつ体たいの密接した関係らしく、互たがいに強く影えい響きようし合う。レイムという恐おそろしい幽ゆう鬼きに変へん貌ぼうしてしまったエヴリールの民たみを『人間』に戻もどし、滅めつ亡ぼうを阻そ止しすれば、私の世界に広がった歪ゆがみも元通りになるのだとか。

「ヒビキ、無理に起きなくていい。まだ休んでいてほしい」

　気き遣づかいの滲にじむ柔やわらかな声が耳に届き、現実に引き戻される。私は視線を声の持ち主のほうへと向けた。どこか禁きん欲よく的な雰ふん囲い気きのある長身の男性が隣となりにいて、従者のように端たん然ぜんと片かた膝ひざをついている。口元には慎つつましい微び笑しようが浮うかんでいた。私の反応を一いち途ずに待っている。

　寝ぼけ顔の私を映す瞳ひとみは、月を砕くだいたような瑞みず々みずしい金色だ。きらめくプラチナ・ブロンドの髪かみに、滑なめらかな褐かつ色しよくの肌はだ。その端たん整せいな姿に、唐とう突とつな照れを覚えた。

「リュイ」

　おはよう、と明るい声を意識してもう一度告げる。

　彼は面おも映はゆげに目を細め、笑えみの気配を残しながらも小さく俯うつむいた。たとえわずかであっても自分が喜びを抱いだいたことを、恥はじているような仕草に見えた。

　それが、切ない。

　リュイは、滅ほろびを前にしたこの寂さびしい大地で最初に出会った人だ。

　そして、クィーヌ・ガレと呼ばれる国の、唯ゆい一いつの生き残りでもある騎き士しだった。
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「ウルスまであと三、四時間ってところかな」

　昼の休きゆう憩けい後。移動の支し度たくに取りかかるリュイを横目で見ながら私は首を捻ひねり、呟つぶやいた。

　尾おを振ふってすり寄ってくるエルの顔を、手て慰なぐさみに撫なでる。

　ウルスとは、私たちが向かう予定の村の名だ。

　それから、エルというのは、この鋼はがね色の毛並みを持つ強面こわもて系の聖せい獣じゆうのこと。エヴリール界の蘇そ生せいを目指す私に力を授さずけてくれた神の一人であるオーリーンが、旅の仲間にと一いつ緒しよに送り出してくれた。獅し子しに似た大型獣で、長身のリュイを背に乗せてもびくともしない。

「エルが来てくれてよかった。オーリーンに感謝しないと」

　予期せず奇き想そう天てん外がいな運命を辿たどることになった私が知り合った神は、二人。真っ赤な髪の闘とう神しんオーリーン、美び貌ぼうの風神シルヴァイ。

　彼らの姿を思い出し、決意を抱くとともにエルと額を合わせる。

「オーリーンたちにまた会いたい。エルも天界に戻れるよう、私、頑がん張ばるね」

　エルは人間の言葉を理解しているんじゃないかって思うくらい賢かしこくて、頼たよりになる。

「癒いやされるし」

　喉のどの下あたりを両手で軽く搔かいてやると、気持ちがよかったのか、エルは嬉うれしそうに唸り、私の肩かたにぐいぐいと耳のあたりをこすりつけた。

「エルってばかなり身体が大きいから、それをされると私、甘えられているというより攻こう撃げきを受けている気分だよ」

　頭ず突つきと変わらない勢いだ。容よう赦しやなく地面に突つき倒たおされそうになるも、ご機き嫌げんなエルを見ると自然と笑みが漏もれ、とめる気がなくなってしまう。アニマルセラピーって効果大らしい。

「本当は昨日、到とう着ちやくするはずだったのになあ……」

　ほぼエルにのしかかられる体勢になった。ふさふさした喉のど元もとを撫で回し、溜ため息いきを落とす。

　昨日、石せき碑ひの並ぶ場所で不思議な光景を目にした。

　懐なつかしい食しよく卓たく──家族のいる世界を映し出した、『陽炎かげろう』のような揺ゆらめき。その地に残っていた魔ま術じゆつの残ざん滓しが空間を捩ねじ曲げ、こっちと私の世界を一時的に繫つないだらしい。

「帰りたいって、思うけれど。今までみたいに逃にげてばかりは嫌いやだったから」

　話しかけられたと思ったのか、エルが「なあに？」と訊きくように私の鼻をぺろりと舐なめた。

　笑みを返して、エルの口まわりの髭ひげを丁てい寧ねいに撫で付ける。

　両親への懐かしさと恋こいしさは、今も溢あふれるほど胸の中にある。それでも最後に選んだのは、崩ほう壊かい寸前の荒あれ果てたエヴリールに留とどまってリュイと旅を続ける道だった。

　ところがその矢先、予想外の災難に見み舞まわれてしまう。

　石碑を割って魔術の痕こん跡せきを消したことが関係しているのか、急に魔物の群れがその一帯に出しゆつ没ぼつし始めた。おかげでウルスを目の前にしながら、ぐるっと大きく遠回りをするはめに。

「ウルスで食べ物や飲料水を手に入れて、次はラヴァンっていう町を目指す、と」
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　今後の予定を確かく認にんする。リュイの説明によると、ウルスを南下した位置に存在するラヴァンには神しん殿でんがあり、そこから王都へ空間転移できるらしい。

　レイムの蘇生を可能とする神しん剣けんの担にない手を増やすため、リュイはとにかくラヴァンへ行きたがっている。神剣を扱あつかえる王子様たちを真っ先に『人』に戻したいって。

「私はまだレイムの姿を一度も目にしたことがないんだよね。エルは知ってる？」

　正直なところ、今無理をして王都へ向かうより、ここで一人でも多くのレイムを蘇生させたほうがいいんじゃないかと思う。

　私たちには安心して寝起きできる拠きよ点てんや物資、それに仲間が必要だ。

　リュイの頭には別の危き惧ぐがある。

「なるべく私に神剣を使わせたくないって、考えてる」

　レイムの蘇生に私を関かかわらせたくないんだろう。

「そんなに不気味な姿なのかな。幽ゆう霊れいっぽいとか。もっと魔物的？……それともやっぱり、私が弱くて頼りなく見えるから、まかせておけない？　どう思う、エル」

　想像力が足りない、という自覚は十分にある。幻げん想そう的な話も元々得意じゃない。

　エヴリールには魔術や魔法があり、危険な魔物も当然のように出没する。

　そういう世界が実在するのも驚おどろくことだし、なにより、その中で自分が剣を手に取ってリュイたちと旅をしているという事実が未いまだ信じがたかったりする。

「気持ちが落ち着かないのも、まだこっちに馴な染じんでいないせいなのかな。リュイを見ると妙みように胸がどきどきするし」

　甘えるエルの下した敷じきになりながら息をついた時、リュイの慌あわてた足音が近づいてきた。

「ヒビキ!?　無事なのか？」

　エルに襲おそわれていると誤解したようだ。

　平気、とエルの下から笑顔を見せると、リュイは急いで私の身体を引っ張り出した。

　人見知りの激しいエルは鼻の上に皺しわを寄せてリュイを睨にらみつけている。

　彼に懐くまでは時間がかかりそうだ。

　リュイはリュイで、エルが私に酷ひどい真似まねをするんじゃないかと密ひそかに心配しているらしい。

「そろそろ行く？」

「ああ」

　警けい戒かいし合う彼らの様子が、おかしくも微笑ほほえましい。

　私は踵かかとを軽く上げるようにして伸のびをした。眉まゆの上に片手を掲かかげ、遠くを見み遣やる。

　起き伏ふくのある荒野。ここからではウルスの村の外がい廓かくすら窺うかがえない。

「今日こそウルスに辿り着きたいな」

　彩いろどりを欠いた寒々しい景色にめげないよう、気を引き締めて出発する。

　私たちは言葉少なに道を歩いた。異なる次元を渡わたってきた私にとって、このエヴリールは謎なぞに溢れた不ふ透とう明めいな土地だ。リュイに尋たずねておきたい話は山ほどあるというのに、迷いが先に立って声をかけられないでいる。体力温存を特別気にかけたわけじゃない。

　目に映る景色の問題だ。

　──怖こわいくらい、静かだ。本当に誰だれもいない……。

　その思いがかすかな寒気をもたらした。

　足を進めるにつれ、大地はさらに深刻な荒こう廃はいぶりをあらわにする。

　からからに乾かわいて石のように硬かたくなった地面。水まきを忘れた鉢はち植うえのように白茶けている。その様子が、どこまでも続く。

「風があまり感じられない。なんだか空に押し潰つぶされそう」

　地表をひた走る無数の細かな亀き裂れつには砂さ塵じんが詰つまっていた。村へ近づけば近づくほど草木は萎しなび、力なく垂れ下がる。森林付近のほうがまだ救いがあったように思える。

「空気もすごく埃ほこり臭くさい。水の気配が感じられないせいなのかな」

　前方だけを頑かたくなに見み据すえるリュイの横顔は、苦痛や恐おそれを通り越こして無感動にさえ映った。

　彼が味わった孤こ独どくの大きさを考え、途と方ほうに暮れる。

　私の頭に浮かぶたどたどしい言葉じゃ、そのつらさをきっと正確に言い表せない。

　もっと柔じゆう軟なんな想像力や思いやりが備わっていれば、リュイの心に近づけたんだろうか。

「ヒビキ？」

　熱心に見つめすぎたらしい。

　私の視線に気づいたリュイは、不思議そうな表情で振り向いた。

「案じずともいい、この周辺に魔ま獣じゆうの類たぐいは現れない。食料がないから。もう少し進むと、村が近くなるので注意せねばならないが……なにがあっても、あなたに決して手出しはさせない」

　私が不安になっていると思い違ちがいをしたらしい。励はげますようにそう告げる。

　──もしかして、私の些さ細さいな振る舞まいがリュイの感情を搔き乱してる？

　彼は私を見る時、いつも目ま映ばゆげな顔をする。瞳ひとみが水に浸つかったように潤うるみ、揺れる。

　それに気づくと、胸がどうにもきゅっと引き絞しぼられる。

「リュイを、エルにするみたいに、こう、色んなところをもしゃもしゃしたい」

「……なんの話だろうか？」

　生き真ま面じ目めなリュイは、わずかに動どう揺ようを見せながらも礼れい儀ぎ正しく問い返してきた。

「私、自分がもどかしい。これはこうしたほうがいいんだろう、とか、きっとこういう意味なんだろうって薄うつすらとはわかるのに、断言する勇気が持てない。すぐに迷うよ。これって経験値のあるなしが関係してる？　それともただ判断力がないせいかな？」

　リュイは戸と惑まどったように首を傾かしげた。

「早く自信を持ちたい。そうしたらリュイも安心するよね？　ねえ、ちょっと気絶寸前くらいまで私を殴なぐってみてくれない？　目覚めた時、頭がすっきりするかもしれない」

「とんでもない」

「これも必要な愛の鞭むちだと思って、してほしい」

「なんだって？」

　怪あやしい意味に取られたようだ。リュイを見遣ると、かなり引いている。と思ったら急に考え込む顔をし、次には嬉うれしげな微び笑しようを覗のぞかせて口元を覆おおう。

「あなたは時々過激、いや、凜り々りしいと思う」

　その言葉には、きっぱりと首を横に振ふっておいた。

「信じない。本当に凜々しい人は、こんな弱気な考えなんて持たないはずだし」

「迷いを少しも持たぬ者などいない。それにあなたは、自身の恐れを克こく服ふくするためではなくて……私のために成長したいと考えたのだろう？　他者に身を捧ささげようとするあなたは、騎き士しのようだ」

　周囲を冷たく見つめていた時とは違って、今はリュイの月色の瞳にあたたかい感情がこめられているのがわかる。それが嬉しくなり、私は力強く頷うなずいた。

「なる。私、騎士になる」

「いや、待ってほしい。実際にそれを目指すのはどうかと。気持ちだけで十分だ」

「どうして？　私だって訓練すればなれるよ、きっと」

「訓練の問題ではなく」

「魔物や獣けものも一いち撃げきで退治できるように強くなる。破は壊かい神系女子とか、瞬しゆん殺さつ系騎士とか、すごそうな異名が伝わって、全世界を震ふるえ上がらせるくらいになりたい」

「違う、ヒビキ。まったく違う。そこを目指してはいけない」

　青ざめるリュイを見つめて固く誓ちかい、気合いたっぷりに先を進む。

　そのうち大気が少しずつ冷え始めてきた。空には厚い雲が広がっているので太陽の位置がよくわからず、正確な時間を計りにくい。どうも夕暮れが迫せまっているようだ。

　休まず歩き続けると、ようやく遠方に不規則な高さの建物群が現れた。

　色いろ褪あせた絵画のように全体の輪りん郭かくが曖あい昧まいだ。

「あれが、ウルス？」

「……ああ」

　前方に目を凝こらす。村のある周辺だけ、空中に墨すみを一いつ滴てき落としたみたいに暗く沈しずんでいた。

　強い風が吹ふいた瞬間、煙けむりのようにふっと儚はかなく搔かき消えてしまいそうな印象を受けた。
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「小屋があるね。家か畜ちく小屋とかかな」

「それと穀倉だな。本来なら美しい田園が見られたのだろうが」

　リュイは残念そうに呟つぶやいた。

　この辺には日本の田舎いなかを連想させる雰ふん囲い気きがあった。まばらに立ち並ぶシンプルな木造の穀倉と三角屋根の家畜小屋。元は畑であったらしい平へい坦たんな広い荒あれ地が左右に見える。

　畦あぜ道みちらしき溝みぞを突つき進むと、建物が密集する一角に辿たどり着いた。その手前に、塀へい続きの高い石門が築かれている。思いのほか厳重だ。戦争に備えて造られたんだろうか。

　門もん扉ぴ付近には、大きな円形の銅どう鼓こをぶらさげた見張り台が設けられている。

　これはたぶん、緊きん急きゆう時の合図として打ち鳴らすものだろう。

「やっと到とう着ちやくしたね」

　土つち埃ぼこりに塗まみれて変色している銅鼓を見上げ、私は溜ため息いきを落とした。

　感かん慨がいを抱いだいたのは一瞬だけで、すぐさま重苦しい気持ちが生まれ、胸を圧あつ迫ぱくする。活気や喧けん噪そうとは無む縁えんの、静せい寂じやくに包まれた村。ここでもやっぱり人の気配を感じることはできなかった。

「民家はこの内部にある。さあ、向こうへ」

　リュイに促うながされるまま足を動かす。

　門扉から一番近い建物までは、結構距きよ離りがあった。通り過ぎる際にちらりと窺うと、その建物は横に長い宿舎のような造りをしていた。土ど塁るいが設けられていたような痕こん跡せきがいくつもある。

「なんの建物かな。自警団や消防団の集会所とか……？」

　初めて訪おとずれた村だ。せっかくなのでじっくりと見て回りたい。

　その願いは、鋭するどい目で辺りを窺うリュイにすぐさま却きやつ下かされてしまう。

「日にち没ぼつが近い。急がねば」

「……うん」

　小さな不満を飲み込み、エルとともにリュイのあとに続く。

　しばらく歩くと小広場に行き当たった。村の中心部には木き彫ぼりの看板を軒のきから下げた様々な建物が集中している。想像するに、商店の類いじゃないだろうか。

　そこを取り囲むように民家らしき箱型の家屋が建てられている。

　もっと牧歌的な、茅かや葺ぶき屋根の住居が連なる風景が頭にあっただけに、これは予想外だ。実際、田園の広がる一帯では長閑のどかな印象を受けたので、なおさら落差を感じた。

「大きな村だね」

「ここらは国有地だから」

「ふうん……？　あ、神社っぽい建物もあるんだ」

　公共施し設せつとして開放されていたらしい大型の建物も存在する。商店と思おぼしき建物も、大半が煉れん瓦がのような石のブロックを積み重ねて造築されている。埃ほこりで随ずい分ぶん汚よごれているけれど、よく見れば赤しやく銅どう色や乳白色、青色など、建物によってブロックのカラーが千せん差さ万ばん別べつだ。

「これ、知ってる。古代の建築技術と同じだ。セメントとかの接合剤ざいを使わないで、それぞれの石の圧力だけで支えているんだよね。テレビで見た記き憶おくがある」

「なに？」

　不思議そうなリュイに笑えみを向け、ごまかす。

「民家は木造と石造が半々だ。壊こわれかけのが多いね」

「……手入れをする者が、いなくなったせいだろう」

　どの建物も壁かべに穴が空いていたり斜ななめに傾いでいたりと容よう赦しやなく腐ふ朽きゆうし、塵じん芥かいに塗れている。試ためしに外がい壁へきを指先でなぞると、灰色の汚れがべったりと付着した。

　密ひそかに期待していたお風ふ呂ろについては……円柱を並べた浴場跡あとらしき建物はあるものの、内部を確かく認にんするまでもなく乾かわいているとわかる。地に作られている送水路も乾ひ涸からびていた。

「あっ、あっちに井い戸どがあるよ」

　エルの背から飛び降り、そちらに駆かけ寄って、がっかりする。五角形の井戸は、切れかけたぼろぼろの縄なわの先に飴あめ色いろの釣つる瓶べが力なく下がっているだけだった。

「川すら涸かれていたもんね。お風呂はともかく、飲料水はどうしようか。自じ販はん機き、なんてやっぱり置かれていないだろうし」

　リュイとエルが近づいてくるのを背中で感じながら、村全体をぐるりと眺ながめ回す。

　きちんと区画を計算した上で建物が配置されている。

　ふと息が詰つまった。本当にファンタジーな世界の中に自分が存在している。ガスや電気のない古代都市にタイムトリップしたみたいだ。

「なんだか、胸がざわざわして落ち着かない……、人の姿が見当たらないせい？」

　私は眉まゆ根ねを寄せて小さくそうこぼし、心臓の上を軽く押さえた。

　さっきも思ったけれど、田園のある辺りとは違ちがって、石塀の内部にはあまり素そ朴ぼくな雰囲気がない。むしろ奇き妙みように硬こう質しつな印象がある。飾かざり気がないと言えばいいのか。

　思った以上に建物も多く、大げさに言うとどこか軍事的だ。

「村っていうより、町っぽい」

　エルの背に戻もどり、首を傾かしげる。見るべきものや吸収すべきことがたくさんあり、急げという忠告を忘れてついふらふらとしてしまった。

　リュイがそのたびに困った顔をして、寄り道せず目的の物を探すよう辛しん抱ぼう強く私を諭さとす。

　エルもどちらかといえば彼の意見に賛成のようだった。ただ忠実な用心棒は私に甘く、耳の回りを優やさしく撫なでると、あっちに行きたいこっちに行きたいっていう我が儘ままを叶かなえてくれる。

　リュイの視線が痛いなあ、なんて思いつつもさりげなくエルをゆっくり歩かせ、周囲の景色の観察に勤いそしむ。

「これも穀倉なのかな。村人が共同で使っていたとか？　丸太も置かれてる」

　塔とうめいた背の高い倉庫を見上げて感心していた時、少し先を歩いていたリュイがとある建物の前で足を止めた。赤銅色の石のブロックで建設された四角い建物だ。アーチ型の扉とびらだけが木製。

　腐ふ食しよくが激しく、軽く蹴けるだけでぱたんと呆あつ気けなく倒たおれてしまいそうだった。全体の規模は、日本の一いつ軒けん家やよりも多少大きいといった程度。平たい屋根から煙えん突とつが飛び出ている。

「この建物はなに？」

　リュイは答えず、慎しん重ちような眼まな差ざしを周囲に向けると、扉に手をかけて押し開けた。じゃりじゃりと砂を蹴るような乾いた音がして扉が開く。

「ヒビキ、あなたはここに──」

　リュイの言葉を最後まで聞く前に、エルから素す早ばやく飛び降りる。

　その表情を見れば、なにを考えているかなんて説明されずともすぐにわかる。

　エルとここで大人しく待機していろって言いたいんだろう。

「一いつ緒しよに行く。一人になったら私、じっとしていられる自信がないよ。エルは……サイズ的に建物の中に入るのは難しいと思うから、扉の前で待っていてね」

　気難しい顔をして口を開きかけたリュイの脇わきを、そそくさとすり抜ぬけて中に入る。

　建物の内部はひどく埃ほこり臭くさくて、空気が澱よどんでいた。一応窓は設けられているものの、満まん遍べんなく埃を被かぶっているせいか、かなり薄うす暗ぐらい。

　何度か瞬まばたきをして目を慣らし、じっくり観察してみる。

「雑貨屋のような雰囲気だ。合ってる？」

「ああ。……いつ危険が起きるかわからない。頼たのむからあなたは、聖せい獣じゆうのもとにいてほしい」

「私はリュイと一緒にいたい。姿を見て、近くで声を聞きたい」

　振ふり向いてそう告げると、リュイは途と端たんに言葉に詰まった。

「だけど、私の行動が本気でリュイの迷めい惑わくになるようなら、言うことを聞く。まだどの程度危険なのかとか、よくわからない。私が隣となりにいることでリュイが傷つくのは嫌いや」

　リュイは瞳ひとみを揺ゆらしてぱっと顔を背そむけ、一歩後退した。切なげでありながらどこか浮うき立ってもいるような、不思議な表情だった。

　思わずまじまじと見つめた時、彼の足元にごろんとした木もく片へんが落ちているのに気づく。私は慌あわてた。踏ふんだら転んでしまうかもしれない。

「リュイ、危ないよ。床ゆかに──」

　注意しながら距離を縮めた瞬しゆん間かん、重心が崩くずれた。

　私こそ自分の足元をしっかり確認すべきだったらしい。わずかにめくれ上がっていた板いた敷じきの端はしに爪つま先さきを引っかけて、つんのめってしまった。

「ヒビキ！」

　リュイが両りよう腕うでを伸のばし、倒れそうになった私の身体からだを条件反射というような動きで受け止めた。私もとっさにしがみつくものを探し、リュイの腰こしに腕を回す。

　真正面から彼の胸に顔をぶつけてしまった。

「……」

　気き恥はずかしさと情けない思いを押し殺し、ありがとうと言おうとして顔を上げる。

　リュイも私を見下ろしていた。さっきと同じ顔だ。切なさをたたえる一方で、ふわっと上気してもいる感じ。

　なんだかそれは友達や家族には普ふ通つう見せないような特別な表情に思えて、私も落ち着かなくなってきた。ささやかな熱を伴ともなった優しい高こう揚よう感かんに包まれる。

　その不思議な感覚をごまかすため、リュイの腰を摑つかむ手にじわっと力を込めた。

「リュイって、いい身体しているよね」

　背が高く、すらっとして見えるのに、腰回りはかなりがっしりとしている。あんなに重い剣けんを握にぎりながら俊しゆん敏びんに動ける理由がこれでわかる。

「なんていうか、重じゆう厚こうな腰つき？　脱ぬいだらすごい人なんだ」

　余分な脂し肪ぼうがない。羨うらやましい！　感心しながら無意識に彼の脇わき腹ばらをさする。誓ちかっていうけれど、決して破は廉れん恥ちな考えがあったわけじゃない。私もそのうちこうなれたらいいなと淡あわく憧あこがれを持っただけだ。

　ここで、リュイの反応がなにもないことにやっと不自然さを感じた。

　いい身体、じゃなくてせめて、いい体格っていうべきだったと全力で後こう悔かいする。……あんまり変わらないか。

「恰かつ好こういいなあ、理想的な体型だなあって思っただけで、その」
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　見上げたリュイの顔を、どう説明すればいいだろう。

「──ヒビキ。あなたはとても……」

　リュイはさらに切なげに眉根を寄せ、苦く悩のうたっぷりの顔をした。私の肩かたを両手で摑み、軽く引き離はなす。

「あなたはもう少し、警けい戒かいをするべきだ。そしてご自身と私が違う人間であることを、もっと自覚すべきだ」

　厳しい口調に、びくっと身が竦すくむ。怒おこられてる？

　急に高揚感が消え失うせ、体温が下がった気がした。私とリュイが違う人間であること。

　それってやっぱり、役に立たないことを自覚しろという意味だよね？

「……うん。騒さわいでごめん。エルのところに戻もどるね」

　落ち込みそうになるのを我が慢まんして言うと、彼に慌てた動きで腕を摑まれた。

「違う。誤解をされている」

「誤解？」

「突つき放したのではなく」

　数秒見つめ合う。摑まれている場所がなんだか熱い。鼓こ動どうまでが速くなる。

「迷惑と思っているのではない。……戻らずともかまわない」

　現金な私は、その言葉で復活した。

「そばにいてもいい？」

「ああ。私から離れずに」

　リュイは葛かつ藤とうした様子で一言短く許可をくれた。

　どうしてなんだろう、くすぐったいような、照れくさいような気持ちが生まれる。それをごまかすためにリュイの手からそっと腕を抜き、ずっと気になっていたことを質問する。

「ねえ、リュイ。建物の外がい壁へきの色が違うのって、なにか意味があるの？」

「用いられる色によって属性が決まっている。たとえばこの家屋だが、主に日用品を取り扱あつかう商人が持てる。宿、浴場、食堂なども使用できる色しき彩さいが決められている」

「そうなんだ？　わかりやすくていいね」

　感心したあとでふと気づく。

「そういえば私の住んでいた世界も、使う色が決まっている場合があったかも」

「あなたの世界も？」

　優しく聞き返してくるリュイに、こくっと頷うなずく。冠かん婚こん葬そう祭さい関連もそのひとつだ。

　もしかしてさっきの井い戸どや浴場の形にも意味があるんだろうか。知りたくてうずうずしていると、リュイは苦く笑しようを見せた。

「ヒビキ、まずは地図を探そう」

　彼は私の肩に手を置いて、当初の目的を優先するよう促うながした。私が余計な物に興味を持って勝手に動き回ったりしないよう、穏おだやかな態度ながらも警戒している。大人って本当に！

「……確かに日にち没ぼつが近いし、急いだほうがいいだろうし。うん」

　ひとまず素す直なおに従うことにして、壁かべ際ぎわの埃ほこりっぽい棚たなを覗のぞく。棚と言っても、単純に木板を段状に組み合わせただけの簡素な代しろ物ものだ。それに一部分、木が腐くさって抜け落ちている。

　足元には売り物だったらしき用よう途と不明な小物が散乱していた。手に取って色々と丹たん念ねんに調べてみたいけれど、こちらを見つめるリュイの顔が咎とがめる感じで、ちょっと険しい。

　さっと室内全体を窺うかがう。奥の壁かべに薄うすいカーテンみたいな布が垂れ下がっている。

　どうやら別の部屋に続いているようだ。

「探検したい……」

「ヒビキ？」

「なんでもない！」

　慌てて答えたあとのことだった。

　唐とう突とつに三み春はる叔父おじさんとの旅の心得を思い出す。『さあ臆おくするな！　怪あやしい場所には積極的に潜もぐり込め！』というものだ。それを口にした時の三春叔父さんの悪戯いたずら心に満ちた楽しげな瞳や、懐なつかしい旅の数々を思い出し、笑いそうになる。けれども急に顔が歪ゆがんだ。

　三春叔父さん。あの箱庭めいた不思議な申さる海み町にまだ残っているんだろうか。

　私を、捜さがしてくれている？

　もしも責任を感じて苦しんでいたらどうしよう。両親にも責められているんじゃないか。

　いや、私の両親は逆に「これでようやく自由になれた」と晴れ晴れとした気持ちでいるかもしれない。幻まぼろしの光景が、胸に痛い。

　勢いよく首を振り、寂さびしさを吹ふき飛ばす。脳のう裏りからも三春叔父さんの姿をかき消しておく。

　深呼吸で気持ちを切り替かえ、棚に置かれている古ぼけた書物を手に取る。

「こっちの世界の地図ってどんなものかな。巻物？　一枚の紙とか？」

　頭を捻ひねっている間に、リュイは垂れ下がっている布を腕で払はらい、一人で別の部屋に入ろうとした。

「あっ、ず、ずるい！」

　慌ててあとを追おうとすると、彼はちらっと振ふり向き、ここで大人しく地図を探していなさいっていう厳しい顔をした。

「もう！　ひどいや」

　私はかなり不ふ貞て腐くされた。少しでも私に危険が及およばないように、というリュイの純じゆん粋すいな気き遣づかいがわかるので、なおさらやるせない。

「これは一刻も早く破は壊かい神系女子にならないと。リュイやエルの身体くらい、片手で軽く持ち上げられるようになる」

　決意を新たにし、棚の書物の確かく認にんを再開する。一冊ずつ丁てい寧ねいに開いてみる。

「……困った。こっちの言葉、話したり聞いたりするのはできるのに、文字を読むのは無理みたい」

　書物の背表紙に記されている奇き妙みような文字をじっと睨にらむ。

　なんて書かれているのか、さっぱり読み解けない。

「ということは、結局リュイに確認してもらうしかないんだ」

　自分に対する苛いら立だちが芽生え、心の表面が波打つ。

「物理系をカバーするだけじゃだめってこと？　頭脳系女子を目指すほうが大変そうだ」

　つい乱暴な手つきで書物を棚に戻してしまった。それが原因だろう、蜘蛛くもに酷こく似じした大きな虫が棚の後ろから飛び出してきて、床ゆかにぼとっと落下する。

「!?」

　突とつ然ぜんの出来事だったために驚おどろきを抑おさえきれず、悲鳴を上げてしまった。先日、全身虫塗まみれになったばかりだ。あの経験だけは二度と繰くり返したくない。

「ヒビキ!?」

　隣りん室しつに行っていたリュイが鋭するどい呼びかけとともに駆かけつけてきた。

「ごめんなさいっ、虫が出ただけで、なんともな……！」

　リュイは最後まで続きを言わせず、片手でしっかりと私の身体からだを包む。わ、わ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　一いつ匹ぴきしかいないみたいだし、もうどこかに逃にげたよ」

　私を見下ろすリュイの目が、ふと警戒を緩ゆるめた。大げさに騒いでしまった自分が恥はずかしい。この程度で狼狽うろたえているようじゃ、我ながら先が思いやられる。

　少し乱れたらしい私の前まえ髪がみを、リュイは指先でそっと直してくれた。

「あなたもこちらへ」

「うん……」

　落ち込んで立ち尽つくしていると、彼は自然な動きで私の肩を引き寄せ、隣室へと移動した。

　リュイはいつでも優やさしい。こういう軽けい率そつな騒ぎを何度も頻ひん繁ぱんに起こせば、普ふ通つうは「いちいち驚かせるな」と呆あきれるだろう。

　そんな素そ振ぶりはかけらも見せず、静かに労いたわってくれる。嬉うれしいのに、心苦しい。

「地図があった。他ほかにも使えそうな物資がいくつか」

「本当？」

　隣となりの部屋は、書しよ斎さい兼けん寝しん室しつという印象を受けた。

　ただし強ごう盗とうにでも入られたかのように本や物が散乱している。

「こっちも空気がこもってるね。窓があるのに暗いし」

　明かり窓の下に置かれている長なが椅い子すに近づき、片手でさっと埃を払う。

　白い塵じん芥かいが宙に舞まうのをぼんやりと見ていると、リュイに腕うでを取られた。促されるまま、虫食い跡あとのあるその長椅子に腰こし掛かける。

「これを。ウルス周辺の地図だ」

　リュイは長椅子の端はしにある小さな棚から黄ばんだ巻物をひとつ手に取り、私の前で開いた。

「……。えっと、限界まで表記が簡略化されているっていうか……」

　抱いだいていた期待感が急速に萎しぼんでいく。予想以上に単純な地図だ。

　太く、歪いびつな線で書き表された地形。あとは村の名前らしき文字と、東西南北を示す図形が下部に記されているだけ。

　正直、この地図をどう役立てていいのか、考えつかない。距きよ離り感かんすら摑つかめないんだもの。

　私の落らく胆たんに気づいたリュイは、すぐそばに片かた膝ひざをつくと、目元を和やわらげて苦笑した。

「都城の図ず嶺りよう院いんに収蔵されている地図ならば、これよりは詳くわしく記き載さいされているだろうが……おそらくあなたが期待するほどの内容ではないと思う」

「ずりょういん？」

「多くの書物を管理している建物のことだ」

「あ、図書館みたいなものかな。……ガレ国の地図は、みんなこういう感じ？」

「ええ。国民の大半は地図をさほど必要としない」

「そうなの？」

　自分の世界のことを思い出し、首を傾かしげる。

　紙の地図を目にする機会は確かに少なかった気がする。せいぜい地理や歴史の授業くらい。

　旅行の時は、ほとんど同行者の三春叔父さんまかせだった。学生より社会人のほうが地図の使用頻ひん度どが高そうに思える。それも職業によるだろうけれど。

「我が国は、他国と比ひ較かくした場合、抜ぬき出て広大な領土を所有しているとは言えない。だが、他国には持ち得ない確固とした礎いしずえがある」

　そこでリュイは一いつ旦たん言葉を区切り、誇ほこらしげに月色の瞳ひとみを輝かがやかせた。普ふ段だん控ひかえめな彼には珍めずらしい、情熱を明らかにした精せい悍かんな顔。国を警護する騎き士しとしての自負の表れなのかもしれない。

　一いつ瞬しゆん見み惚ほれてから、私は口を開いた。

「なにがあるの？」

「──伝統だ」

　厳おごそかに告げられた言葉の重みを、戸と惑まどいとともに受け止める。

　伝統っていう言葉の意味はなんとなくわかるけれど、それが礎？

「自分の国の歴史を大事にしている、っていう考えで正しい？」

　躊躇ためらいながら尋たずねると、彼は少し思案する表情を見せた。

「勿もち論ろんそういった感情もあるが……どう言えばいいだろうか。基本は他国の干かん渉しようをよしとせぬため、緊きん急きゆう時を除いて積極的な外交を展開することがまずない。多少の交易はあるが、それとてあくまで必要最低限という程度だ」

「ガレ国は、閉へい鎖さ的？」

　リュイは気負いなく頷うなずいた。これもどう受け止めていいか悩なやむ。他国とできるだけ交わらないようにすることが、伝統の維い持じに繫つながっている？　もう少し詳しく訊きいても嫌いやがられないだろうか。それにしても、次し第だいに歴史の授業をしている気分になってきた。

　高校受験のために猛もう勉べん強きようした成果をここらで発揮したいところだ。なにしろ頭脳系女子にもならなきゃいけない。

「閉鎖的なのって、人々がよその国に関心を持っていないとか？　それともガレ国が、なるべく自給自足で乗り切ろうっていうような方針を貫つらぬいている？」

　生活水準の問題で、他国に興味を抱く余よ裕ゆうがない、というのも考えられそうだ。

　リュイは私から視線を外すと、記き憶おくを辿たどるような表情を浮うかべた。

「クィーヌ・ガレ新国は、始祖王──神が生みし聖なる国とされている」

「オーリーンが建国したんだよね？」

　リュイは瞬まばたきののち、一旦じっと私を見つめて微笑ほほえんだ。

「最古の歴史を持つことには重要な意味がある。この地上において唯ゆい一いつの神国……、つまりは他国に蹂じゆう躙りんされてはならぬ国ということだ。永久の不ふ可か侵しんが本来約束されている」

「……国際法みたいなもので、戦争を仕し掛かけちゃだめって決めている？」

「国際法？……国同士で取り決める法ということか？　いや、法の問題ではない。エヴリール界の秩ちつ序じよを保つためにも、神聖であり続けねばならぬ、というだけだ。我が国への侵略を目もく論ろむのは、神に唾だ棄きするも等しい大罪となる。武力をもっての権けん威いではなく神威の中ちゆう枢すうなのだ」

　内心、呆あつ気けに取られた。すごい話だと思う。

　伝統を守り抜くために閉鎖的な気質を持つ国があって、それが許される、というより対外的に通用してしまう世界らしい。

「他の国も同じ考えでいるんだよね？」

「ああ。だが表立っての反発はなくとも、やはり不満を持つ新興国は存在する。水面下で賛意を示した列強と手を結び、領土奪だつ略りやくを狙ねらう国もあったが……幸か不幸か、全土にこうして災わざわいが広がり、人同士の戦争どころではなくなったな」

「土地が狙われるってことは、ええと、この国って資源が豊富なんだ？」

「始祖王の恩おん恵けいは今もなお、継けい続ぞくされている。地形や気候が密に関係してもいるが、それにしても我が国は恵めぐまれた土地を多く所有していた。……黄金こがね色いろに実る田畑や草花の香かおる草原、肥ひ沃よくな大地、美しく荘そう厳ごんな王都、活気と誇りがこの国にはあったのに」

　リュイの瞳に浮かぶ物もの憂うげな切ない光が、胸を締しめ付ける。

　大切な国が、まるで別の国に変わってしまったかと疑いたくなるほど、荒あれ果てている。自国に立っているのに、自国じゃない。そういう苛いら立だちと拭ぬぐえない悲しさが、彼の横顔に見え隠かくれしている。

　リュイはすぐに首を振ふり、穏おだやかな眼まな差ざしを取り戻もどした。

「そう、豊かな国であったから、羨せん望ぼうと同等の妬ねたみを諸国より絶えず向けられていた。だがどれほど脅おびやかされようとも、建国以来一度も征せい服ふくされた過去はない。ガレ国は神の恩恵に慢まん心しんせず、自衛にもしっかりと力を注いでいる。だから我らの伝統は、未いまだ純白のまま」

　毅き然ぜんと告げる様子がなんだか、凜り々りしくもかわいい。

「そっか。騎士がいるんだもんね。リュイたちは国の守護者なんだ。すごいね」

「……いや、国に暮らす者として、当然の義務だろう」

「義務だけで命はかけられないでしょう？　誇りを持って国を守る！　って恰かつ好こういいよ」

　リュイはそこでなぜか、困った顔をした。予想外のことで褒ほめられて身の置き所がないって雰ふん囲い気きだ。もしかしてちょっと顔が赤い？

「うん、リュイたちが自分の土地を大事にする理由、わかった気がする」

　敗戦を知らない驚きよう異いの国家。皆みんながそれを自じ慢まんに思っている。他国への移住なんて、考えもしないんだろう。

「そうか……、それじゃあ地図がなくてもあんまり不自由しないよね」

「地図を必要とするのは、軍の者だな」

「もしかして騎士の人たちは、これとは違ちがう地図を持っている？」

　リュイは軽く首を振った。

「いや、そう大差はない」

「仮に向こう見ずな国が、強ごう引いんに兵士を送り込んできて戦争になったら、この地図だけだと困らない？　戦場となる場所の地形とか、付近の町の様子とか、知っておかなきゃだめじゃないの？」

　リュイはわずかに目を見開いた。

「──ええ。その場合は……開戦前に、暗あん兎とを放つ」

「……あんと？」

「敵軍や近きん隣りんの町などへ潜もぐり込み、秘ひ密みつ裏りに諜ちよう報ほう活動を行う者のことだ」

「そっか。スパイみたいな人……こういうの、密みつ偵ていっていうんだよね？」

　これは勉強の成果じゃない。日本の漫まん画がってスバラシイ。

「軍の維持には兵士だけでなく、様々な者が必要となる。兵士の生活を支える者が同行する。変装を得意とする暗兎はこれらの者たちからよく機密を探さぐるんだ。彼らがもたらす内部情報をもとに、戦略を練る」

「そういう大事な情報を地図に書き込んでいけばいいんじゃないのかな」

「地図を敵軍に略りやく奪だつされた場合、こちらの手の内が筒つつ抜ぬけになる恐おそれがあるだろう？　将の大半は己おのれの頭に描えがく。中には手記として仔し細さいに書きとどめ、後こう継けい者しやに託たくす者もいるが」

　だんだん見えてきた。きっと閉鎖的な国だから、正確な地形や町村の構造が敵軍にほとんど知られていないんだ。精密な地図を作らないのは、戦略のひとつでもあるんじゃないか。

「もしその将軍が、捕ほ虜りよになったら大変だね」

「軍の将は兵を率いても、先頭をきって敵てき陣じんに乗り込むことはまずない」

「えーと、離はなれた場所で指揮をするだけ？」

　私の脳のう裏りによぎったのは、三春叔父おじさんと一いつ緒しよに観みた戦争映画のワンシーンだ。『歩兵、前進！』とかって馬上の将軍が号令を出していた。

「ああ。自軍の将を失った時点で、勝敗の行方ゆくえがほぼ決まる」

　そういえば映画では軍を統とう率そつする指揮官を失った瞬しゆん間かん、戦局が悪化して負けるという場面があった。

　まあ、私個人としては、優ゆう秀しゆうな恰好いい軍師が不利な戦せん況きようを引っくり返して勝利をもぎ取る、っていうのが面おも白しろくて好きなんだけど。現実はそう簡単にはいかないってことか。

「勝てぬ場合、あるいは勝利を確信した場合、和議を持ちかけて利害の調整をはかるのも将の務めだ」

「戦争をやめる代わりに、条約を結ぶ？」

「敗戦国の降こう伏ふく時の見み極きわめは、重要な問題だ。戦費の負担、土地の譲じよう渡と、家か畜ちくや人ひと質じちの準備……多大な負の遺産を背負う」

　頷きながらも、少し焦あせってきた。どうしようか、話がいよいよ難しくなってきた。これ以上は私のキャパを超こえそうだ。

「最終的な決議は王と各院や環かんの間でなされる。騎き士したる我らには政まつりごとに関する決定権はないので」

「そうなんだ」

　かん、ってなんだろう。馴な染じみのない言葉だ。話の流れからすると、たぶん議院みたいなものだろう。そうあたりをつけておく。

　話が横道に逸それてしまった。とりあえず地図が簡素な理由はわかった。

　リュイが地図を探すのにあまり乗り気の姿勢を見せなかったのは、それを入手しても大して意味がないってことを知っていたためなんだ。

　日本育ちの私には、地図が頼たよりになるっていう固い先入観がある。実際に目にしないと諦あきらめがつかないだろうってリュイは思ったに違いない。

　あ、ちょっと気になることが。

「村や町の人口とか……戸こ籍せきはどうなっているの？」

「それは領主が管理をしている。領主は統とう轄かつ地区についての仔細を、国土の開発、整備などを担になう地楽環へ定期的に報告することが義務づけられている。不ふ審しんがあれば都城の視察団が動く」

　ちがくかん？　疑問に思いつつも質問する勇気がない。

　本当に、歴史や政治経済の授業を受けているみたいだ。私は懸けん命めいに頭をひねった。日本でいう国土交通省とかの行政機関のことじゃないか。今はそれで納なつ得とくしておこう。

　時間と心に余よ裕ゆうのある時、詳くわしく訊きけばいい。

「そうかぁ、わかった。色々教えてくれてありがとう」

　リュイは軽く頷うなずくと、不思議な眼差しを向けてきた。

「どうかした？」

　私が首を傾かしげると、リュイはほんの一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを見せ、いつもの慎つつましい微び笑しようを浮うかべた。奇き麗れいな形の目が、柔やわらかく細められる。ストイックな表情なのに、やけに色っぽくも見えて、どきどきする。

「あなたは、聡そう明めいだ」

「え!?　それはすごく誤解してると思う！」

「普ふ通つう、あなたの年とし頃ごろの娘むすめは、こういった話題に興味を示さない」

　複雑な気持ちになる。私もこういう状じよう況きようでなければ、進んで訊こうとは考えなかったはずだ。

　それにね。

「戦争のことってテストに出るから、勉強しなきゃいけないんだよねー」

　溜ため息いきまじりの私の独白に、リュイはきょとんとした。

　急に気き恥はずかしさがこみ上げてきた。

　また学校に通えるだろうか？　耳の奥に、クラスメイトたちの笑い声が甦よみがえる。

　柔らかな陽ひの光の差し込む教室風景が、ほんの少しだけ懐なつかしかった。
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　私はリュイとともに別室へ移動した。

　書しよ斎さい兼けん寝しん室しつの隣となりに設けられている収納部屋だ。そこの壁かべに隠かくし戸があるのに気づいた。

　緊きん急きゆう時の避ひ難なん部屋を連想させる隠し戸の中は、広さこそないものの、他ほかの部屋とは違って丈じよう夫ぶな造りのようだった。

「ということはやっぱりここって、避難目的で造られた部屋なのかな」

　私の疑問の声に、リュイが振ふり向く。

「そうだろうな。非常食や保存のきく飲料水がある」

「た、助かる。飲み物は本当に嬉うれしい」

　薄うす闇やみが漂ただよう狭せまい部屋の中を、慌あわただしく見回す。

　家の持ち主には悪いけれど、後ろめたさよりも安あん堵どが先にくる。

　水や食料をどこで入手しようかと、休きゆう憩けい時間のたびに頭を悩なやませていたので、これで当面は安心できそうだ。

　リュイも隠し部屋の全体をざっと眺ながめると、身を屈かがめて片かた隅すみに置かれている灰色の包みを開いた。私は手近な場所に積まれていた木箱の上の埃ほこりを軽く払はらい、そこに腰こし掛かけた。

　包みを確かく認にんするリュイの様子を見守る。

「これは穀物を加工した食料だ。地方ではよく口にされているものだな」

　リュイが開いた包みの中には、カロリーメイトのような色をした固形食の塊かたまりが入っていた。一斤きん分のパンほども大きさがある。

「食べられそう？」

　賞味期限はどうなんだろう。ここで食あたりでもしたら、治ち療りよう法がないだけに命の危機に関かかわりそうだ。

「大丈夫、腐くさってはいない」

　リュイはこちらに視線を向け、小さく笑った。

「他にも持ち運べそうな物はある？」

　リュイは頷きながらも、かすかに困こん惑わくしているような、躊ちゆう躇ちよを滲にじませた表情を浮かべ、周囲に視線を逃にがした。その様子を見て、リュイの心情に気づく。

　──家屋の主に対して罪悪感を抱いだいているんじゃないかな。

　仕方のない状況とはいえ、私たちがしていることは盗ぬすみと変わらない。

『ここに誰だれかが暮らしていたらしい』という痕こん跡せきしか目にしていない私と、ガレ国で生まれ育ち、人々が生活を営む姿を実際に見てきたリュイとでは考え方や判断に明らかな差が出ると思う。仮にここが日本で、住み慣れた町だったら、私だって悔かい恨こんとはまた違ちがった、胸に迫せまる激しい感情を抱くんじゃないか。

　それにリュイは、人を守り犯罪を取り締しまる立場にあった騎士だ。

　私よりももっと強い気まずさを感じて当然だった。

「リュイ」

　木箱から飛び降りてリュイの正面に回り、翳かげりが見える月色の目を覗のぞき込む。

「ええと、神様の眷けん属ぞくとして、この罪を許します」

「──ヒビキ」

「っていう私の言葉に、今は騙だまされてくれたら嬉しいなあ。……一時保留にしよう！　すべてを元通りにして、平和が訪おとずれた時、また一いつ緒しよにここへ来ようよ。たくさんお詫わびの物を持っていって、無断で食料とか持ち出したこと、家の人に謝ろう」

　リュイは目を見張り、思わずという動きで私の唇くちびるに触ふれた。

　私が紡つむいだ言葉を、自分の手で触さわろうとしているみたいに。

　行動の理由はわかっても、私はエルじゃないので突とつ然ぜん口元を触られるとさすがに恥ずかしい。動どう揺ようを悟さとられないよう軽く身を引く。

「そんな感じで、今回は目を瞑つむって、ありがたく貰もらおう？」

　多くの葛かつ藤とうを抱かかえているリュイの負担を少しでも減らしてあげたいんだけれど、余計な言葉だっただろうか。

「オーリーンやシルヴァイもきっと見み逃のがしてくれると思うよ」

　動きをとめた彼に長々と凝ぎよう視しされ、多少居い心地ごこちが悪くなる。

　神国の生まれであることを大事にしている相手にオーリーンたちを持ち出すのは、ちょっと不ふ謹きん慎しんだったかもしれない。

　それとも部外者が勝手なことを言っていると、不快に取られただろうか。

「ええと、適当に言ったわけじゃないんだけれど、もしも偉えらそうに聞こえていたらその……、そういうつもりでもなくて」

　しどろもどろに言い訳をすると、リュイは我に返ったように忙せわしなく目を瞬しばたたかせた。頰ほおを歪ゆがめ、視線を落とす。機き嫌げんを悪化させたのかそうじゃないのか、わからない。

　彼はすぐに顔を上げ、優やさしげな微笑を見せた。

「……ありがとうございます」

　一瞬息が詰つまった。神様云うん々ぬんなんて話題を持ち出したせいなのか、リュイの態度が微び妙みように改まっている。

「あなたの配はい慮りよと寛かん容ように感謝を。そういってもらえると私は救われます」

「……リュイ、また言こと葉ば遣づかいが硬かたくなってる！」

　悲しそうな、それでいて眩まぶしげなリュイの眼まな差ざしに戸と惑まどいながらも、わざと明るい声を出して軽く睨にらむ。

「大目に見る気はありませんか？　やはり私は身をわきまえるべきかと」

　彼はわずかに動揺を表し、ちらりと上目遣いで私を見た。リュイって本当に仕草が可愛かわいいなあ、とつい笑ってしまう。その一方で落ち込みそうにもなった。

　さっきの発言が、意図せず彼に立場や身分というものを意識させてしまった。私の存在を『高貴な者』というカテゴリーに入れている。

　それがなんだか怖こわい。自分の身の丈たけに合っていない評価だから。

「ありません。私のほうが年下だもの」

　──距きよ離りを、作りたくない。

　そういう本音を隠かくし、我が儘ままな態度を取る。笑い話に変えてしまいたかった。

「しかし、それでは道理が」

「私もリュイに敬語を使いますか？」

　実力行使に出ると、リュイは絶句した。……そこまで愕がく然ぜんとしなくても。

「そうか、ガレ国的基準で見ると、私ってお姫ひめ様でも貴族でもないんだよね……じゃあリュイのほうが位は上ですよね。呼び捨てなんて失礼なので、これからはリュイ様って言います。あ、なんか新しん鮮せんな感じでいいかも」

「……」

　うわぁ、リュイってば顔が思い切り引きつっている。

　反応がとても素す直なおで、生き真ま面じ目めな人だ。

「さあ、もう夕方ですし、急ぎませんと。他の包みも確認してみましょう」

「ヒビキ」

「リュイ様も手伝ってください。私はこっちの荷物を開けてみますね」

「わかった。あなたの言葉に従う」

「リュイ様？」

　呼びかけると、彼は目に見えてたじたじとなった。

「……そう畏かしこまった態度を取られると、どうも私は、困る」

　リュイは片手で口元を覆おおうと、降参したように小さな声で言った。

「やった。私の勝ち？」

　嬉しくなって、リュイの顔を覗き込む。

　彼はますます狼狽うろたえた。目め尻じりが赤い？　室内が薄うす暗ぐらいせいで、はっきりとはわからない。

「……ええ。あなたの勝ちだ」

「うん、女子という生き物はいつでも無敵」

　私はにこりと笑って、次の荷物を開けた。
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　隠かくし部屋で発見した戦利品を抱え、エルが待機する入り口へ戻もどった時には、既すでに薄闇が遥はるか彼方かなたから村の中に忍しのび寄りつつあった。

　寂さびしかったと訴うつたえるように鼻を鳴らしてエルが大きく尾おを揺ゆらし、そわそわとすり寄ってくる。

「遅おそくなってごめん」

　胸に顔を押し付けてくるエルの喉のど元もとを、優しく撫なでる。

「リュイ、これからどうす──」

　訊たずねようとして、リュイの顔つきにぎょっとする。

　彼は厳しい表情で、暮れゆく灰色の世界を眺ながめていた。

「急ごう」

「う、うん」

　反論を許さない強い口調に押され、慌あわてて頷うなずく。

　入手した食べ物や飲料水、着き替がえ用の衣ころもをまとめてエルの背に乗せようともたもたしていたら、手て際ぎわの悪さを見かねたらしい。リュイが腕うでを伸のばして素早く荷を括くくり、有う無むを言わせぬ雰ふん囲い気きで私を抱き上げた。

「リュイ！」

　驚おどろきの声を上げるも、なにかに気を取られているらしきリュイは頓とん着ちやくせず、啞あ然ぜんとする私の身を荷物とともに無言でエルに乗せる。

「こちらから村を抜ぬけよう」

　リュイが指し示した道は、私たちが旅をしてきた方向とは正反対だった。おそらくそっちが南に該がい当とうするんだろう。

　戸惑いながらもエルを促うながすと、ほぼ小走りと言ってもいい速さで進み始める。

　エルを先導するリュイも全身を緊きん張ちようさせ、注意深く辺りを窺うかがっている。

　急に硬い空気をまとったリュイの様子に、私は言い知れない不安を覚えた。両手でエルの毛を摑つかみ、薄うす闇やみに輪りん郭かくが溶とけ出した左右の建物を見つめる。

「ねえリュイ、夜が来るから急いでいるんだよね？」

「──」

　答えはもらえない。少しも警けい戒かいを解こうとしない彼の態度を見れば、自分の質問が的外れなものじゃないとわかる。私はもう一度、周囲に視線を走らせた。

　その時だ。

「あ！」

　私は大声を上げた。

　エルとリュイが同時に私へと素早く顔を向ける。

「今……」

　建物の陰かげで、なにかが動いた。目の錯さつ覚かくとは思えない。視力はいいほうだ。

「だめです、先を急ぎましょう」

　またリュイ、敬語になっている……と注意できるような気軽な雰囲気じゃなかった。

　彼自身も、私が目もく撃げきしたなにかに気づいたはずなのに、見てみぬ振ふりをしようとしている。そして私にも、言外にそうしろと訴えている。

　もしそこにいるのが危険な魔ま物ものや獣けものの場合、このまま無視するわけにはいかないはずだ。あとをつけられて困るのは私たち。

「エル、少しとまって」

　逃にげる前に正体を知っておきたい。そう考えて、私はエルにストップをかけた。

「とまってはいけない。村を出るのが先です」

　リュイの様子が明らかに変だ。余よ裕ゆうを失うほどの必死さで、私にそのなにかを見せまいとしている。魔物が出現した時の、意識を限界まで研とぎ澄すましているような状態とはまったく違ちがう。

「私が見た怪あやしいものって……もしかすると」




　──レイム？




　絶対にそうだ。私は高こう揚よう感かんに包まれながら確信した。自分の直感に自信を持つと、それがなにより重大で正しいもののように思えてくる。

「私は、レイムを『人間』に戻すためにここへ来た」

　家族のもとに帰りたいという思いを振り切って。見知らぬ世界で旅をする心細さに蓋ふたをして。

　だから逃げてなんかいられない！

「確かめてくる」

「なんだって？　ヒビキ、待て！」

　リュイの声を無視し、急いで荷物とともに括っていたオーリーンの剣けんをひっぱり出す。

　私は剣を抱かかえ、弾はずみをつけてエルの背から降りた。

「レイムなんでしょう？」

「──ヒビキ！」

　リュイはもどかしげに声を荒あららげた。

「レイムが、幽ゆう鬼きがそこにいるのなら、私は立ち向かわないと！」

　意気込む私の前に、恐こわい顔をしたリュイが立ち塞ふさがった。

「いけない、あなたには無理だ」

　断定の口調に、私はむっとした。

「……まだ試ためしてもいないのに、なんでそういう否定的なことを言うの？」

　思わず睨にらみ上げると、リュイはわずかに怯ひるんだ。

　私は……なにも役に立てなくて悔くやしいって気持ちを今も捨てられずにいた。

　リュイは私のことなんか頭数にも入れず、神剣を使えるという王子様たちにばかり期待をしている。

　何度失敗しても懲こりない私。頼たよりにされない寂しさがあるのは間違いない。

　それ以上に、一人でつらい毎日を耐たえ続けてきたリュイの負担をなんとかして軽減したいと、ずっと思っていた。いつも切なげに私を見ている。ちょっとした衝しよう撃げきで砕くだけてしまうんじゃないかと怖こわがって、まるで繊せん細さいな壊こわれ物を扱あつかうかのように接してくる。だから『私はそんなに弱くない、やる時はやるんだ』と示したい。

「エル！」

　強い声でエルを呼ぶ。このままじゃ、リュイは問答無用で私の行動を阻そ止ししようとするだろう。私の力ではリュイをかわせない。

　……呼んだのに、エルまでが躊躇ためらいを見せてリュイに意見を窺うような視線を向けた。

　これにはショックを受けた。裏切られた気分だ。




　──ひどい！




「エルっ！」

　憤いきどおりをこめてもう一度呼ぶ。それでもエルはすぐには応こたえず、しばらく躊ちゆう躇ちよした。私と目が合うと、やっと観念したように動く。私の意に従うために。

「だめです、行ってはいけない！」

　手を伸ばすリュイの前にエルが回り込み、低く咆ほう哮こうする。

「ヒビキ!!　頼たのむから！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　油断しないよ！」

　私はしっかりと剣を抱え直して、建物のほうへと駆かけ出した。浮うき立つくらい、意い気き揚よう々ようとだ。

　リュイの制止の声が背中にはり付く。気にはなったものの、ここで振り向けば、きっと迷いが生まれて挫くじけてしまう。

　決意を新たにし、私は走った。建物の陰。なにかが動いた方向へと。

　そうして、目にしたもの。

「──え？」

　それは、想像していた幽鬼とは違っていた。
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　私が脳のう裏りに描えがいていたレイムの姿は、ホラー映画に出てくるような、半はん透とう明めいの青白い朧おぼろげな幽ゆう霊れいだった。オーリーンが『悪あく霊りよう』と表現をしていたことが頭に残っていたためだ。

　だけど建物の陰からゆらりと現れたものは。

　確かに、確かに、アンデッド系ではあるんだろう。

「──これが、レイム？」

　私は無防備に、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　妙みように緩かん慢まんな動きで這はい出てくるその異形の姿。

　アア、と甘えるような切ない慟どう哭こくを漏もらしている。

「首が……、なんで、ろくろ首みたいになってるの？」

　違う、強力なゴムのように首の皮ひ膚ふがぺらりと伸のびている。足や腕うでを揺ゆらすたびに、皮膚がねり飴あめみたく伸しん縮しゆくする。

「でも、これって……人間？」

　愕がく然ぜんとそう悟さとった。鋭するどい刃は物もので胸を貫つらぬかれたかのような激しい衝撃が走る。

「本当に、人間の名残なごりが」

　半透明でも悪霊でもない。ちゃんと肉体があり、髪かみの毛がある！

「そんな……」

　全身が総毛立つ。人間としての形をあまりにも止とどめすぎている容よう貌ぼう。肌はだの色も普ふ通つうで、肩かたのラインもまろやかだ。

　ただ、手足と首が異常なほど伸びている点を除けば。

　言葉を失う私の前でレイムが身じろぎし、伸びきっている手の先で、地にころりと転がっている首を起こした。乱れて渦うずを巻いている髪をやけに丁てい寧ねいに整え、私に見せるようにわざわざ顔の向きを変える。

「お、女の人？」

　二十代後半あたりのように見えた。淡あわい金色の髪を持つ、か弱い表情の女性。裸はだかで、悲しそうで──ひどく孤こ独どくな。

　私は無意識に後退した。口の中がからからに乾かわいていた。

「……なに、これ」

　数歩下がるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。足が地面に縫ぬい付けられたように動かなくなる。

　女性が……レイムが、私を見上げてなにかを訴うつたえるようにアアとまたむせび泣き、地面に広がる乱れた髪を頼りなげな手つきでぎゅっと摑つかんだ。




　──嫌いや、気持ち悪い。




　麻ま痺ひした頭の片かた隅すみに、拒きよ絶ぜつの言葉がはっきり浮かぶ。胸を突つき上げる激しい嫌けん悪お感かん。なのに一いつ瞬しゆんたりとも目を離はなせない。

　人間じみたその動作が、姿が、信じられないほど醜しゆう悪あくに映った。

　せめてもう少し……化け物らしい外貌だったら、私は。

　またレイムが、アアと泣く。

　泣いて泣いて泣いて、涙なみだとともに眼球がぽろりと落ちた。

　眼球が。

「え……」

　地面に転がる眼球を踏ふみつぶして身を揺らし始めるレイム。骨が覗のぞく眼がん窩かから、ゆで上げた麵めんみたいにつるりとした白い管が垂れ下がった。

　そうして、レイムは緩ゆるやかに、おぞましい化け物へと変貌した。

　レイムは身み悶もだえるように、あるいは痒かゆがるように、大きく身をよじった。一回転する胴どう体たい。ぷちぷちと奇き妙みように小気味よい音を立てて肌が裂さける。とくに腹部は凄すさまじかった。柔やわらかそうな肉がねじ切れた直後、水音を響ひびかせながら、臓器が薄うすい色の血とともに地面へ落下する。

「噓うそ、噓でしょ、待ってよ」

　寒気がとまらない。目を覆おおってしまいたいのに、できない。

「こ、これって本物なの？　幻まぼろしじゃないの!?」

　肉体から零こぼれ落ちた臓器はどれも新しん鮮せんさを示すように、かすかに湯気を立ち上らせていた。ピンク色の筋。ひだのある赤い肉。

　縄なわめいたぬるぬると輝かがやく卑ひ猥わいな色の腸が、血に塗まみれた地面を魚の尾おびれのように勢いよく何度も叩たたく。その飛沫しぶきが、放心して立ち尽くす私の頰ほおにぴしゃりと跳はねた。

　腐ふ肉にくのひどく生なま臭ぐさい臭においがした。

「もう、やめて」

　私は思わず懇こん願がんの声を上げた。衝撃はまだ、終わらない。

　レイムは地面の臓ぞう腑ふを搔かき集めると、自分の口の中に突っ込んで咀そ嚼しやくし始めた。

　ゴムのように伸びている喉のどが、ぼこぼこと膨ふくらみながらそれらを飲み下す。水の詰つまったホースを連想してしまった。

　レイムはひたすら自分の身体からだを分解し、飲み込んでいく。

　いくら食べても腹部は裂け、捻ねじれている状態だ。食べた分また嫌な音を立てて、折れた骨の隙すき間まからぐちゃりと潰れた臓器が零れ落ちる。

　急激な苛いら立だちを覚えるほど、その無意味な咀嚼を延々と繰くり返している。

　とうとうレイムは焦じれた様子で自分の長い首を引きちぎった。

　癇かん癪しやくを起こした子どものように荒あらっぽい仕草で皮ひ膚ふを丸め、強ごう引いんに頭を胴体にくっつける。玩具おもちやの部品を合体させているみたいだった。次に肋ろつ骨こつを折り、舐なめ始める。




　──人間が、壊こわれていく。




　その過程を、私は目まの当たりにしていた。

「こんな……こんなのって」

　レイムの動きは激しさを増した。身を揺らし、頭皮ごと髪を両手で引き抜ぬき、自分の舌までもちぎり取り。人間が。崩ほう壊かいする。

　足元から悪お寒かんが走った。これはなに。私はなにを見ているの。

「ヒビキ！」

　名を呼ぶリュイの声が、とても遠い。音を立てて世界が震ふるえている。

　違ちがう、震えているのは私の身体。視界。

　レイムの身体と一いつ緒しよに自分の正気までも壊れていきそう。

「……、リュイ、エル」

　私の視線はレイムに釘くぎ付づけだった。さっきからどう頑がん張ばっても足を動かせないでいる。

　押し寄せる猛もう烈れつな吐はき気と目眩めまい。人間がこんなに、壊れていく。

「見るな」

　リュイがいつの間にか隣となりに立っていた。庇かばうように私の肩を引き寄せると、大きな手で目元を塞ふさいでくれる。

　リュイの指の隙間から、地じ獄ごく絵図のように壮そう絶ぜつな現実が覗いていた。

　オーリーンやシルヴァイはなんて忠告しただろう？

　レイムを本当に殺せるのか。それがどれほど困難なことか。そういう憂うれいを見せていたんじゃなかったか。

　リュイもだ。どうしてあんなに心配していたんだろう？

　目を背そむけずにはいられないほど醜悪なものが溢あふれているって。




　──私は、馬ば鹿かだ。




「今はなにも考えなくていい。忘れるんだ」

「……忘れる？」

　これを？

　この凄まじい『人間』の姿を、どうやって脳裏から消せばいいの？

　そんな魔ま法ほうがあるのなら、今すぐかけてほしい。

「まだ大だい丈じよう夫ぶだ。──レイムは未いまだ、皮を脱ぬいでいない」

　リュイの硬かたい声が、ゆらゆらと波に揺られていた弱々しい私の意識を現実に引き戻もどした。

「皮を……なに？」

「完全に『人』を脱ぐまで、襲おそっては来ない」




　──『人』を脱ぐまで？




「リュイ……それって、なんの話？」

「いいのです、忘れても。あなたが見るべきものではないのだ」

　きゅうん、と心細そうなエルの鳴き声が聞こえた。

「待って、待ってよ。意味がわからない。脱ぐ？」

　私は片手でこめかみを押さえた。自分の額がびっしょりと濡ぬれていたのに驚おどろく。額だけじゃなく、手にも汗あせをかいていた。

「私は、ここに」

「ヒビキ、いいから、下がりなさい」

　ここに、なにをしに来たの？




　──怖こわい、怖い。誰だれか助けてお願い。殺せないこんなもの私には殺せない。無理だ、気持ち悪い!!




　自分の中で無数の悲鳴が弾はじけ、反はん響きようした。

　はっきりと見てしまった。人間の形を最初に目にしてしまった。

　人間だ。この不気味な存在の正体は、人間。

　レイムを殺すということは、つまり……人間を手にかけると同じ？

　私の頭には、はっきりと『人』の姿が焼き付いてしまっている。

　もうだめだ。

　それを知ってしまった今、たとえどれほど原形を失い、醜しゆう怪かいな容よう貌ぼうへ変わり果てたとしても、私の脳のう裏りから『人』の姿は拭ぬぐえない。

　重い。腕うでの中の剣けんが、どうしようもないほど重く感じる。

　こんなの、嫌いや──。

「ヒビキ！」

　身体がぐらりと傾かしいだ。リュイがすぐさま支えてくれる。礼を言う余よ裕ゆうはなかった。レイムの姿に重なるようにして、子どもの頃ころの記き憶おくがふいに目の前に広がった。

　暑い夏の日、アスファルトを這はう蟻ありの群れを面おも白しろがって踏みつぶした。首筋を伝う汗や木こ漏もれ日、立ちのぼる陽炎かげろう、埃ほこりの匂におい、アスファルトに落ちる自分の濃こい影かげ、汚よごれた靴くつの下でばらばらになる蟻の胴体。蒸むしたような緑の匂いや蟬せみの鋭するどい鳴き声までもがはっきり思い出される。

　あの出来事は、私の秘密だった。なんであんな真似まねをしたのか、今でもわからない。

　とにかくあの時から、私の意識はどこか変わった。

「さあ、下がっていなさい。後ろを向いて」

　呼吸さえも憚はばかられるような重苦しい沈ちん黙もくを、リュイは低い声で破った。茫ぼう然ぜんとしている私の身体を労いたわるような仕草で後方へ押しやり、すらりと大剣を抜く。

　リュイからレイムへ、私はぼんやりと視線を移した。

　レイムは……次の段階へ変へん貌ぼうを遂とげようとしていた。

　四つん這ばいになって激しく痙けい攣れんする半はん壊かいした肢し体たい。歪ゆがんだ背骨が音を立てて盛り上がり、割れる。背中が花弁のように、めくれる。艶つやのある赤い肉にく片へんが骨に絡からみ付いていて、まるで肉食植物を背から生やしているようにすら見えた。

　レイムは獣けもののように唸ると、一瞬私のほうへ顔を向けた。

　眼球はないのに、見られているというのがわかって血の気が引く。

「リュ……」

　無意識に、リュイの衣ころもを摑つかんだ直後。

　葡ぶ萄どうの皮のように、顔の皮ひ膚ふがつるりと奇き麗れいに剝はがれ落ちた。

「な──」

　剝むき出しになる頭ず蓋がい骨こつ。薄うす闇やみの中に、その白さが異様に浮うき上がって見えた。

　皮膚の繊せん維いが唾だ液えきのように緩ゆるく糸を引いている。

　さっきのリュイの言葉が脳裏をよぎった。レイムが、『人』を脱ぎ始めている。

　激しい吐き気に襲われ、私は強く唇くちびるを引き結んだ。手足の先せん端たんが、氷に触ふれたかのように冷たくなっていた。

　許されるならこのまま気絶してしまいたい。そんな無責任な考えを抱いだいた時、リュイが静かにレイムへと一歩近づいた。

「リュイ……っ」

「早く、斬きらねば」

　花のように開かれたレイムの背中から、なにかが起き上がった。

「……な、なに？」

　いや、起き上がったというより、心臓が血肉を巻き込んで膨ぼう張ちようした？

　その部分は急激にぶくっと肥え、変化した。背中から別の生き物が現れたように思えた。肉にく塊かいの化け物だ。それこそが本物のレイムというように。

「レイムが──誕生する」

　リュイの鳥とり肌はだが立っているような独白に、身が竦すくんだ。

　内臓の一部がその肉塊の化け物の……『レイム』のへこんだ頭部に付着していた。ピンク色の筋が、唇を象かたどっている。

『レイム』は苗なえ床どこのような壊れた肉体をめりめりと押し潰して、縮小と膨張を繰くり返す。そのうち、肌の色も変わってきた。

　風船みたいに、内部が薄うつすらと透すけて見える体たい軀くへと。

　薄うすい半はん透とう明めいの鱗うろこめいた皮膚で覆おおわれている肉体。内部で循じゆん環かんする血肉や骨の欠片かけら。

　ごろっとした胴どう体たいから、頭部らしきものが斜ななめに突つき出ている。

　虚うつろな笑いが漏もれそうになった。……ミキサーみたいな身体からだだ、と一瞬くだらない連想をしてしまったからだ。そのミキサーは不良品で、ミルクのような白い液体をだらだらと垂らしている。溶とけた脂し肪ぼうらしかった。

　リュイはレイムの正面に立ち、剣を振ふり上げた。

　それを突とつ然ぜん、宙でとめる。

「──ヒビキ、少し……離はなれていただけないか？」

　低い声に、葛かつ藤とうが滲にじんでいた。つかの間放心したあとで閃ひらめく。

　オーリーンたちは、普ふ通つうの剣や魔ま術じゆつではレイムの蘇そ生せいができないというような言葉を口にしていた。ただし、消しよう滅めつさせることは辛かろうじてできるかもしれないとも言っていた。

　それはつまり、完全に変身する前なら魂たましいごとレイムを消滅させられる、という意味だったんじゃないか。

　この考えが正しいとすると、殺されるレイムは勿もち論ろんのこと、剣を握にぎる側にとっても残ざん酷こくな仕打ちとなる。

　人間らしさを留とどめていた段階を目にしている上、今は変へん貌ぼう途と中ちゆうで無防備な状態だ。

　少しでも冷静さを取り戻もどせば、嫌けん悪おだけじゃなく、強きよう烈れつな後ろめたさや哀あわれさも感じるようになるから。

「すぐに終わらせます。ただ、あなたを、巻き込みたくはない」

　そう告げるリュイの背中を凝ぎよう視しする。優やさしい声こわ音ねだった。でも決して振り向こうとはしない。

　彼は、騎き士しだ。過去に犯罪者や敵兵を殺した経験が、もしかしたらあるかもしれない。

　相手がどんな人であろうと、命を奪うばうっていう行こう為いはもっとも気が重く、覚かく悟ごを必要とするはず。ましてやそれが元はなんの罪もない普通の村人なら──。

　だからリュイは不用意に村へ接近しようとしなかったんだ。

　森に潜せん伏ぷくしていたほうが確かに都合がよかったんだろうけれど、きっと感情的な面でも村に足を運べなかったに違ちがいない。

　別のことにも気づく。リュイはこの状じよう況きようをなによりも恐おそれていたんじゃないか。

　自分には神剣を扱あつかえないかと訊たずね、一刻も早く王子様たちを復活させたいと願っていた。

　私を軽視していたのでも、意地悪をしていたのでもない。できる範はん囲いでこの過か酷こくな現実から私を懸けん命めいに守ろうとしてくれていた。

「それなのに、私は」

　目眩めまいがした。彼にレイムを殺させようとしている。

「……リュイと同じ騎士になれたらと思っていて、そうしたら助け合っていけるって」

「ヒビキ、離れてください」

　私の支し離り滅めつ裂れつな訴うつたえを、彼はきっぱりとした強い口調で遮さえぎった。

　リュイが代わりに剣を振るえば、二度とこの人は蘇生できない。

　レイムという化け物のまま魂もろとも消滅してしまうんだろう。

「待って、お願い」

　ここでもまた、私の弱さをリュイが償つぐなおうとしている。

　先日の虫の一件と同じだ。軽けい率そつだったのは私なのに。それを少しも咎とがめようとせず、自分が責任を取ろうとしている。

　でも今回はもっとつらい。他人の命を、叩たたき潰すのと変わらない。

　どれほどの覚悟で、剣を握ったの？

「──リュイ」

　今まさに剣を振り下ろそうとしたリュイの腕を、とっさに摑む。

　リュイがぴくりとかすかに身を震ふるわせ、やっと視線をこちらに向けた。思った通りの、気き遣づかいだけが宿る瞳ひとみだった。それを見た瞬しゆん間かん、言葉にならない衝しよう動どうが喉のど元もとまでこみ上げてきた。




　──動け、逃にげるな！




　自分を叱しかる声が、遠くから降ってきた気がした。精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいだったけれど、私は微笑ほほえんだ。

「だめだよ、リュイが斬っちゃだめなの」

「早く対処せねば、レイムが完成されてしまいます」

「私の剣けんじゃないと、『人』に戻せないよ」

　聞き分けがないと焦じれたのか、リュイは唇を嚙かみ締しめ、私を後方に押しのけようとした。

　それを、首を振ってとめる。怖こわがっていると思われないようしっかりと、月色の瞳を見つめ返す。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、リュイ。私にやらせて」

　噓うそつき。噓つき！　本当はこんな恐ろしい真似なんかしたくない。交こう替たいしてほしくてたまらない。

「こういうこと、ちゃんと覚悟してここに来たんだよ」

　なにも大丈夫なんかじゃなかった。覚悟だってひとつもできていない。心臓は今にも壊こわれそう、悲鳴が溢あふれそう。

　それでも、薄闇に落ちた自分の声はいつもと変わりないふうに聞こえた。私はそのことに内心ほっとした。

　リュイはふと唇を開いたものの、結局なにも言わなかった。

「少し、驚おどろいただけ。でもほら私、いずれは破は壊かい神系な女子になるつもりだし……だから大丈夫、リュイ、ちょっと下がっていてね」

　ひと呼吸のあと、抱かかえていた剣を鞘さやから引き抜ぬく。

　オーリーンが渡わたしてくれた剣は、普通の武器とは違って、一見錆さび付いているかのような鈍にぶい色をしている。柄つかをぎゅっと強く握り締めると、手の甲こうが急に熱を帯びた。

　オーリーンが祝福をくれた場所が、剣に反応しているみたいだった。それはどこか遠い感覚で、完かん璧ぺきには馴な染じんでいない気がした。

「エル、リュイを見ていてね」

　所在なげに私たちの背後でうろうろしていたエルへと視線を投げる。リュイが手出ししないようにという意味を込めてだ。

　賢かしこいエルは私の考えを正しく理解したようだった。私たちの間に大きな身体を割り込ませると、額を使ってリュイをぐいぐいと後ろへ押しやろうとする。

　私はそれを確かく認にんしたあと、レイムと対たい峙じした。

　斬るために。




　──どうしよう。




　じわっと首の後ろが火ほ照てる。柄を握る手も再び汗あせばみ始めた。早くしないと。ただこの剣を振り下ろせばいい。それだけだ。

　でもどこを斬ればいいんだろう？　頭？　肩かた？　手足？　全然わからない。

　怖いよ、オーリーン、三春叔父おじさん。私、やっぱり騎士になるのは無理みたい！

　様々な思いが胸の中で渦うずを巻いていた。剣を支える腕うでがかたかたと細かく震えているのが、自分でもはっきりとわかった。

　嫌いやだ、できない、逃げてしまいたい。

　早く斬らないとレイムが。

「……!?」

　ほぼ『脱だつ皮ぴ』したレイムは、衣装のように脱ぬぎ捨てられた『人』の残ざん骸がいを蛇へびの尾おめいた舌でからめ捕とり、くちゃくちゃと音を立てて食べ始めた。

　その後、地面に転がり落ちた頭ず蓋がい骨こつを拾うと、それの内側にこびりついていた脳のう漿しようを搔かき出し、スープのようにすすって──空になった頭蓋骨を、帽ぼう子しみたいに自らの頭部に被かぶせようとしている。

[image: ]

　もう、人の原形はほとんどなかった。

　手足がくっついているだけの、でたらめな化け物。指の形は昆こん虫ちゆうのそれに似ている。




　──これが、レイム。




　なんだか……さっきから自分の感覚がひどく遠く、雑音がする。胸の中に誰だれかがいつの間にか住み着いているような。それの気配が強くなった時、自分の心の声が反はん響きようするみたいだ。

　意識がこの光景を認められないでいるせいなのかもしれない。




　──斬きりたくない……。




　本当にこれって現実？　私が殺さなきゃだめなの？

　歯の根が合わず、心臓の音も耳みみ障ざわりに思うくらい、うるさい。

　死ぬほど斬りたくない、耐たえられない。

「──」

　レイムが頭蓋骨を頭部にめりこませる前に、私は剣を振ふり下ろした。

　自分が辿たどる運命を、心が破れそうになるほど強く理解した瞬間だった。

　修しゆ羅ら道みたいに延々と続く、過酷な殺し合いの運命だ。
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　肉の塊かたまりを斬った、という確かな感かん触しよくがあった。柄を握にぎる指に、弾だん力りよくが伝わった。

　寒気がする。『生き物』を斬っているという事実を否いや応おうにも教えてくれる。

「……最後まで、斬れてない……っ」

　整理しきれなかった感情が邪じや魔まをして、腕にきちんと力をこめられなかったせいだ。

　やみくもに振り下ろした剣は、気味の悪い音を響ひびかせて半はん透とう明めいの皮ひ膚ふを裂さいたあと、肩かた口ぐちに埋うまったまま抜けなくなってしまった。

「やだ……！」

　レイムが悲痛な泣き声を上げ、いやいやをするように身をよじっていた。そのたびに剣まで揺ゆさぶられ、私の身体からだもぐらついた。切り口から、血の塊なのか肉にく片へんなのか判別できないとろみのある体液が噴ふき出し、剣を握る私の手や袖そでを濡ぬらしていく。

　体温を感じさせる生ぬるい液体の感触に、気持ちが悪くなる。

「は、外れない！」

　やめて、動かないでよ、剣が抜けない!!

「ヒビキ！」

　切せつ迫ぱくしたリュイの声がすぐ後方から響く。返事なんてできない。それどころじゃない！

　助けて、これ、嫌だ！

　そう思うのに、リュイは私の視界を塞ふさいでくれなかった。

　私がエルに、彼を近づけないよう頼たのんだからだ。

　もう嫌、嫌だよ!!

　今すぐ剣を放り投げて、目も耳も塞いでしまいたい。どうして私がこれほどおぞましい真似まねをしなきゃならないんだろう。どうして。

　悲鳴が漏もれそうになる。だけど柄を握る手は縛しばり付けられているかのように離はなれない。心が一気に荒あれていく。

　ここまでひどい状じよう況きようなんか、想像してなかった！　神様から力をもらってここに来たくらいだ、だったらもっと恰かつ好こうよく、順調にこの使命をこなせるはずって、心のどこかで思い込んでいたのに。いざという時は夢物語の救世主みたいに強大な力を使えて、洗練された行動を取れるって。

　なのに、なんなの、これ!?　今の私はちっとも恰好よくない。むしろ逃にげたくて仕方ないじゃないか！

「……！」

　現実逃とう避ひしようとしまいと、私の剣はレイムの肩にめりこんだままだ。

　その事実に気が付き、ぞっとした。まだ斬らなきゃいけない！

　喉のどの奥からせり上がってくる怒いかりや嫌けん悪お、恐おそろしさを無理やり力へと変える。ぐっと手首を固定し、押し付けるようにして剣の柄に体重を乗せる。

　ずぶっと奇き妙みような音を立てて、刃はの部分がさらに深くレイムの肩に埋まっていく。

　おののかずにはいられない光景だった。私が、殺そうとしている。

　意識が霞かすみそうになった。こんな現実、私、知らない──。

「ヒビキ」

　失神する寸前に滑すべり込むリュイの声。

　私は何度も瞬まばたきを繰くり返し、口内に溜たまった唾だ液えきを飲み込んだ。

　ここで気絶したら、リュイが代わりにレイムを始末しなきゃいけなくなる。

「……大丈夫、待ってて」

　守られるために、ここに来たわけじゃない。

　理り不ふ尽じんでも怖こわくても泣きたくても、私が自分の意思で選んだ運命だ。

　大丈夫、すぐに終わる。逃げ出したりしない。いつか自信をもって両親のいるところへ戻もどるために、ここで頑がん張ばると決めた。

「元に、戻してみせる……っ」

　そうだ、レイムという化け物を殺せば、人間へと蘇そ生せいさせられる。殺しであって、実は生かすための斬り合いだ。なにも怖がる必要なんてない、これは正しい行こう為いだ。

　私は言い訳のように胸中で繰り返し、その思いに縋すがり付いて、自分の行為を正当化した。

　最後の気力を振り絞しぼって、剣けんを押す手にありったけの力を注ぐ。

　水が跳はねるような音が響いた瞬しゆん間かん、レイムの肩がとうとう二つに裂けた。

　心臓を凍こおらせる甲かん高だかい断だん末まつ魔まの叫さけびが、薄うす闇やみの世界に広がった。
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　レイムを斬り裂いた反動で、私の身体は後方へと大きくよろめいた。

　そのまま転てん倒とうすると思ったのに、背中が柔やわらかいものに衝しよう突とつした。エルのふさふさとした毛が首筋をくすぐる。その場に屈かがみ込みそうになる私の腕を、大きな手が摑つかんで支えてくれる。

「リュイ……、エル」

　呟つぶやいた瞬間、声を上げて泣きそうになった。安あん堵どと苦しさと疲ひ労ろう感かんが綯ない交ぜになって、口から[image: 迸]ほとばしりそう。それを我が慢まんし、あえて彼らから顔を背そむける。

「あ……」

　不思議な光景を目にした。

　食べ物を焼く時のような、香こうばしいとさえ思える音が耳に届く。レイムの胴どう体たいが苦く悶もんを見せるように前後に揺れ動く。おきあがりこぼしを連想させる動きだ。

「なに？　まだ終わってないの!?」

「いや、違ちがう。これは」

　私の腕うでを摑むリュイの手に、力がこもった。

　ぱちぱちと火の粉が噴き出すように、肉片が飛散する。組み立てたパズルのピースをばらまいたみたいに。そうして溢あふれた肉片や血がまた磁石に引き寄せられるかのごとく寄り集まり、再度の構築を開始した。

「まさか、本当に」

　リュイは茫ぼう然ぜんと独白した。いつの間にか、肉にく塊かいが繭まゆの形を取っている。

　魔ま法ほうのように、透とう明めいな膜まくの中で正確に積み上げられる肢し体たい。白い肌はだ、手足。早送り再生しているようなスピードでレイムの身体が人へと復元されている。

　脅きよう威いの速度で進む治ち癒ゆが、人間としての秩ちつ序じよをレイムに取り戻させているんだ。




　──私、やり遂とげたの？




　また涙なみだが出そうになった。息を詰つめ、リュイとともに蘇生を見守る。

　ほんの少し前まで心に深く刻まれるほど感じていた恐ろしさを、すべて帳消しにする奇き跡せきが行われている。

「──甦よみがえった」

　信じられない、という感かん嘆たんのこもったリュイの声が耳に届いた。

　透明な膜が裂け、羊水の役割を果たしていたらしい薄うすい朱しゆ色いろの体液が吐はき出される。その直後、女の人の身体が地面に転がった。

　レイムが、本当に人間へ戻ったんだ。

「あ、あぁ……」

　細いたおやかな吐と息いき。呼吸とともに揺れる身体。

　私たちの前で、一人の女性が蘇生を果たした。

　この国に来てから目にした最初の復活だった。

「……わたし……」

　地面に座り込んでいる体液塗まみれの女性は、どこかぼんやりした表情で私たちを見上げた。

「ここは……？」

　聞き取れないほど小さな、たどたどしい声で呟く。




　──戻った!!




「よかった……！」

　どこか遠かった感覚が一気に舞まい戻ってきた。喜びと安堵が一いつ緒しよくたになった大きく激しい感情が生まれ、爪つま先さきまでびりびりと痺しびれさせる。

　思い切り叫んでしまいたい気分だった。身体中の細さい胞ぼうが、音を立てて活発に動き始めたみたい。凄すごい、凄い！

　私にも、この世界で人を助けられる力があった。

　これならこの先も十分続けられる。怖いのは斬きる時だけで、すぐに奇跡が始まるんだから！

　そういう安易な思いに目をくらまされ、重要な事実を忘れていた。

　女性の復活は自分自身の力じゃなくて、オーリーンの剣によってなされた奇跡だと。私が抱いだいた驕おごりは断罪の刃やいばとなって翻ひるがえり、つかの間の喜びを容よう赦しやなく切り裂さいた。

「もう大丈夫！　あなたは助かっ──」

　自己満足に浸ひたって浮うわついている私の声を、エルの冷静な低い唸うなり声が遮さえぎった。

　女性に差し伸のべかけていた手を止め、笑えみを浮うかべたままの間ま抜ぬけな顔で振ふり向く。

「……え？」

　喜びに溺おぼれていた私の意識と、現実の落差。目に映る景色に、心がすぐには追い付けない。

　いつの間にか──。

　周囲は暗い気配に包まれていた。

　日にち没ぼつだ。

　その闇やみは、凄せい絶ぜつな現実が始まる合図でもあった。

「……噓うそ」

　私たちは、こんなにも、こんなにも、無数のレイムに取り囲まれていたんだ。
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「ヒビキっ！」

　愕がく然ぜんと立ち尽つくす私を、いち早く我に返ったリュイが抱き上げた。その瞬間、矢のような速さで肉塊の弾だん丸がんがリュイの脇わきをかすめ、私が立っていた場所に突つき刺ささった。

　猛もう毒どくを仕込んでいたかのように、肉塊が貫つらぬいた地面がしゅっと変色し、腐ふ敗はいする。

「──なに、これ……？」

　私はまだぼんやりしていた。意識が、どうしてもこの状じよう況きようを受け入れようとしない。

　ただとにかく、身体からだの震ふるえがとまらなかった。

「乗るんだ！」

　リュイは乱暴に、私の身をエルの背へ降ろした。剣を構えようとする姿を目にして、私はとっさに彼の腕を摑んだ。

　短い時間の中で、私とリュイの視線が交わった。

　その直後、エルがわずかに身を伏ふせた。早く騎き乗じようしろと言いたげに唸り、リュイを促うながす。普段は決して彼を乗せようとしないのに。それを許すくらい、厳しい状況ってことだ。

　リュイは接近したレイムを蹴けり上げて距きよ離りを稼かせぐと、俊しゆん敏びんな動作で私の後ろに飛び乗った。

　エルは軽々と跳ちよう躍やくし、襲しゆう撃げきの姿勢を見せるレイムたちを威い嚇かくした。

　着地の衝しよう撃げきに耐たえながら辺りに視線を投げる。暗い世界。本当に、救いのない暗さ。

　レイムたちの咆ほう哮こうは歌声のように幾いく重えにも重なり、絡からみ合った。

　澱よどんだ色のでっぷりとした胴体に、ちょこりと乗せられている頭部。兜かぶとみたいに皆みんな、白い頭ず蓋がい骨こつを被かぶっていたけれど、胴体の形は千せん差さ万ばん別べつだった。




　──この数を相手に戦うのは無理だ。




　恐きよう怖ふが背筋を這はい上がる。心臓がぎゅっと縮んだ気がした。村人の数だけレイムもまた存在するという当たり前の事実が今いま更さらのように思い出された。

　リュイはあんなに急いでいたのに！

　たった一人のレイムを斬るのでさえ、あんなに躊躇ためらって怯おびえた私だ。

「こんなに多くのレイムを、斬れるはずが……」

　逃にげるしか、死なずにすむ方法がない！

「……手を！」

　苦い感情を振り切って、私はエルの背上から、地面にうずくまっている女の人へ手を差し出した。

　女の人はぼうっと周囲を見回すと、緩かん慢まんな動きで私のほうへ腕を伸ばした。

　白い繊せん細さいな手。奇き麗れいな花を摘つむのに相応ふさわしいような。

　指先が触ふれ、確かに彼女の体温を感じた。惹ひかれ合うように私たちは互たがいを見つめた。

「あ」

　驚きよう愕がくに大きく見開かれる女の人の青い瞳ひとみ。この暗い中でもなぜか、睫まつ毛げの一本一本がくっきりと見て取れた。

　印象的な瞳だ、と思った瞬間、女の人の身体が勢いよく後方へ引っ張られていった。

「──!?」

　私は瞬まばたきをするのも忘れ、目前で繰くり広げられる異様な光景に見入った。

　彼女を引き寄せたレイムたちが、その華奢な肩かたや背に嚙かみ付いている。

「や、やめてっ!!」

　我に返り、慌あわてて身を乗り出す。

「助けないと……！」

　女の人がレイムたちに飲み込まれてしまう。

「駄だ目めだ！」

　地面に降りようとする私の身体を、リュイは後ろから強く抱だきかかえた。

「放して！　あの人を連れていかないと！」

「もう間に合わない!!」

　私の抵てい抗こうを封ふうじるリュイの腕うでに、怒いかりを感じるくらいの力がこもった。

「どうして、そんな……」

　リュイの言葉が頭の中を駆かけ巡めぐった。間に合わない、間に合わない……。

「そんな、こと」

　甦ったのに。

　たった今、ちゃんと甦らせたのに!!

　エルが逃とう走そうの構えを取った時、女の人の絶ぜつ叫きようが響ひびいた。助けて、嫌いや、置いていかないで。

　闇を引き裂き、壊こわれた音楽みたいに不自然に尾おを引く懇こん願がんの声。

「た、助けたいっ、『人間』に戻もどったばかりで、私が初めて甦らせた……っ」

「ヒビキ！　暴れないでくれ！」

　目に焼き付く、残ざん酷こくな光景。

　死しに物もの狂ぐるいでもがき号ごう泣きゆうする女の人の白い裸ら体たいが、飛びかかるレイムたちによって覆おおわれていく。左に引っ張られ、右に引っ張られ、レイムの間で見え隠かくれする彼女の肢し体たいが何度も大きく弾はずむ。

　一ひと際きわ凄すさまじい彼女の悲鳴。私は鞭むち打たれたように身を縮めた。彼女の揺ゆれる白い胸や腕をいくつもの歪いびつな手が摑つかみ、ちぎり取る。そして、くちゃりと食はむ音も。

　鮮せん血けつに塗まみれた身体から無造作に引きずり出される湯気立つ臓ぞう腑ふ。涙なみだに濡ぬれた女性の滑なめらかな頰ほおに化け物が嚙み付いていた。悲鳴と咀そ嚼しやくの音が交こう互ごに響く。それが、私の理性を溶とかした。

　狂きよう気きの晩ばん餐さんだった。全身が麻ま痺ひして、呼吸もままならない。身も心も地じ獄ごくに突き落とされたみたい。信じられない、誰だれかとめてとめてとめて、お願いだからもう彼女を食べないで。

　ふと、きらきらしたなにかが宙を舞まっているのに気づく。

　蜘蛛くもの糸のような細いもの。

　引きちぎられた女性の髪かみだった。

「あ、あ、ああ」

　私、狂くるいそう──。

　女の人が最後の力を振り絞しぼるように、獣けものじみた叫さけびを聞かせた。

　その直後、私の視界は真っ暗になった。

　リュイの手が、私の目元をすっぽりと隠したせいだ。あらゆる音を遮しや断だんするように、硬かたい胸に私の頭をぎゅっと押しつける。

　でもまだ悲鳴が。鼓こ膜まくにこびりついて、脳の隅すみ々ずみまで恐怖に染めていく。

　ふいに空気が動いた。こっちに向かってきた一部のレイムを薙なぎ倒たおして、エルが走り始めている。

　鼓こ動どうは速く、身体もずっと震えっぱなしだった。

　どうしてなのか、悲しげな顔をしたオーリーンたちの姿が脳のう裏りに浮かんだ。




[image: ]




「どこへ、向かえばいいの？」

　私は茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　いったいどこに潜ひそんでいたのかと思うほど、村中にレイムが溢あふれ返っている。

　建物の後ろから、木こ陰かげから、闇やみの奥から、次々と無数に。

　私はただ震えながら、リュイの胸に縋すがり付くしかできなかった。

　揺れる視界を埋うめ尽くすレイムの姿、アア、アアというどこか繊細な泣き声。闇の中に、こだましているようだった。

「こんなに、たくさん……」

　言葉が続かない。

　レイムの姿はバラエティに富んでいる。異常に膨ぼう張ちようした身体もあれば、搾しぼられたみたいに細い身体もあった。背の高さも様々で、絵に描かいたように醜みにくい化け物たちだった。

　半はん透とう明めいの皮ひ膚ふの中で踊おどる血肉がごぽごぽと鳴っている。手がなく、蜘蛛のように足が八本生えているレイムもいたし、頭部が二つくっついているものもいた。左右の腕の長さが違ちがうのもいる。蛇へびのように這うものも。

『人』の原形を留とどめているもののほうが、もう少ない。嫌けん悪おと恐怖しか感じさせない。

「それでも、この化け物は──私と同じ人間だったんだ」

　誰かに恋こいしたり、時には喧けん嘩かをしたり、そうやって日々を重ね、生きてきた人たち。

「人だった頃ころの記き憶おくは、本当に少しもないの？」

「……ヒビキ、決して期待をしてはいけません。レイムに、『人』の心はない」

　後ろに騎き乗じようしているリュイが、硬い声で断言した。私は顔を歪ゆがめ、俯うつむいた。

「まずは村から脱だつ出しゆつせねば」

「……うん」

　頷うなずいたものの、ウルス脱出は不可能に近いとすぐに思い知らされる結果となった。

　夜の到とう来らいとともに出現したレイムたちは、獣のような動きと速さで襲いかかってくる。

　私たちは、脆ぜい弱じやくな獲え物ものにすぎなかった。

　私とリュイを乗せたエルは突とつ破ぱ口こうを探して必死に駆け、接近するレイムたちを蹴け散ちらそうと苦心していた。

　希望が見えない状じよう況きように、身体からだが強こわ張ばる。




　──もしも逃げ切れなかったら？




　私も、あの女の人と同じ運命を辿たどるに違いない。

　肌はだという肌が粟あわ立だつくらいの恐きよう怖ふが一気に目覚める。レイムたちに身体を引き裂さかれ、正気を失い、そして最後に自分も化け物と成り果てる。

　荒あらい呼吸が漏もれた。全身にどっと汗あせをかく。叫びそうになるほどの拒きよ絶ぜつが腹部の底から湧わき上がってくる。




　──絶対に嫌だ！




　女の人を見殺しにした罪悪感よりも、自分が犠ぎ牲せいになるという恐怖のほうが遥はるかに勝っていた。これが、私の偽いつわりない本音だった。でも今は自分の卑ひ劣れつさを嚙み締しめるよりも、どうにかしてこの場を逃にげ切りたいと願うだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「なにをすればいい？　安全な場所ってどこ？」

　考えがまとまらない。怖こわくて全然考えられない！

「──ヒビキ、聞いてください」

　ふいにリュイの落ち着いた低い声が響いて、私はぎくりと肩を揺らした。

　心の奥底に秘ひめられていた汚きたない感情が彼に知られたんじゃないかと一いつ瞬しゆん勘かん違ちがいし、血の気が引く。

　確かめる勇気を持てず、返事ができない。ひたすら縮こまっていると、背後のリュイがわずかに身じろぎするのがわかった。

「リュ……？」

「いいですか、決して聖獣の背から降りぬように」

　耳に唇くちびるが触ふれるほど声が近かった。柔やわらかな息が鼓膜をくすぐる。

「今度こそはとまらないで、お行きなさい」

　彼の言葉に、身が凍こおりついた。




　──また囮おとりになる気だ！




　ごうっと激流のような音が頭の中を駆け巡った。

　リュイが行動を起こすより早く、腰こしに回されている腕を強く摑む。

「だめ、行かせない！」

　彼の困ったような気配を感じた。

　私は血がにじむほど唇を嚙かみ締めた。自分の心を覗のぞき込む。助かりたい、死にたくない……そういう恐怖に彩いろどられた真っ黒い感情ばかりがひしめいていた。

　そうだ、リュイがレイムたちに殺害されることを恐おそれたんじゃない。

　私は──自分が一人になることを、恐れている。

　リュイの身を純じゆん粋すいに心配したんじゃなくて、彼が囮になったあと、化け物の中に取り残されるのが嫌いやで、引き止めただけだ。取り繕つくろえない気持ちを知って絶望する。

　自分可愛かわいさのために、リュイの真心を踏ふみにじってしまった。

　私は目を見開いた。視界を埋め尽つくすレイムたちの醜しゆう悪あくな姿より、自分の心が一番汚よごれている気がした。

　こんな思いは、リュイへの裏切りだ。

「私って……こういう人間だったの？」

　自分でも今まで知らずにいた卑ひ怯きような感情が、この世界へ来てからなんだか次々と暴あばかれているみたい。重界の森での件も。この間の虫の件も。

　彼の腕うでをぎゅっと摑つかんで放さずにいる自分の手が、浅ましくて息苦しい。

「リュイ」




　──それでもやっぱり一人になるのは嫌だ。一人に、するのも嫌。




「ヒビキ、手を放してほしい」

　戸と惑まどうリュイの声に、ぶるぶると無言で首を振ふる。

　放せない、離はなればなれになんかならない。

　ここで本当にリュイを見殺しにしたら、私はケダモノだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、私たちは逃げ切れる」

　そう信じなければとても冷静さを保てない。

　道という道はすべてレイムで塞ふさがれている。どれほどエルが俊しゆん敏びんであっても、こんな状態じゃ村を出る前にすぐ捕つかまってしまうだろう。

　エルは苦肉の策といった様子で、道の端はしに立っている太い樹木の枝に飛び乗った。

　葉は全部枯かれ落ちていて、乾かわき切った黒い枝が剝むき出しになっている。ちょうどその木は手のひらを空へ向けたような形をしていた。枝の位置が低い。

　一いち時じ凌しのぎにしかならないと理解していても、木の上に避ひ難なんするしか方法がなかったに違いない。そのくらい、私たちは窮きゆう地ちに追い込まれていた。

「このままではいくらも経たたないうちに、レイムが登ってきます。退路がありません」

　リュイの言葉に、肩かたが揺ゆれた。

　私たちを騎乗させているエルは、かなり不自由な体勢で枝に乗っている。本当に、逃げられない！

「──効果があるかはわかりませんが」

「……え？」

　なんの話か把は握あくできず、驚おどろきながら振り向くと、リュイはエルの胴どう体たいに括くくりつけていた荷物からなにかを抜ぬき出していた。

「それは？」

　彼が手に取ったのは、宝石みたいにカットされた不思議な珠たまだった。野球ボールくらいの大きさだろうか。透とう明めいなその珠の中央で、水色の火が燃えていた。

「法具です。先ほど、家屋を探さぐっている時に発見しました」

　いうやいなや、リュイはその法具を、道で蠢うごめくレイムに向かって投げつけた。

　レイムたちの中に法具が落下した瞬間──閃せん光こうが走った。

「!?」

　そこから一気に水色の炎ほのおが広がり、つかの間レイムたちの姿を見えなくした。

「す、すご……っ、もしかして私たち、助かるんじゃない!?」

　やった、と安易な喜びが胸に湧き上がる。

　これで助かるに違ちがいないって。

　だけど自分の考えは、どこまでも甘いんだと思い知らされた。

　珍めずらしい水色の炎にまかれるレイムたち。なぜか逃げる素そ振ぶりを見せないでいる。

「──なんで？」

　笑っている。

　炎と楽しげに戯たわむれているように。

「やはり威い力りよくが足りないか」

　リュイの無念そうな声が耳に落ちた。

　レイムたちは次々とダンスのような動きを取り始めた。激しく足を踏み鳴らし……炎を消そうとしている。

　もっと勢いのある炎だったら十分な効果を期待できたかもしれない。

　この程度しか広がりを見せない炎では、ほんの一、二分レイムの足をとめるのが限度だ。追い払はらうのは難しい。

「どうしよう」

　汗ばむ手でエルの鬣たてがみをぎゅっと握にぎり締め、他ほかにいい案がないか必死に考える。

　地を焦こがす炎の明かりで、村の様子が一瞬浮うかび上がった。

　わかってはいたものの、打ちのめされずにはいられない光景だった。濃こさを増していく夜の中、いたるところにレイムがひしめいていた。

「少しでも足止めできているうちに、ここから降りて逃げたほうが……」

「危険です。炎がある範はん囲いのレイムしか意識を逸そらすことができていません」

「さっきの法具はまだ残ってる？」

　一瞬の間ののち、リュイは低い声で、二つあります、と答えた。私は一度強く目を閉じ、震ふるえる息を吐はいた。たった二つ。逃にげ切るには、とても足りない。

「他に、なにかないかな？」

　確か家や捜さがしした時にリュイは、どう使うのか私には判断できない様々な道具を荷物に詰つめていた。そろそろこの炎の盾たても崩くずれる。

「なにか、なにか方法を見つけないと、私たちは」

「ヒビキ」

　私はエルの上で体勢を変え、驚くリュイの脇わきを強ごう引いんにくぐって荷物に手を伸のばした。もぞもぞと動く私が落下しないよう、リュイは慌あわてた様子で支えてくれた。

　神しん剣けんであればレイムに対たい抗こうできる。けれどそれは私がリュイのように剣を上手に使いこなせればの話だ。

　普ふ通つうの時でもせいぜい勢いをつけて振り下ろすしかできない。躊躇ためらいと恐れしか抱いだけない今の状態じゃ、それすらまともにこなせるかも怪あやしい。

　焦しよう燥そう感かんと苛いら立だちは募つのるばかりで、頭をかきむしりたくなる。想像の中だけしか、頼たよりになる自分の姿を描えがけない。




　──早く、逃げる方法を見つけないと！




　乱暴な手つきで荷物を漁あさる。

「なにか役に立てそうなもの、ないの……!?」

　わからない、どれがどれなのか。頭の中も心も滅め茶ちや苦く茶ちや。冷静でいられない。こっちの世界の物なんて、私、知らない！

「ヒビキ」

　混乱が強まり、喚わめきそうになった時だった。

　リュイが遠えん慮りよがちに私の身体からだを元の位置に戻もどした。

「私は──あなたの望む通りに」

「……え？」

　生死を左右する極限的な状じよう況きようだというのに、リュイの声は穏おだやかだった。

　どういう意味かはかりかね、眉まゆ根ねを寄せて彼を見み遣やる。

「あなたが使命を優先させたいと願うならば、私が道を作りましょう」

　地上の炎に照らされたリュイの瞳ひとみは澄すみ切っていた。愛いとしい者でも見るような眼まな差ざしを、私に向けていた。

「なんとしてでも血路を開きます。あなたを決してレイムの餌え食じきになどさせない」

「駄だ目めって言った！　一人で危険の中に行くのは駄目だって、私、そう言った」

　お願い、私をこれ以上卑怯な人間にさせないで。

「では、私とともにいてくださるというならば」

「リュイ？」

　少しだけ、私を支えるリュイの腕うでが震えた。

「──あなたの最さい期ごを私に」

　レイムたちの泣き声に負けてしまいそうなほどの、小さな声。

「私の最期……？」

　鸚おう鵡む返しに尋たずねた私に、彼は頷うなずいた。形のいい唇くちびるが動く。私に向かって告白をするかのように、丁てい寧ねいに次の言葉を落とす。

「人としての、死を」

　あ、と思った。

「それってつまり……自殺？」




　──違う、リュイはまず、私を殺すつもりでいる。




　リュイが抱いた覚かく悟ごを悟さとり、頭が真っ白になった。

「……ここで人として命を絶てば、レイムに嬲なぶられずにすむ。彼らの仲間になって、永遠に闇やみをさまよわなくてすむ……？」

「逃げ切るだけの時間はもはや残されていません。だが、魂たましいの自由を守る時間なら」

　提案されるまで、そんな選せん択たく肢しがまだ残されていたということに気がつかなかった。

　言葉にならない感情が芽生える。やみくもに暴れたくなる衝しよう動どうを堪こらえるため、私は音を立てて唾だ液えきを飲み込んだ。

　リュイの言葉を理解したのか、エルが急に憤ふん慨がいした様子で低く唸うなった。

　正直なことを言えば、少しだけ、彼の案に心が引きずられそうになった。

「待って、リュイ、それは」

「……悩なやむ時間はありません」

「待って」

　私は慌てて頭かぶりを振ふった。

　なぜなのか、自分でも理由はわからない。でも自ら死を選ぶという方法はこれほど切せつ迫ぱくした状況に立たされている今でさえ、ぴんとこない。

　ここで自分が死ぬという図が、どうしても浮うかんでこないからだ。

　私が今、自殺にちょっとだけ誘ゆう惑わくを感じたのは、どうしようもないほどだらしない理由のためだ。死ねばこの先に味わう苦痛や恐きよう怖ふから目を背そむけられるだろう、っていうずるい心が生んだ安あん堵ど。それだけ。

「あなたを苦しめません。痛みも、感じさせない」

「リュイ」

「すぐに終わります。私にあなたを委ゆだねてほしい」

　せがむような口調だった。投げやりな気持ちで言っているようには見えない。瞳にはしっかりと理性が残っている。

　きっとリュイは真しん剣けんな思いでそう告げたんだろう。私の魂を守ろうっていう、その一心で。




　──そんなの、いけない。




　リュイはたぶん、私のことを大きく誤解している。出会い方が普通じゃなかったから、特別な感情を抱いて過大評価をしているに違ちがいない。

　私の主張なんて、大半がその場の雰ふん囲い気きに流されて生まれる程度の浅はかなものでしかない。

　ここで軽々しく同意して、健けな気げなリュイを巻き添ぞえにしちゃだめだ。

「私を手にかけたあと──リュイは、自分も命を絶つつもりでいる？」

　聞くまでもない問いかけだった。そんな真似まねをしたらリュイは二重の罪を被かぶるはめになる。

　私を殺すという罪。

　自分を殺すという罪。

　リュイにその言葉を言わせたのは、私だ。狼狽うろたえるばかりの私の弱さが言わせてしまったんだ。




　──本当に……私はなにをしているんだろう！




　力いっぱい奥歯を嚙かみ締しめ、きつく瞼まぶたを閉とざす。そしてすぐに目を開く。視野のぎりぎりにまで広がる悪夢のような現実。紛まぎれもない、私の現実。

「お願いです、ヒビキ。私に許可を」

　腰こしに回されたリュイの大きな手を、ぎゅっと強く握にぎる。

　いつも血に塗まみれていたに違いないリュイの手。血を拭ぬぐい取るたび瞳を陰かげらせ、心を痛めてきたんだろう。

　自分の命を惜おしまない人だ。それを私はもう、知っている。

　身体だけじゃなくて、こんなふうに心まで犠ぎ牲せいにして、私を助けてくれようとしている。

「リュイ……駄目だよ」

　この人を守ろう。

　リュイが守ってくれる以上に、守れたらいい。

「ヒビキ」

「危険な時は、二人ですみやかに逃げようねって、約束したよ？」

「──」

「傷つくなら、半分ずつ。苦しいことも、つらいことも……。私たちは一人じゃない。こうして一いつ緒しよにいる」

　すうっと息を深く吸い込み、それと同時に恐怖も飲み下した。眉み間けんの辺りが、ひりひりとなぜか敏びん感かんになっているのがわかった。

「逃にげ切ってみせる」

　ありったけの力をこめて、誓ちかう。

「絶対に死なせないし、死なない。必ず生き延びてみせる」

　余計なことを考えるのは、あとにしよう。

「今は、ただ無事にウルスを出ることだけを、目標にする」

　私はもう一度体勢を変え、荷物の中を探さぐった。指が、ぽちゃんと水すい滴てきの音がする袋ふくろに触ふれる。

　水。家や捜さがしをした時に発見した水だ。

「そうだ！　確かあれがあったはず」

　荷物の脇わきにぶらさげているバッグを手た繰ぐり寄せる。私が日本から持ち込んだバッグだ。

「持ってきていると思ったんだけど」

「ヒビキ、なにを」

　朧おぼろげな記き憶おくを頼たよりに、バッグの内ポケットに指を入れる。

「あった！」

　銀色の小さな四角い物。古いジッポーだ。

　なんでこれがバッグに入っているかというと、ヘビースモーカー気味な三春叔父おじさんに禁きん煙えんさせようと企たくらんだためだ。叔父さんてば、以前から禁煙するって宣言していたくせに、いつもあともう一箱だけと言い訳して吸い続けていたんだよね。

「……ごめんね、叔父さん」

　焦じれた私は旅館を出る直前、こっそりと叔父さんのジャケットからジッポーを抜ぬき、自分のバッグに隠かくしておいた。

　そう、あの申さる海みの旅館だ。『出で掛かけるのか』って声をかけられた時、ジッポーを抜き取ったのがバレたのかと焦あせり、ついあれこれ言い訳してしまった。そして三春叔父さんを部屋に残し、一人で外へ出た。まさかあの会話が最後になるなんて夢にも思わずに。

「それはいったい？」

　訝いぶかしげに訊たずねるリュイに顔を向け、微笑ほほえむ。

「リュイ、ちょっとの間、私を支えていてくれる？」

「なにをするつもりですか」

　私はジッポーと水が入った袋を抱かかえながら、落ちないようゆっくりとエルの背に膝ひざ立だちした。

　リュイが慌あわてて私を支える。エルも協力してくれるつもりなのか、尾おを棒のようにぴっと立てて大人しくなった。ごめんねエル、踏ふみ台の代わりにして。

　呼吸を整え、地上を見つめる。さっきリュイが投げた法具は、もうほとんどの効力を失いかけていた。

　炎ほのおを払はらったレイムが、いよいよ私たちを襲おそいに詰つめ寄ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、きっとうまくいく。追い払える」

　自分に暗示をかけるように呟つぶやいてから、かちんと音を立ててジッポーの蓋ふたを開ける。ついでに、水みず袋ぶくろの口も。

　論理的には、リュイの毒を癒いやした時と同じ。

「オーリーンたちが力をくれた。私は、彼らの眷けん属ぞくだ」

　闘とう神しんであるオーリーンと、起源の神のシルヴァイ。二人のきらびやかな姿を頭に描えがく。未いまだに彼らから与あたえられた力の正しい使用法はわかっていない。

　でもシルヴァイは風と大気を司つかさどる神様なんだという。

　私の『響ひびき』という名前は大気を友とするものだから、シルヴァイに属するんだって。




　──シルヴァイ、力を貸してね。




　ほとんど捨て身の作戦みたいなものだけれど。

　私は自分の指を口の中にいれ、勢いをつけて思いっきり嚙んだ。

「──いっっ、たーい！　すっごい、痛い！」

　自分で嚙んでおきながら、あまりの痛さに涙なみだがにじみ、腹が立った。私、ちょっと八や重え歯ば気味なんだよね。食事中に舌を嚙んで、痛さに呻うめいたことが何度もある。

「ヒビキ！　なにを!?」

　リュイの驚おどろきの声を聞き流して、口の中から恐おそる恐る指を出す。

　すると、赤い血がぽたりと垂れ落ちた。

「なにをなさっているんですか！」

「だ、大丈夫！」

　口内に血の味が広がり、少し気持ち悪くなる。

　顔をしかめながらも、赤く染まっている自分の指を水袋の入り口に差し込む。水に指先が触れて、ぴりっと一いつ瞬しゆん痛みが走った。

　私はこんな突とつ拍ぴよう子しもない方法を試ためすつもりでいた。

　聖者の血。

　映画かなにかで、そういうシーンを観みた覚えがあった。

　たとえばキリストの血を受けた杯さかずきは、聖せい杯はいって呼ばれる。血が、聖なるものの象しよう徴ちようとして扱あつかわれる。

　私自身は勿もち論ろん、これっぽっちも聖人なんかじゃない。

　けれどもほぼ成り行きという感じでシルヴァイとオーリーンに力を与えてもらい、人でありながらひとまず神様たちの眷属となった、らしい。

　彼らの言葉には、きっと大きな意味があるはずだ。私の身に、巡めぐる血に、神様たちの祝福が真実、与えられたのなら。

　実際、虫の毒を消すことに成功している。

「聖水に、変わりますように」

「──聖水……？」

　怪け訝げんそうなリュイに微笑んでから、水袋を軽く掲かかげて額に押し付ける。風が巻き起こってほしい。今私が行うことを後押ししてくれるように。シルヴァイ、お願い。

　ヒビキ、ってリュイが名を呼ぶ声が聞こえた。

　私はボールを投げる要領で、血入りの水を眼下の道にひしめくレイムたちへと勢いよく振ふりかけた。普ふ通つうであれば遠い位置まで水が届くはずがない。

　けれども祈いのりはようやく届いたらしかった。

　袋ごと投げた水は、きらきらと軌き跡せきを描いて大気に散った。

　次に、しゅっとジッポーの火をつける。

「三春叔父さん、力を貸して」

　手の中の小さな炎を見つめて、こことは違ちがう世界にいる三春叔父さんの姿を思い出す。ヘビースモーカー気味で、隠れ鉄道マニアで、ジャズと猫ねこをこよなく愛する私の叔父さん。さあ旅に出よう響……、明るい声が耳の奥に甦よみがえる。苦しい時に、いつも明るい場所へ引っ張り出してくれた大きな手。いつかもう一度笑え顔がおで会いたい、ここで死ぬわけにはいかない！

「私たちに、道を！」

　ありったけの思いを込めて、私はジッポーを投げた。

　小さな火は、音もなくレイムの中へ吸い込まれていく。

　その直後のことだった。鮮せん明めいな青色の火柱が地上から次々と噴ふき上がった。

「なに!?」

　リュイは息を吞のみ、地上をまじまじと見つめた。

　私が放ったジッポーの火が、レイムたちを濡ぬらす水に触れたらしい。水はまるでガソリンの役割を果たしているかのように、火に大きな威力を与えた。
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「これは……っ？」

　リュイは無意識の仕草のように私の身を腕うでの中へと抱だき込んだ。

　ぼっと大きな音を立てて、レイムが火柱と化す。それがどんどんと他ほかのレイムへ飛び火していく。単に炎というより花火のように勢いのある光の束に似ているかもしれない。

　その証しよう拠こに、地面は一いつ切さい燃えていない。ただ貪どん欲よくにレイムだけを焦こがしている。

「成功したの……？」

　なぜだろう、急に不安が芽生えた。法具が生んだ炎以上に勢いが激しい気がする。

　どれだけレイムが暴れても、その火柱は決して鎮ちん火かされなかった。

　青い火は燦さん然ぜんとした光を放ち、抵てい抗こうするレイムの身体からだに蔦つたのように絡からみ付いている。

「私は、ここまでは」

　望んでいなかった。そういう言葉を飲み込む。

　レイムの凄すさまじい呪じゆ詛そが響ひびき渡わたる。どこまでもこだまする怨うらみの声。幾いく重えにも重なり合って、竜たつ巻まきのように螺ら旋せんを描く。

　もがくレイムたちの姿は、心を凍こおらせる地じ獄ごく絵図そっくりだった。

　糸が切れた人形のようにくるくると、でたらめに踊おどっている。

　レイムの身体が崩くずれていく。青色の火が劇性を含む酸のようにレイムの肉を削そぎ落とし、泡あわを立てて、地面を黒く穢けがしていく。

「凄まじい」

　リュイの慄りつ然ぜんとした独白が、ざくっと胸に突つき刺ささった。

　私はただ、レイムを少しの間遠ざけて、生きる道を切り開きたかっただけなのに。

　まだ被ひ害がいに遭あっていないレイムたちは切なげな雄お叫たけびを上げて、この場から逃にげ出した。

　ところが容よう赦しやのない青色の火は意志を持っているかのように次々とレイムを追い、溶とかしていった。




　──まさか、こんなことになるなんて。




　こうまで強烈な効果を発揮するとは、予想さえしていなかった。

　愕がく然ぜんと目を見開き、右往左往するレイムたちを見下ろす。

「レイムが、苦しがってる」

　自分がしでかした結果なのに、恐ろしさを感じずにはいられなかった。

　神様がくれた力は私の狭せまく小さい心の容量を遥はるかに超こえていて、みだりに操あやつることは許されないくらい強大なんじゃないか。そう初めて気がついた。

　だとすると、私の選せん択たく次第で途と轍てつもなく凄せい惨さんな事態を招く可能性がある。今、目にしている光景のように。

「もう、おさまって」

　お願い。まるでこの景色は、神様が制裁しているみたい。

　そういえばオーリーンが悲しそうに言っていた。無む闇やみに動けば、我らの神しん威いはさらなる歪ゆがみを世界に与あたえてしまうって。だけど私は力を貰もらった。

　おかげでオーリーンたちは神々が定めた戒かいに裁かれてしまった。逆を言えば、すぐさま制裁しなければいけないほど危険な力だってことだ。

　その巨大な力を振るわなければ、フォーチュンに選定された後こう継けい者しやには到とう底てい立ち向かえないからって。

「フォーチュン」

　私をこの不思議な運命に引っぱり込んだ、その人の姿を思い出す。顔半分を覆おおう仮面。皮肉な言葉の数々。




　──どうしてあなたは、この世界を壊こわそうと？




　火柱が絶え間なく噴き上がる。

　最後の一体を焼き尽つくすまでこの火はおさまらないんだろうか。

　人と、地の蘇そ生せい。容易たやすいことではないってオーリーンがあれほど忠告してくれたのに、私は言葉の重みを少しも理解していなかった。

「こんなことが、あるのか……？」

　茫ぼう然ぜんとしたリュイの声で、我に返る。ぼうっとしている場合じゃない。

「リュイ、エル、今のうちに逃げよう！」

　急いでエルの背に座り直し、固まっているリュイを促うながす。

　その時、こっちに向けられたリュイの強こわ張ばった顔。私は息をとめた。

　彼の眼まな差ざしには、はっきりと本物の恐おそれが浮うかんでいた。

　それが畏い怖ふと呼ばれるものなのか、純じゆん粋すいな恐きよう怖ふなのかは判断できない。どちらであろうと、この光景を作った私に対して向けられた感情であるのだけは確実だった。

　……少なくとも、同じ人間を見る目じゃない。

　もしかするとリュイはこの瞬間、「私が神様と会った」という奇き想そう天てん外がいな話を初めて心から信じたんじゃないか。

　きりっと胸が鋭するどく痛んだ。




　──全部、あと。なにかを思うこと、考えることはここから無事に脱だつ出しゆつしたあとでいい。




「エル、急いで！」

　痛みを振り切り、強い口調で命じると、エルは心得たように鬣たてがみを揺ゆらして大きく跳ちよう躍やくした。

　一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かん。私とリュイを乗せたエルは、炎ほのおにまかれてもがくレイムたちを避さけ、空いたスペースに着地した。

　どちらが南に相当するのかわからない。とにかくレイムの数が少ないほうへとエルは駆かけた。樹木のそばを離はなれれば、炎の被害を受けたレイムよりも無傷のもののほうが多い。

　襲おそわれるかと思いきや、どのレイムも逃げることに必死でこっちを気にする余よ裕ゆうがないようだった。真横を通っても、追う素そ振ぶりさえ見せない。

　エルは低く、静かにレイムの間を走り抜ぬけた。

　こうして私たちは、ウルスの村から脱出を果たした。
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　私たちを乗せたエルは、ウルスを遠く離れた森へ向かって走った。

　どのくらい進んだだろう。レイムの手が届かないくらいの距きよ離りは稼かせいだと思う。

　やがてエルは身を隠かくすのに適していそうな木々が密生する場所でとまった。夜明けが来るまで、そこで身体を休めることに決める。

「ヒビキ」

　乾かわいた地面の上に腰こしを落ち着けたあとのことだ。

　気き遣づかわしげな表情を浮かべたリュイが、毛布代わりの厚地の長衣を渡してくれた。

　私はなんとか微び笑しようを作り、その衣ころもを受け取った。

「……気分のほうは」

「うん、平気」

　平静を装い、いつも通りの口調で答える。衣を肩かたにかけて、ほうっと息をつく。

　隣となりに座っているエルがきゅうんと切なげに鳴き、しきりに額を私の腕に押し付けてきた。……ひょっとして慰なぐさめてくれているんだろうか？　鬣を撫なでると、エルは鼻をぴすぴすさせた。

　リュイの強い視線を感じるものの、横を向いてごまかすだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　彼の顔をすぐには正視できない。

　きっと私に対して言いたいことや聞きたいことがたくさんあるはずだ。そういう気配を感じる。

　でも彼のほうでも、なんらかの気持ちを懸けん命めいに堪こらえているような気がした。というより、軽はずみに言葉を発してなにかを変えてしまうことを恐れているんじゃないか。

　一度放った言葉は、どんなに後こう悔かいしても絶対に取り消せない。

　私は感情が暴走しないよう心の中で数秒かぞえた。エルからそっと手を離し、リュイの様子を窺うかがう。目が合ったのは一瞬で、彼は戸と惑まどいがちに俯うつむき、たき火が消えないようにとぎこちない手つきで枝を足した。

「リュイ、怪け我がはない？」

「──ありません」

「そっか」

　お互たがいに慎しん重ちようになっているせいか口数が減り、態度も冷れい淡たんと取れるほど素っ気ない。

「少し眠ねむっておいたほうがいいよ」

　私は不毛な会話を終わらせるため、エルの腹部に寄りかかって休む姿勢を見せた。エルが何度も、きゅう、っと寂さびしそうに喉のどを鳴らした。

　……まだ、動いちゃ駄だ目めだ。もう少し我が慢まんしないと不自然に思われる。

「ヒビキ」

「あ、眠る前に、エルに水をあげないと。疲つかれたよね？」

　私は身を起こして毛布代わりの衣から這はい出ると、バッグの中に入れているペットボトルを手に取った。手のひらに注ぎ、尾おを落ち着きなくぱたぱた動かしているエルへと差し出す。

「さっき……せっかく手に入れた水、あんなふうに使ってごめんね」

　鼻をひくつかせて水に顔を近づけるエルをぼんやりと見つめ、そう告げる。

　リュイの緊きん張ちようが伝わってきた。ゆっくりと目を向けると、彼は予想した通り、溢あふれそうななにかの思いを堪えている顔をしていた。

「そんなことは──」

「あとどれくらい水は残っているかな」

　口早に尋たずねると、彼は一瞬、傷ついたような、不思議な表情を見せた。すぐに視線を落として感情を覆い隠し、荷物の中を確かく認にんし始める。

「水みず袋ぶくろはあと二つ、ありますが」

「神しん殿でんまでなんとか持つ？」

「厳しいところですが……間に合わせねばならないでしょう」

　リュイがそう言うのなら、本当にぎりぎりなんだろう。

「食料のほうは十分持ちそうですが」

「そうかあ。飲み物がどこかで見つかればいいけれど」

　言葉とともに吐と息いきを落とす。エルは遠えん慮りよしているのか、水をあまり飲もうとしなかった。少し考え、干ほし葡ぶ萄どうに似た食べ物を用意する。これはよく食べてくれるんだよね。

「ここ、どの辺りか、わかる？」

「おそらくウルスより西南に位置しているのではないかと」

　目的地であるラヴァンから、少しルートが外れてしまっているようだった。

「多少迂う回かいすることになりますが、懸け念ねんするほどの距離ではないと思います」

「あ、そうなんだ」

　リュイの言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいなものに戻もどっていたけれど、それを指し摘てきする気力がない。彼の心情が想像できる、っていう理由だけじゃなく──なぜか異様な疲ひ労ろう感かんがある。

　身体からだが重く、腹部にぐっと力を入れないと、頼たよりない意識が闇やみの底へ一直線に落ちてしまいそうだ。気を引き締しめないといけない。

　物言いたげなリュイの視線を何度も感じた。不自然にならないよう注意しながらラヴァンについての質問をいくつか投げかけたり、明日の行動を確認したりしてごまかす。

　もうそろそろ、いいだろうか。

「……ええと、ちょっと行ってくるね」

　腰を浮かせてそう告げた時、リュイは、はっとし、真しん剣けんな顔つきで私を凝ぎよう視しした。

「あの、ついてきちゃだめだからね？」

　恥はずかしそうな表情を作り、わざと困った声で言う。

　こんなやりとりを今までに数回、繰くり返している。トイレに行きたいから絶対についてこないでと、お願いしているわけで。

　案の定、リュイは言葉の裏に含ふくまれた意味を察し、焦あせったような慌あわてたような、なんとも言えない顔をして頷うなずいた。

　真ま面じ目めな性格の人だ、こんなふうに言い置いておけば、多少私の様子に異変を感じていたとしても尾び行こうするような真似まねはしないはず。

「すぐ戻るから。怪あやしいものとかを見つけたら、大声で呼ぶね」

　いつものようにそう付け足した。できる限り普ふ通つうの態度を崩くずさず。

　狼ろう狽ばい中のリュイに背を向けて、私は意識的にエルの円い目をじっと見つめた。

　お願い、しばらくの間リュイを私のほうに近づけないで。もしも彼が不ふ審しんを抱いだいて動こうとした時はとめてほしい。

　エルはとても利口だ。私の考えを察したみたい。悲しそうにきゅんと鳴き、もそもそと地面に身を伏ふせる。

　私はようやくリュイたちのそばを離れることに成功した。
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　十分な距離を取ったところで、私は立ち止まった。

　不思議な形の樹木が不均等に密生している場所だ。古い枯かれ葉はが松かさ状に積み重なり、パイナップルのように枝がぷっくりと膨ふくらんでいる。ごろごろとしていて、重量感があって、丸い印象。

　幹も楕だ円えん形でさらに太く、身を隠すのにもちょうどよさそうだった。

　ふうっと肩の力を抜き、額を乾いた幹に押し付ける。こっそりと懐ふところに忍しのばせてきたフェイスタオルサイズの布を取り出す。

「──」

　何度か目を瞬しばたたかせてゆっくりとその場に屈かがみ込み、布を口元に当て、静かに吐はく。

　胃がひっくり返りそうになるくらいの強い吐き気に、冷や汗あせが滲にじんだ。

　胸を搾しぼられているんじゃないかと思うくらい息苦しくなり、全身が不規則に痙けい攣れんし始める。吐と瀉しや物の嫌いやな臭におい。それでも布を口元に当てないと、声がリュイたちに聞こえてしまうかもしれない。




　──殺した!!




　頭の中に叫さけび声が響ひびき、重心が下がる。

　私が殺した!!　レイムたちを……人間だった村人たちを!!

「わ、私がっ……」

　自分が後先を考えずにしでかしたことと、それがもたらす容よう赦しやのない事実。意識が急激に黒く染まっていく。

　神しん剣けんで斬きったわけじゃない。レイムたちは青色の火に焼かれ、溶とけていった！

「どうしよ……!!」




　──もうきっと蘇そ生せいは望めないんじゃ!?




「私……っ、なんてことを……！」

　自分のために、あの人たちを犠ぎ牲せいにした。

　生き残るために！

　自分だけがこうして無傷だ。目も見えて、呼吸もできて、自由に手足が動く。普通に生きていられる。なんの犠牲も払はらわずに平気な顔を晒さらしてここにいる。

「う、うぁっ……」

　強きよう烈れつな吐き気がまたこみ上げてくる。喉のどを押さえるようにして音を殺す。

　あの場に、レイムは何人存在していただろう？

　そして、何人が火柱と化したんだろう？　あの無む慈じ悲ひな青い炎ほのおはいったいどれだけの数の住人を焼き滅ほろぼしたのか。




　──人の命をいっぱい、つぶした。




　噓うそだ、こんな現実って!!

　身体が壊こわれたように大きく震ふるえ出した。

　私が殺したんだ。人を、多くの人を殺してしまった。噓だ、誰だれか助けて。

「違ちがうっ、こんなつもりじゃなかった！　追い払いたかっただけだ、逃にげ切る時間をただ稼かせぎたかっただけで、傷つける気なんか……!!」

　知らなかった、じゃすまされない。

　結果を少しも予想していなかったとはいえ──私が自分の手で、意思で、やったことだ。

「……!!」

　のたうち回りたいくらいの苦痛が胸に広がり、呼吸が次し第だいに荒あらくなる。布を捨て、爪つめが割れるほど強く地面に指を食い込ませて、叫びそうになるのを堪こらえる。首から涙なみだのように、汗が滴したたった。




　──誰か助けて、踏ふみつぶした、また命をたくさん踏みつぶした、私、私、誰か！




　嫌だそんなの信じたくない。なんの罪もない多くの人を本当に殺してしまったの？　誰か答えて。違うって言って!!

「……っ！……！」




　──泣くな！




　だめだ、泣けば目が腫はれて、必ずリュイに気づかれる。泣けない。そうしたらまた全身傷だらけのリュイに、すべての責任を背負わせるはめに。どこまでも私を守ろうとする人だ。

　……でも！

「──怖こわいよう!!」

　私は両手で髪かみを摑つかんだ。殺してしまった。言葉が、罪が、身体の中をぎっちりと埋うめ尽つくす。破は裂れつしそう。

「し、知らない、知らない……っ」

　髪を摑んでいた指を、ずるっと顔へ滑すべらせる。

　指の隙すき間まから覗のぞく幻げん影えい。燃えるレイムたち。怨うらみ。慟どう哭こく、呪のろいの声。どうして殺したのって彼らが叫んでいる。もがき、手を伸のばし、焼かれて溶けながら、黒い涙を流して私に憎にくしみの目を向けている。

　私たちがなにをしたのかと。救うために来たのではないかと。

　なぜ、殺されなければならないのか──！




　──やめてこっちを見ないで、そんなつもりじゃなかった、許してくださいごめんなさい！




　許されない。許されるはずがない。未来を奪うばった。命を焼いた。自分のために。

　虐ぎやく殺さつと同じだ私はたくさん殺して自分だけ逃げて──。

　意識が霞かすみ、再び激しい吐き気が押し寄せた。もう吐くものがない。でも、えずいて不用意に音を立てるわけにはいかない。どうしたら。

「……うっ」

　悲鳴が喉を突つき破りそうになる。頭がおかしくなる。心がレイムたちの恨うらめしげな目で埋め尽くされる。貫つらぬかれる、私の軽けい率そつな行動を咎とがめる叫びに。大変なことをしてしまった、どうすればいいの。犯おかしたのは私で、あぁ、心が彼らの憎しみでずたずたに。




　──もう帰れない。私は血ち塗まみれだ。




　強くえずきそうになる。音を防ぐために、私は自分の指を喉の奥へ突っ込んだ。

　たとえ胃液しか出なくても、なにかを吐かないとこの激しい衝しよう動どうをおさえられない。

　大きな音を立てたらリュイはきっと気づく。見られたくない。こんな自分の姿。お願い気づかないで、私がしたことを忘れて。私に嘆なげく権利なんてなにもない。

　リュイのあの目。嫌けん悪お、畏い怖ふ？　どちらにしても、排はい除じよする目だ。そこに恐きよう怖ふと怒いかりを上うわ塗ぬりされ、もしも罵ば倒とうされたら。とても耐たえられない。

　無理に吐いたせいで、喉の奥が破れたみたいに痛くなった。熱い。どこもかしこも。胃液の臭い。指に触ふれる舌、粘ねん膜まく。引き裂さいてしまいたい！




　──三春叔父おじさん、お父さんお母さん、私、とんでもないことをしてしまった。




「……頑がん張ばったね、すごいねって、そう自じ慢まんに思ってもらえるような子に、なりたかったのに」

　胸を張って皆みんなのもとに帰るんだという希望が、粉々に砕くだけ散る。

「もう会えない。どんな顔をして会えばいいのか、わからな……」

　どうしてだろう。ただ、なにか役に立てたらと。そう思っていたはずなのに。

　もう二度と幸せになってはいけない気がした。本気で楽しみを抱いだいて笑うことも、きっと許してもらえないんじゃ？

　もし私が逆の立場だったら絶対に許せない。故意かそうじゃないのかなんて、関係ない。こんなに酷ひどい真似まねを平然と他人にしておきながら、自分だけは幸福に包まれるなんて。

「私は、皆を助けようと思って、それで」

　どれだけ自分に夢を見ていたんだろう。とくに優ゆう秀しゆうってわけでもない普ふ通つうの十五歳が、救えるものって、なに？

　思い上がるにもほどがある。

　激しい身体からだの震えを抑おさえるため、指先が白くなるほど必死に両手を組み合わせる。

　自然と、祈いのりを捧ささげるような恰かつ好こうになった。その上に強く額を押し付ける。吐はき気がやまなかった。膨ふくれ上がるばかりの恐怖と後こう悔かいを、全部、自分の中から吐き出してしまいたい。

「神様、助けて」

　無意識に掠かすれた声が漏もれた。

　同時に、心の奥底から低い恨みの声が湧わき上がった。私のものとは思えない声。身体中に反はん響きようする。




　──神々さえ犠ぎ牲せいにしたくせに。




「あ……」

　呆ぼう然ぜんとした。身の内から響ひびいた罵ののしりに、ぶつっとなにかを断たち切られる。

　これ以上、誰に祈れば──。

　全身から力が抜ぬけ落ちる。すべての感情が、波が引くように消えていく。

　未いまだ組み合わせたままの両手を見下ろす。固く繫つながれた指を、一本一本ゆっくりと自由にした。

「……」

　なにを祈るんだろう。祈ってなにかが変わるだろうか。

　私は周囲を見回した。現実は少しも変わらない。暗い世界。かわいい小鳥の囀さえずりも小川のせせらぎも聞こえない。依い然ぜんとして重苦しい闇やみが存在するだけだ。瀕ひん死しの月がぽかりと空に浮うかぶだけ。

　なにかを言おうとしたけれど、言葉が出てこなかった。

　そろそろリュイたちのところに戻もどらなきゃ、怪あやしまれる。

　私は見えない手に引っ張られるようにして立ち上がった。吐と瀉しや物に土をかけ、汚よごれた布もそこに埋めて、自分がつかの間正気をなくした痕こん跡せきを素す早ばやく消す。戻らなきゃいけない。

「私、戻らないと」

　心のどこかが麻ま痺ひしている。

「大だい丈じよう夫ぶ、なんでもない。なにも、起きてない……」

　私は静かに、リュイたちのほうへ足を向けた。

　なんのために戻るのか、よくわからない。本能のようにひたすら、心の中で戻ろうって繰くり返す。

　クッションの上を歩いているみたいに足元が安定しない。目眩めまいもする。私の心臓は本当に動いているんだろうか。

　小さな明かりが見えた。たき火だ。そこのそばにリュイとエルの姿があった。

　リュイは私を追おうかと迷っているような様子で、立ち尽くしていた。エルもなんだか、そわそわとうろついている。

　戻ってきた私に気づくとリュイは、途と端たんに硬かたい表情を浮かべた。奇き麗れいな月色の瞳ひとみ。その奥に宿るのはやっぱり私に対する恐怖じゃないだろうか。彼が抱く感情を想像するだけで、この場にへたり込みそうになる。

「……先に休んでいてよかったのに。待っててくれたんだ？」

　飛びつくようにしてエルが駆かけ寄ってきた。鼻先を一いつ生しよう懸けん命めい私の腕うでに押し付け、不安そうにきゅんと鳴く。




　私は──。

　意識したわけじゃなかったのに、自然と笑えみが浮かんだ。

　手に触れるエルの毛が気持ちよくて、そっと顔を埋うずめる。

「エルも、リュイも、もう眠ねむらなきゃ」

「──ああ」

　リュイとエルを気き遣づかう余よ裕ゆうはなかった。毛布代わりの衣ころもを頭までかぶり、身を丸めて、暗い穴の底へ落ちていくかのように深く眠る。

　とても怖こわい夢を見た。

　それはきっと無意味な悪夢なんかじゃなくて、現実を投とう影えいした景色に違ちがいない。

　建物も木々も朽くちたウルスの村に作られた、屍しかばねの山──。
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　相変わらずの曇どん天てんの朝。

　私は何気ない口調を装って、リュイにひとつお願いをした。

「時間を無む駄だにすることになって悪いけれど、もう一度、ウルスの村に寄っていい？」

　野宿の痕跡を消していたリュイが、訝いぶかしげな顔で振ふり向く。

「ここからなら、午後にはウルスに辿たどり着けると思うんだ」

「……なぜ、戻る必要が？」

「実はね、ジッポー──私の世界にある物で、火をつける道具なんだけれど、それをウルスに置いてきてしまったの。ええと、昨日、レイムに向かって投げた銀色の小さなやつ。本当はあれね、私の叔父おじさんの物なんだ。だから、どうしても取りに行きたくて」

　私は予あらかじめ用意していた言い訳を口にした。

「捨てていくべきだとは、わかっているんだけれど、向こうの世界と自分を繫ぐような物を失うの、なんだか怖くて……」

　白々しい弁解だ。それに、こんな言い方はとても狡ずるいと思う。でも本音を伝えた場合、リュイはウルスに立ち寄ることを許してくれないかもしれない。




　──昨夜見た夢が現実なのか、確かめたい。




　リュイの視線を感じて、私はいたたまれずに俯うつむいた。疾やましい気持ちのせいで彼の顔をちゃんと見ることができない。

　リュイが迷っているのが伝わってきた。散々な目にもあったことだし、できるならウルスには戻りたくないだろう。無理を通そうとする私を、不ふ審しんに思って当然だ。

「──なくせぬ物なのですね？」

　念を押すようにリュイは尋たずねた。私は早くこの会話を終わらせたくて、何度も頷うなずいた。

「わかりました」

　余計な頼たのみをする私に呆あきれているのか、それとも腹を立てているのか。吐と息いき混じりの返事に、私は項うな垂だれた。
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　ウルスに辿り着いたのは、昼前のことだった。

　予想していたよりも時間を短縮できたのは、エルが私だけじゃなくてリュイも背に乗せてくれたためだ。道中エルはずっとしゅんとしていて、元気がなかった。

　田園地帯を抜け、石門をくぐる。嫌いやな具合に鼓こ動どうが速くなってきた。空気が異様に重い。それに、昨日は感じなかったはずの、胸が悪くなるような腐ふ臭しゆうが周囲に広がっている。

　心がそう見せているのか、景色もやけに薄うす暗ぐらい気がした。

「ヒビキ、本当に昨夜の場所へ行くのですか？」

「うん」

　建物群が見え始めたあたりで、リュイは突とつ然ぜん躊躇ためらいがちに訊きいてきた。

「……私は、あなたとともにいても？」

　静かな問いに、返事ができない。『一いつ緒しよにいたい』と先に言ったのは私だったっけ。

　昨日のやりとりが、何年も前の出来事のようにひどく遠かった。

「ヒビキ」

　切なげに呼ぶリュイに答えようとして、目前の光景に視線が奪うばわれた。

「あ……」

　私は勢いよくエルから降りた。瞬まばたきもせずにその景色を──昨夜の襲しゆう撃げきの跡あとを眺ながめる。

　鈍にび色いろの空の下、明かされる惨さん劇げきの名残なごり。

　動こうとしないエルたちから離はなれて、ふらふらと歩く。

「そんな」

　悪夢と現実がぴたりと重なっていた。

　道を埋め尽つくす屍の山──。

　恐おそれた通りの酷ひどい景色が存在した。

「悪夢じゃなかった。本物の『現実』を、夢で見たんだ」

　一番近い位置に転がっていた黒こげの塊かたまりへと近づく。

　それはまさしく目を覆おおいたくなるような、凄せい惨さんな焼しよう死し体たいだった。

　血を混ぜた水を浴びて焼かれたためなのか、どの塊も真っ黒に焦こげている。なによりもやるせないのは原形を失いすぎていて、それがレイムのままなのか、それとも人の形へと戻もどっているのか判別がつかないことだ。

　ただし、辛かろうじて手足があるというのは見て取れる。

「私は本当に……本当に、この人たちを」

　意識が遠のきそうになるのを、必死に耐たえる。足元から悪お寒かんが這はい上ってきた。

「こんな事実、抱かかえきれな……っ」

　瞼まぶたが破れそうになるほど目をこすっても、自分の行動が生んだ大量の死の痕こん跡せきは、消えてくれなかった。

　もう戻らない。黒こげの屍を神しん剣けんで斬きっても、魂たましいは戻らない。

　私は震ふるえる手を、煤すすで汚よごれた屍のひとつへ伸のばした。

　熱はもう失われていて冷たく、けれど、皮ひ膚ふや肉が焼け爛ただれているせいか、ぬるりとしていた。黒い染しみが墨ぼく汁じゆうのように屍の下に広がっていた。

　骨らしきものが見えている塊もあった。その骨さえ中まで黒ずんでいた。

「どうすればよかったの？　リュイに命を預けていれば……レイムたちに殺されていれば、こんなことには」

　でも、死にたくなかった。

　リュイにも生きていてほしかった。

「そのためなら、なんでもできるって思った」

　私はぼんやりと、周囲を見回した。苦く悶もんを全身で表現しているような屍もある。地を搔かきむしり、救いを求めるように片かた腕うでを精せい一いつ杯ぱい伸のばしているものも。炭化した屍の下半身は、大きくちぎれていた。

　頭の中で、誰だれかが大声で叫さけんでいるような錯さつ覚かくに陥おちいる。私はとうとうその場にへたり込んでしまった。

　どこへともなくさまよわせた視線が別の黒い塊をとらえる。

「──あ」

　目に映った黒い塊は他ほかよりももっと歪いびつで小さかった。焼死の場合、肉体は熱硬こう直ちよくして自然とボクサーみたいに身を屈かがめた体勢を取るっていう話を聞いたことがあったから、そのせいかと一いつ瞬しゆん思った。

　すぐに違ちがうと気づく。

　顔の半分が焼け残っていた。炭化した部分から広がる紅こう斑はん。赤みを帯びたところが鈍にぶい艶つやを見せていて、ひどく生々しい。

「あの、人。私が初めて、甦よみがえらせた……」

　煤で汚れた額。きつく閉とざされた瞳ひとみ。想像を絶する恐きよう怖ふと苦痛を味わったままの歪ゆがんだ表情で固まっている。

「奇き麗れいな金の髪かみだった。あなたが甦った時、私はとても嬉うれしくて、逆に救われたような気持ちになった」

　それなのに。

　身体からだから力が抜ぬけ落ちる。なにを思えばいいのか、わからなかった。命の気配は皆かい無むで、ただ恨うらみだけが揺ゆらめいて立ちのぼっているように思えた。

　私はまたふらりと立ち上がった。歩いても歩いても屍しかばねの列は途と切ぎれず、地面も黒い。

　途と中ちゆうで躓つまずき、転てん倒とうしてしまった。視線をずらすと、私の足首は屍の手に引っかかっていた。まるで私の足を摑つかみ、死に彩いろどられたこの村から逃にがすまいとしているようだった。

　その手を外そうとして、ふと気づく。自分が、誰かの屍の上に乗っているということ。焼かれて溶とけた黒い皮膚が、私の衣ころもにべたりと付着していた。手にも、靴くつにも。

　目を閉じていいのか、開けていいのか、歩いていいのか、立ち止まっていいのか──。

「ヒビキ」

　突とつ然ぜん、声とともに身体を持ち上げられた。私は声が出なくて、自分がどこにいるのかも、いったいなにをしているのかもうまく考えられなかった。

　きゅん、という必死な鳴き声が聞こえる。

　瞬きを繰くり返すうちに、ようやく正常な意識が舞まい戻ってくる。

　リュイに身を運ばれ、黒い道から少し外れた場所へ移動させられていた。倒とう木ぼくの幹に、私の身体はそっと降ろされたようだった。

　きゅう、とエルが喉のどを鳴らし、私の頰ほおを舐なめた。ふさふさの鬣たてがみや鼻を押し付けるように、何度もすり寄ってくる。

　ふいに手を取られて正面を向くと、リュイがぎこちなく地面に片かた膝ひざをついていた。腰こしに下げている小さな袋ふくろから手布を取り出して、ぼうっとしている私の指先を丁てい寧ねいに拭ぬぐってくれる。

　布に、黒い染みが付着する。

「リュイ……」

　小声で呼びかけると、リュイは手を止め、私を見つめたようだった。でも私は、リュイの背後に広がる黒い道をひたすら眺ながめていた。

「ごめんね」

　私が死ぬべきだった──おまえが死ねばよかった、とそう詰なじられたい。

　このむごたらしい現実を目にして、やっとそう思った。遅おそすぎる思いだった。

「ごめんなさい。私は、この世界へ来ちゃいけなかった。余計にリュイを苦しませて、残ざん酷こくなことをして」

「ヒビキ」

　強い声こわ音ねで呼ばれたけれど、視線が定まらない。くらくらして、とまらなかった。

「ここに来る前……オーリーンたちが困ってた。私にできることがあるなら、まかせてほしいって思った。頑がん張ばれば、なにもかもうまくいくって。でもそうじゃないんだ。先のことをなにも考えずに簡単に引き受けたせいで、もっと事態を悪化させてる。それを、わかろうとしなかった。少しもわかっていなかった」

　壊こわれたように、勝手に口から言葉が溢あふれた。

「あの女の人も、助けたかった。あの人から『ありがとう、あなたのおかげよ』って言われたかったの。あなたがいてくれてよかったって、そう……」

　リュイは脇わき目めもふらずに私を見つめていた。

「死にたくなかった。怖こわかった。──今もまだ、私は生きたいって、どうしても思うの！　こんなひどい真似まねをしておきながら、それなのに、死ぬのは嫌いやだって!!」

　両手で顔を覆った時、腕うでを揺さぶられた。

「ヒビキ、私を見てください」

　催さい促そくされてもすぐには頭を上げられない。長い時間目を閉ざし、それから静かにリュイを見やった。

　リュイは相変わらず奇麗な目をしていて──とても狂くるおしい感情を宿らせているようにも見えた。

　ふいに、冷たくて硬かたい物が手に載のせられる。

　ジッポーだ。

「これを捜さがしたかったという話は、噓うそですね。あなたはこの惨さん状じようを確かく認にんするため、戻ってきたかったのですね」

　そうだと答えたら、罵ののしられる？　殺意を覚えるくらい憎にくまれるだろうか。

「見てください。私を」

　もう一度請こわれ、リュイの真しん剣けんでひたむきな瞳を見つめ返す。

「私がなにを思ったか、わかりますか」

　リュイの手が私の喉に触ふれた。首を絞しめる気なんだろうかと一瞬誤解してしまったけれど、そうじゃなかった。

「私が昨夜、なにを考えたと思いますか。あなたが苦しんでいる間、一人で罪の意識に苛さいなまれている最中……私は、確かに喜びを──」




　──喜び？




「滅ほろびが国を覆おおい始めた頃ころ、各地で暴動や争いが勃ぼつ発ぱつしました。被ひ害がいの少ない敵国がそれをきっかけに侵しん略りやくを企たくらみ、軍を進めてきたことも。私は騎き士しです。敵兵を退たい却きやくさせるため、このように村を、森を焼いたこともあったのです。その時は、虚むなしさしか抱いだかなかったというのに、今は」

　リュイの目が過去を映し、そしてすぐ現実に戻もどる。

「気がふれそうになるほどの喜びを抱きました」

「……え？　どうして……」

「なぜならあなたは、私と生きる道を選んだのです」

　違う、私は自分があの女性と同じような、無む惨ざんな運命を辿たどるのが嫌で──。

「彼らを犠ぎ牲せいにしてでも私とともに歩む道を、あなたは示した」

「リュイ、私は」

　苦しい。

　奇麗な感情なんか持っていなかったのに。私は無我夢中で生き延びようとしただけだ。

「結果的に、そういうことなのです。あなたが良心の呵か責しやくに喘あえぎ、罪を思うと同じだけ、私は強く浅ましい愉ゆ悦えつを覚えました」

「昨夜……私のあとをついてきた？」

「はい」

　そう告白するリュイの目に、浅ましい色なんて見えなかった。私に対する掛かけ値なしの優やさしさと労いたわりがあるだけに感じられた。それでいて、悲しげな輝かがやきがあった。

「私を慰なぐさめようと思ってくれてる……？」

「いいえ。慰めたくはない。あなたの苦痛は、私のものだからです」

　リュイは迷うことなく答えた。

「ですから、あなたが自国を思うために必要な物を取り戻しに行くと告げた時、私はとっさに引き止めたくなったのです」

　リュイの手が私の頰をそっと撫なでた。すぐにその手はおろされる。

「だが、あなたの本心は自国と繫つながる物にはなく、罪にのみ向いている。やはり私は喜びを覚えます。拭えぬ罪を前にして、強く優ゆう越えつ感を抱いたのです」

　リュイは目を伏ふせ、静かな動作で私の膝ひざに頭を乗せた。ひれ伏すような恭うやうやしさがあった。

「あなたが罪の意識に苛まれるほど、私は満たされる。あなたを苦痛の中に溺おぼれさせたくはないと思う反面、こうしてともにいることを願いました。私にとってこの景色が示す罪は、深く暗い歓かん喜きの姿に他ほかならない」
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「それは、リュイはずっと一人でいたから、今は私を失うのが怖いだけで」

　時間が経たって冷静さを取り戻せば、必ず考えを変えるだろう。

　言葉にしなかった否定の部分を聞いたかのように、リュイは顔を上げ、小さく首を振ふった。またすぐに私の膝に頭を戻す。

「いいえ。この先、誰だれがそばにいようとも私はもはや変わらない」

「リュイ」

「これは私の罪でもある。彼らを犠牲にすることを、私とて受け入れたのですから」

「違ちがう！　私が殺したんだよ。リュイの気持ちを考えずに！」

　リュイがあの時見せた瞳ひとみの色が忘れられない。畏い怖ふと恐きよう怖ふ。その境なんて、とても些さ細さいなものだと思う。

「ならば、私にもあなたの罪を背負わせてください」

「な、なにを言ってるの？」

「苦しみを分け合いたいとおっしゃったのは、あなただ。……近くで声を聞きたいのだとも」

　私の膝に頰ほおを預けたまま、リュイは視線のみを上げた。私はぐっと腹部に力を入れ、身体からだの深い場所から湧わき上がってくる衝しよう動どうを必死に抑おさえた。

　優しい言葉がとてもつらい。本気で縋すがりたくなってしまう。泣いて謝って、「悲しかったでしょう、もう大だい丈じよう夫ぶ、全部忘れていい」って、そんな甘い言葉を望んでしまう。私が願えば、リュイはきっと、求める言葉を紡つむいでくれるに違いない。せがむ分だけ、与あたえてくれるはず。

「リュイ、だめだよ、それはだめ」

「なぜ？　私が望んでいるのに」

　それをしたら。

　私は今よりもっと醜みにくい子になる。限度を知らずにいつまでも自分にとって都合のいい言葉を求め続ける。人を傷つけても、なにも感じなくなるかもしれない。

　目の前に広がる背負いきれないほどの罪。たとえ背負いきれないと感じても、顔を背そむけちゃいけない。忘れることは許されない。罪を裁くのは人、心を裁くのは自分。

「どうか私に、あなたの罪を」

「──リュイ」

　弱ってしまう。甘い言葉はだめと思いながら、私はこうして卑ひ怯きような姿を晒さらしている。自分の責任だと項うな垂だれて、それで反省してますっていう殊しゆ勝しような素そ振ぶりを見せて。リュイは優しいから、絶対気づくって知っているのに。




　──そうだ。リュイは恐怖や嫌けん悪おを私に対して感じたはず。それでもこうして柔やわらかく心を包んでくれようとする人だ。




　手を伸のばして、リュイの髪かみに触れる。彼は目を細め、私の行こう為いを大人しく見守った。

「ありがとう、その言葉だけでもう十分」

　本当にもう十分すぎるくらいの優しさを貰もらったじゃないか。たとえ以前と態度が違っていても、リュイの気き遣づかいと騎士としての忠誠心は本物だ。

　リュイは頭を上げて、かすかに眉まゆをひそめた。

「あなたの言葉の意味は？──ヒビキ、私は」

　リュイは口くち籠ごもり、一いち途ずにじっと私を見つめる。私は視線を彼方かなたへと投げた。黒い死で覆われた大地。胸が痛んで仕方なかった。

　これほどの惨さん劇げきを招いたんだから、到とう底てい正気でなんていられないと思っていた。心が壊れるだろうって。

　けれど、そうならなかった。

　きっとリュイが一いつ緒しよにいてくれるからだ。一人きりだったらとっくに自分を見失っている。

　胸の鼓こ動どうを意識する。強くなりたい。もっともっと。誰も死なせずにすむように。悲ひ惨さんな景色を二度と生み出さないように。

　強くなりたいと願う以上に、強くなりたい。

　そしていつか、この国の人たちに裁かれよう。

　ちゃんと心に刻んでおかないと、私は弱いから、すぐに犯おかした罪を忘れたがってしまう。

　ごめんなさい、今は前に進ませて。

　必ずここに戻ってくる。

　その時、私を断罪してください。




　──たくさん、たくさん強くならなきゃだめなんだ。




「あのね」

　震ふるえる心をおさえ込んで、ちょっとだけ笑う。

　腰こしを浮うかし、思い切ってぎゅうっとリュイに抱だきついてみた。

　彼は驚おどろいたように肩かたを揺ゆらし、自分の身体で私の体重を受け止める。

　またずきんと胸が痛くなった。私に触さわられるのは、怖こわいよね？

　だけど、今だけ。これからは、リュイを不安にさせない。

「私の言葉の意味はね」

　どんな運命にも負けないように、誓ちかうから。

「……ヒビキ？」

　私は身を離はなして、戸と惑まどうリュイの顔を覗のぞき込んだ。

「リュイ、話し方が最初の頃ころみたいに戻もどってるから、ペナルティをとらなきゃなあって」

　ぺなるてぃ？　と不思議そうに目を瞬しばたたかせるリュイを見つめて、笑えみを深める。

　彼の向こう側で、人々の命の残ざん滓しが陽炎かげろうのように揺らめいていた。
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　神しん殿でんが存在するラヴァンまでの行程は、過か酷こくに違いないという予想に反して平へい穏おんだった。

　ウルスの村を目指していた時は、その道中で魔ま物ものの襲しゆう撃げきを受けたり虫の被ひ害がいに遭あったりと、いくつもの災難が待ち構えていた。それが頭にあったから、さらに遠方のラヴァンへの到とう着ちやくはもっと難しいだろう。そう心配していたので、なんだか逆にこの静けさが不気味だった。

　枝が傘かさ状に垂れ下がっている木の下で休きゆう憩けいを取った時のこと。

　ふと思い立って、旅の過程と地形を記録しておくことにした。

　ガレ国の人々は、詳くわしい地図や手記を基本残さないっていう話だったけれど、私はそんなに記き憶おく力が優すぐれているほうじゃない。万が一の時を考えて、メモしておいたほうがいい。

「あとで読み返したいし」

　もしこの手記を落として誰かに読まれたら──という不安については、あまり感じていなかった。私たち以外にまだ『人』がいないため読まれる心配はない、という理由だけで安心しているわけじゃない。

「日本語を読み解ける人は、ガレ国に一人もいないだろうし……」

　この国の文字は、日本語とはまったく違う。

　たとえるなら、英文字と漢字。そのくらいの差異がある。図形の場合は判読される可能性が高いけれど、私の画力なんて推おして知るべし。

　図を説明する言葉だって日本語だ。悪用される心配はまずない。

「手帳、持ってきてよかった」

　私のバッグの中には、お気に入りのシールをぺたぺたとはり付けた大きめサイズの青い手帳が入っている。他ほかにも色々なアイテムが入っているけれど、それらについてはいずれ使う時がくるかもしれない。

　手帳にはいつでも書き込みできるように、色いろ違ちがいのカラフルなボールペンを差している。

「私の手帳って、分厚い……」

　留め具を外してぱらぱらとめくってみる。

　平和な日本で暮らしていた時、色とりどりのペンで書き綴つづった言葉がページの上で躍おどっていた。付属のクリアファイルに挟はさんでいた映画の半券や友達と撮とった数枚の写真、叔父おじさんの名めい刺し、シール、誰だれかの電話番号を書いた紙切れ。学校の時間割。

　地元の公共施し設せつ案内図とか鉄道路線図を目にして、複雑な気分になった。

「この世界に電車はないだろうから……路線図、使い道ないよね」

　フリースペースにはちょっとした一言感想があったり、友達の悪戯いたずら書きがあったり。ありふれた、幸せな日常の断だん片ぺんがたくさん記されている。涙るい腺せんが緩ゆるみそうになり、焦あせってしまう。

　この文字は確かに、自分が書いたものなのに、ひどく遠く思えた。血の臭においとか、恐きよう怖ふを伴ともなう静せい寂じやくとか、そういう殺さつ伐ばつとした空気を知らない頃の私がページの中にいる。

「──今日までずっと、気づかずにいたよ」

　味気ないとばかり思っていたあの毎日が、こんなに華はなやかで得え難がたいものだったなんて。

　カレンダーはちょうど、私がこちらへ迷い込んだ日から空白のままだった。

「……ヒビキ？」

　私の様子を窺うかがっていたらしいリュイが遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

　感傷に浸ひたっていても、状じよう況きようはきっと好転しない。すぐに笑みを作り、顔を上げる。

「危険はなさそうだから少し多めに休もっか。仮か眠みん、ここでとらない？」

　リュイは相変わらず、いつ眠ねむっているのかというくらいに毎晩見張りを続けてくれていた。

　ウルスを脱だつ出しゆつしてから既すでに四日が経過している。その間に魔物の襲撃を受けたのはたった二度で、しかも簡単に振ふり切れるような、動きの遅おそい小こ型がた獣じゆうだけだった。

「余よ裕ゆうのある時に休んでおいたほうがいいと思うんだ。私が代わりに起きてるよ。……今日は私が見張りをしても大だい丈じよう夫ぶでしょう？」

「……わかりました。しかし、あなたはなにをしているのですか？」

「この手帳のこと？」

　リュイは礼れい儀ぎ正しい人だ。私がいいよって言うまで勝手に手元を覗き込んだりせず、辛しん抱ぼう強く答えを待っている。

「ええとね、色々と気づいたことを、書いておこうと思って」

　寝ねそべりながらがりがりと地面を削けずって土つち塊くれを転がしたり、長い尾おを振り回したりと、一人遊びをしていたエルがふと近づいてきて、手帳を覗く仕草を見せた。

「エルって文字、わかるのかな？　利口だから日本語も読めてそう」

　リュイは見てもいいのかと訊たずねようか、迷っている表情を浮かべた。彼の目に、日本語ってどう映るんだろう。

「私の国の言葉ってこんな感じだよ」

　私は手帳を掲かかげてみた。リュイは少し腰の位置をずらし、私の隣となりに座った。

「……興味深い文字ですね。手に持っているのは、筆ですか？」

「うん、カラーペン」

「からー……？」

　やっぱりこっちの国の人には奇き妙みような記号として映るみたいだ。手帳そのものやボールペンにも興味深そうな視線を向けている。玩具おもちやを前にした子どもみたい……っていうのはリュイに悪いかな。

「簪かんざしのように見えますね」

「カラーペンが？」

　リュイの突とつ飛ぴな発想に、頰ほおが緩む。ラメ入りできらきらしているから装そう飾しよく品に見えるんだ。

「これがね、私の名前。三み島しま、響」

　私は試ためしにペンで自分の名前を紙面に書き記した。リュイは瞬きもせず、記された文字をじいっと見つめた。

「ヒビキ……、響」

「うん」

　何度も確かく認にんするように名前を呼ばれ、次し第だいにくすぐったい気持ちになる。

「不思議な……美しい綴りですね」

「そうかなぁ」

　私にとっては見慣れた文字なので、不思議というリュイの気持ちが、不思議だ。

「私にも、あなたの国の言葉を教えていただけますか？」

「うん？　かまわないけれど……覚えてもあまり使い道はないと思うよ？　私にしか通じないだろうし」

「はい」

「いいの？」

「ぜひ」

　リュイは嬉うれしそうに緩く首を振り、はにかんだ。もしかして勉強好きなんだろうか。

「じゃあ、少し待っててね。忘れる前に、これまで見たことを書き留めておきたいんだ」

「ええ、勿もち論ろんどうぞ」

　ちょっと眩まぶしい思いでリュイの微び笑しようを見つめてから、記憶にある限りの色々な出来事をフリースペースに書く。ウルスまでの行程。村の様子。魔物や虫、奇妙な形の木々といった簡単なイラストも。とくに魔物については丁てい寧ねいに書き込んだ。──レイムに関することもだ。

　地区によって出しゆつ没ぼつする魔物は決まっているのか、旅を続けていけばそういう点もおのずと見えてくる。魔物の特性なんかも細かく記した。

　後々、この地区にはこういう魔物が現れるので回かい避ひすべし、という判断ができるだろう。

　リュイは仮眠を取ろうとせず、私が手帳にメモする様子を静かな目で見ていた。とても穏おだやかで、それでいて寂さびしさが募つのるような休憩時間に思えた。

「……そうだリュイ、これ、私の友達。笹ささ良らちゃんっていう子」

　友達と撮った写真を見せると、リュイは目を丸くしてしばらく固まり、深く感かん嘆たんした。いったいどういう技術なのかって興きよう味み津しん々しんに質問されたものの、さすがにカメラの具体的構造はわからない。光を利用し被ひ写しや体たいの像をこういう特とく殊しゆな紙に焼きつける道具だ、という簡単な説明しかできなかった。

「こっちは蓄ちつ光こうシール。星形とハート形。リュイ、ちょっと剣けんを貸して」

「はい？」

　ぽかんとするリュイの大剣を引き寄せ、鞘さやにぺたりと星形シールを貼はる。

「これって暗くら闇やみで光るんだよ」

　リュイはおっかなびっくりの顔でシールを凝ぎよう視しした。

　反応の素す直なおさに思わず笑ったら、少し動どう揺ようしたらしくあちこちに視線を泳がせている。きっと照れているんだなあ。

「私の剣にも貼ろ」

　久々に優やさしい時を過ごせているせいか、シールを貼った瞬しゆん間かん、やけに胸がざわざわした。誰かが自分の中に住み着いていて、なにかを訴うつたえているみたいに。

「うーん、重じゆう厚こうな剣に、乙女おとめチックなかわいいシール。……もしも剣に心があったら、すごく怒おこられそう」

「剣に、心ですか？」

「そうそう。リュイの剣はきっと、無口で凜り々りしい感じだと思うんだよね。私の剣は……切れ味はいいのに錆さび付いてるってところが、なんか妙みようにひねくれ系のような」

　いつまでも平和な時間がずっと続くはずがないってわかっている。それでもこの一瞬を手の中に隠かくして守りたくなる。

　リュイはどう考えているんだろう。

「それではリュイ、日本語レッスンです」

「れっす……？」

　今のリュイは柔やわらかな眼まな差ざしをしている。

　私はそんな奇き麗れいな目に、畏い怖ふと恐怖が宿ったあの時の眼差しを重ねていた。

　どういう時であっても、ウルスの夜に起きたことは頭から離はなれない。
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　ラヴァンを目指して六日目。予定よりも随ずい分ぶん遅おくれていたけれど、私もリュイも、そのことについては一いつ切さい触ふれなかった。

　レイムと初めて対たい峙じした日から、リュイとの間に透とう明めいなカーテンが一枚垂れ下がっている。言葉をかわす時、互たがいにほんの一瞬、躊躇ためらいが滲にじんでしまう。

　隣を歩いているのに、離れたところに心があるような、そういう寂しさ。

　微び妙みような変化とはいえ、一度気がついてしまうとたまらなく苦しくなる。

　エルの首回りを撫なでながら、私は赤茶けた地面へと視線を落とした。

　この辺りの大地は、珍めずらしい特とく徴ちようがある。白と真しん紅くの縞しま模も様ようが刻まれた険しい岩石が地面から無数に突つき出ている。その鮮あざやかな縞状の配色を面おも白しろがっていられたのは最初のうちだけだ。次第に目がチカチカし始め、困ってしまった。

　ちなみに岩石の形も変。高さは千せん差さ万ばん別べつで、どれも規則性を感じるほど縦長だ。岩石というより自然が作った石像みたいな印象かもしれない。

「縦に長いイチゴジャムのバームクーヘン、みたいな……」

「なんですって？」

「ううん、気にしないで」

　怪け訝げんそうにこっちを見るリュイに、慌あわてて手を振ふる。

　空の色がもっと明るくて周囲の雰ふん囲い気きもこんなに鬱うつ々うつと重くなければ、幻げん想そう画に描えがかれてもおかしくないような美しい景色だ。

　でたらめな間かん隔かくで地面から伸のび、行く手を阻はばむ岩石を、もう一度しっかりと見つめる。

　岩石の数が特に多く、また岩いわ肌はだが険しいところには決まってイチイに似た木が立っている。枝先に垂れ下がる実は、全部水分が蒸発してしまったように萎しなびて黒ずんでいる。

　私は残念に思い、溜ため息いきをついた。

「本当にイチイの実だったら口にできたのに」

　本音を言うと、さっきからかなり喉のどが渇かわいている。この周辺の空気は岩石が多数存在するためだろう、数日前に歩いた森付近よりも空気が乾かん燥そうしている。

　喉の渇きはリュイもエルも同じ。我が儘ままを言うわけにはいかない。

「……。オレンジジュース。サイダー。ポカリ……」

　こういう時に思い出しちゃいけないとは、重々わかっているけれど！

「……もう少し堪こらえてください。どこかで水を手に入れます」

　リュイが突とつ然ぜん励はげますようにそう言った。

「えっ？　ち、違ちがうよ。深い意味のない言葉だから！」

　なんで飲み物の名前ってバレたんだろう。

　そこまで物欲しそうな空気を醸かもし出していたんだろうか。

「本当に大だい丈じよう夫ぶ、結構こういうのに慣れてきたから平気」

　不平なんて絶対口にできない。私だけエルに乗せてもらっている。

「ああ──ここでお待ちください」

　リュイは前方に聳そびえ立つ、崖がけと見み紛まがうような険しい岩石に近づいた。天を貫つらぬくかというほど背が高い。

「ここで休きゆう憩けいを取るの？」

「いえ、そうではなく。いい物が見つかりそうです」

　リュイは上着を脱ぬいで軽装になると、身軽な動作で石いし壁かべ表面のおうとつに足をかけ、登り出した。まさか私もこの壁を越こえなきゃいけないんだろうか。ちょっと不安になる。

「危ないよ、もう降りてきて！」

　マンションの三階くらいの高さまで登ったリュイが、片手を器用に動かして壁を削けずり始めた。岩の破は片へんがぱらぱらと降ってくる。

　しばらくの間、リュイが戻もどってくるのをやきもきしながら待つ。

　どうやらリュイは壁を丸く切り抜ぬいているみたい。片手で持てるサイズの歪いびつな球体だ。それを小こ脇わきに抱かかえて、戸と惑まどう私の前にひらりと降り立つ。

「そのボールみたいな丸い石、なにに使うの？」

　それ以前に、簡単に切り取れるということは見た目に反して脆もろい岩なんだろうか。

「リュイ、ここから離れたほうが……岩が崩くずれる可能性があるんじゃない？」

　青ざめながら尋たずねると、彼は柔らかく笑った。

「これらの岩石は、生きた石だったのです」

「生きた石……？　化石って意味じゃないよね？」

「地中の水を吸い上げ、石せき膜まくを作って内部に蓄たくわえているのですよ」

「水を溜ためている部分があるから、削りやすいってこと？」

　リュイは頷うなずくと、根の辺りで倒とう壊かいしたらしき平らな岩石の上に私を座らせ、手に掲かかげていた歪な石のボールに短たん剣けんで切れ目を入れた。

　すると石のボールは硬こう質しつのゴムのように鈍にぶい音を立てた。切れ目が入った箇か所しよを少し下に傾かたむけると、赤い奇麗な水が溢あふれてくる。アセロラをちょっと濃こくした感じの色だった。

「わ！　なにこれ！」

　驚おどろきに目を見張り、リュイを窺うかがう。

「水のある可能性に賭かけて、少し遠回りをしましたが……助かったな」

　リュイは安あん堵どの滲む声で呟つぶやいた。

「通常の水よりも養分が含ふくまれています。毒ではないので飲んでください」

「いいの？　嬉うれしい」

　空になっていたペットボトルに、赤い水を移し替かえる。ペットボトルの半分くらいの量になった。色が色なので、味のほうも甘あま酸ずっぱいアセロラを期待してしまう。

　私じゃなくても期待すると思う！

「エルにもあげたい」

　ペットボトルを差し向けると、エルはあからさまに嫌いやそうな態度でそっぽを向いた。

「……エルのこの反応に不ふ吉きつなものを感じるんだけど」

　私は恐おそる恐るペットボトルに口をつけ、思い切って赤い水を飲んでみた。

「!?　ま、まず……っ!!」

　うっと吐はき出しそうになるのを堪えたのは、リュイが目の前にいるからだ。一人だったら間違いなく吐き出してうがいしている。

「これは飲み物じゃないよ！」

　錆さびの味が強くて、仄ほのかに生なま温ぬるくて、後味は甘味ゼロの野菜ジュースの青あお臭くささに近い。後頭部になんとも言えない刺し激げきを受けて、ぞわぞわと毛穴が開く。

「リュイ、これはちょっと味覚的にきつすぎる」

　瞬まばたきの回数を増やして喉の奥に広がる不気味な味をなんとかごまかし、リュイを仰あおぐ。

　たぶん私、滅め茶ちや苦く茶ちや情けない顔をしていたんだと思う。リュイは一いつ瞬しゆん笑いかけ、すぐに表情を取り繕つくろった。

「この味を知ってて、わざと教えてくれなかった……？　ひどいよ」

「意地悪をしたのではありません。せめてラヴァンまでは、この水で我が慢まんしてください」

「……」

「響」

「ん……」

　我が儘はだめだ、だめなんだけれども……、返事が重くなるし遅おくれてしまう。

「リュイも飲む？」

　私だけって言われたら、断固拒きよ否ひする。

「これは万ばん能のう水とも言われる貴重なものなのです。食料がなくとも、この水だけで長期間の生存が可能です」

「そう……」

　すごいね、と言う自分の声が掠かすれている。

「頼たのみますから、飲んでいただきたいのです」

　リュイの声こわ音ねが、ちょっと先生のような硬かたい響ひびきを帯びた。

　こういう時のリュイは、かなりテゴワイ。

「あなたはカナンの実を、ほとんど聖せい獣じゆうに与あたえていたでしょう？」

　ぎくりとしてしまう。

「カナンの実って、いつもエルにあげていた干ほし葡ぶ萄どうのような食べ物のこと？」

「ええ。あなたが口にするのはあまり栄養とならぬ物ばかりです。体内で力となる食料は、いつも聖獣に与えてしまっている。身体からだが疲つかれやすいでしょう」

「ううん……」

　正直に告白するとこっちの世界の非常食は塩味が強すぎる。あのパンもどきの食べ物以外はどれもこれも涙なみだが出るほどまずいし、喉が渇きやすくなる。

　どうにかして言い逃のがれできないかな、と目を逸そらしたのが悪かったらしい。

　突とつ然ぜんリュイは片かた膝ひざを地面に付け、ますますもって学校の教師めいた厳しい顔をした。でも、月色の瞳ひとみにはふんだんに悲しみが浮うかんでいる。

「たとえ味が受け入れがたくとも、この水には養分が含まれているのです。必ず飲んでください」

「うう、ん」

　私はつい、うん、と、ううん、の中間を狙ねらったずるい返事をしてしまった。

　頷くに頷けない気持ちだ。曖あい昧まいにしてこの場をやりすごそうとしたら、その考えをリュイに見み抜ぬかれてしまった。怖こわい目で私を睨にらむ。

「大だい迫はく力りよくだよ、リュイ……」

「お願いです、響」

　威い圧あつ感かんたっぷりな眼まな差ざしは一瞬だけ。

　彼はまるで土下座をするように、深く、頭を下げた。

「リュイ!?」

　あーっ、そういうの、なんだかひどいや！

　頭を下げるところなんか見たくないわけで。

「わ、わかった、飲む。立って」

「本当に？」

「……飲む……と思う」

　観念し、項うな垂だれながら約束する。

「一気飲みしかない。ペットボトル半分くらいの量なら、できる。たぶん！」

　そう消極的な覚かく悟ごを決めたんだけれど、それはとても甘い考えのようだった。

　非常時の飲料水ってことで、リュイはあと三つも、膜に包まれた赤い水入りの歪なボールを岩面からくり抜いた。

「拷ごう問もんレベルなんだけど。……エルも飲むよね？」

　一人だけ犠ぎ牲せいになりたくない。

　エルを仲間にひき込もうとすると、すっと後ろを向かれてしまった。

「なにかエル、都合の悪い時だけ言葉がわかりませんって態度を取っている気がする」

　私は溜ため息いきを落とした。次の休きゆう憩けい時に手帳に記す内容がこれで決まった。

　万能水は、絶望的にまずいってこと、だ。
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「ねえリュイ、この辺ってもしかすると、空気が奇き麗れいじゃない？」

　バームクーヘン地帯を突つき進むうち、ふと呼吸がしやすくなっているのに気づいた。埃ほこり臭くささがほとんどない。どうしてだろう。

　私は眉まゆをひそめた。どういう災わざわいの前まえ触ぶれだろうか。いつの間にか、変化は希望をもたらすものじゃないと、頭に刻み込まれている。

「たとえば魔ま獣じゆうの巣そう窟くつに誤って入り込んだとか？」

「違ちがうと思います。もしもそうなら、感覚の鋭するどいその聖獣が真っ先に気づくのでは？」

　リュイの推測に、私を背に乗せているエルが耳をぴくぴくさせて振ふり向いた。

「エルは危険を感じていないみたいだよ」

「……もしかすると、迷境に入り込んでしまったのかもしれません」

「めいきょう？」

　リュイは警けい戒かいというよりも戸と惑まどいが強く浮かぶ表情で周囲を窺うかがっている。

「以前、魔獣や幻げん獣じゆうについて話したことを覚えているでしょうか」

「別の領域に存在する生き物のことだよね」

「ええ、それとこの迷境は似ています」

　私はぎょっと辺りを見回し、慌あわててエルから降りた。

「魔獣の住すみ処かに入り込んだってこと？　それってまずいんじゃない？」

　剣けんを手に取ろうとする私を、リュイは穏おだやかにとめる。

「ああ、いえ。魔獣ではない。大気が澄すんでいるので。おそらくは妖よう精せいの郷さとに迷い込んだかと」

「妖精」

　ファンタジーに疎うとい私は、反応に困った。

　絵本に出てくるような、羽の生えた人間の姿を持つ生き物のことだろうか。

「妖精も魔獣同様、人の世界とわずかにずれた隙すき間まに存在します。通常、大人が迷い込むことはなく、大たい抵ていは子どもです」

「あ、神かみ隠かくし？」

「そうです。妖精に攫さらわれた子どもは、そのまま戻もどってこないこともある。戻ってきた時は特とく殊しゆな力を得ていることが多いのです。それゆえ一いち概がいには、悪あしき存在と言えぬところがあります」

「あの、リュイ。私たちはその迷境に入り込んだんだよね。……無事に出られるのかな」

　リュイはちらっと私を見下ろすと、また辺りに視線を巡めぐらせた。

「昔、私も妖精と出会ったことがあります」

「ええっ」

「私の場合はわずか数日で戻ってきたらしいです。特別な能力を授さずけられたわけでもありませんし」

　ぽかんとする私に、彼は苦く笑しようした。歩くよう片手で指示され、大人しく従う。

「迷境での体験は、ほとんど覚えてはいません。妖精たちが郷を守るために記き憶おくを曖昧にしたのだと思います。皆かい無むというのではなく、多少は留とどめている記憶もあります。気位の高い妖精たちが、こうして勝手に潜もぐり込んだ私たちを見み逃のがすはずがないのだが」

　どこから驚おどろけばいいんだろう。リュイもかなり波は瀾らん万ばん丈じような過去を持っていそうだ。

「妖精たちの気配が感じられませんね」

　彼の様子を見る限りではそう緊きん張ちようする必要はないみたい。

　少し安心して視線を正面に戻した直後だった。私は驚き、飛び上がった。

「リュイ！」

　目の前に、首が仰のけ反るほど巨きよ大だいな生き物がいる。

　なんていうんだっけ、こういうの！　トロール？　身体をつけたモアイ像といった感じだ。

「妖精だ。……石化している」

　リュイは目を見開き、その巨大な石像に近づいた。

　よく見ると、周囲に聳そびえ立っていた崖がけのような険しい岩石の大半が妖精の像だった。

「日中に石化する妖精もいると聞くが、すべてがすべて、変身するはずがない……」

　彼の訝いぶかしげな呟つぶやきに、はっとした。

　フォーチュンの力の影えい響きようを、妖精たちも受けたってことなんだろうか。それとも。

「人間とは種族が違うからレイム化せずにすんだ？」

「石化で身を守っているのかもしれません。彼らの寿じゆ命みようは、人間にとっては不死と変わらぬほど長いといいます」

　寂さびしそうに説明すると、リュイは軽く石像の表面を撫なでた。労いたわりの滲にじむ指の動きを、しばらく見つめる。

　私も真似まねして丁てい寧ねいに石像を撫でた。ざらざらとした感かん触しよく。日差しを浴びているかのように、意外にもあたたかい。妖精自身の体温なんだろうか。

「勝手に郷に入ってごめんね。起こさないよう、静かにするから。世界を元通りにする時まで、もう少しだけ待っていてほしい」

　こっちの行こう為いに気づいたリュイが、優やさしく微笑ほほえむ。

「あなたの心の柔やわらかさが、好ましいと思う。妖精たちも慰なぐさめられるでしょう」

「……リュイって無自覚な悪い大人だよね」

「は」

　なぜ私が眉み間けんに皺しわを寄せたのか、リュイは理由がわからないらしかった。

　そうもはっきり好ましいと言われて、顔を赤らめない女子がいると思うんだろうか。

　昔からこんな調子で何人もの女子を誑たぶらかしてきたのかもしれない。

「そういえばガレ国は多数の妻を持ってもいいんだっけ」

　余計なことを思い出し、気持ちが急にささくれだった。

「響？　その話と私に、どういう繫つながりが？」

　リュイの私生活が予想以上に華はなやかだったとしても、それを咎とがめる権利なんか私にはないし、そもそもそういう感情を誰だれかに持つ余よ裕ゆうだってない。

　ここまで一気に考え、我に返る。

「……そういう感情って、なに？」

　どきっとした。知らず知らずのうちに私は──リュイを親しい身内のように考えていたんだろうか？

　それで今、胸がもやもやとしたのかもしれない。

「私に対して、腹を立てたのですか？」

「違う」

「では、悪い大人というのは？　あなたを不快にはさせたくありません。教えていただきたい」

「……」

　リュイって本当に！

　これをもしも計算尽ずくでやっているのだとしたら、相当の小こ悪あく魔まだ。エルも、円い目を糸のように細くしてリュイをじっと見ている。

　困り果てているリュイから視線をそらした時だ。奇き妙みようなものを発見した。

「あれは石像じゃなくて、本物の崖かな？……あっ、あそこに繭まゆがある！」

　驚いた。人間の腕うでほども太さのある茶色の蔓つるが段状の崖に無む尽じん蔵ぞうに巻き付き、いくつもの不思議な白い球体をぶらさげている。大きい。

「なんだろう？　繭っていうより、巨大スズランもどき？」

　リュイとともにそっちへ駆かけ寄り、発見したものを眺ながめ回す。

　呆あつ気けに取られた。釣つり鐘がね状ではなく上向きになっているスズランの蕾つぼみ、に見える。どうやらここは、すべてが妖精サイズらしい。

「本物の花なのかな。……まさか、中に虫や魔ま物ものが隠かくれていたりしないよね」

　エルと一いつ緒しよに警戒し、疑ぎ惑わくの眼まな差ざしをその白いスズランもどきに注ぐ。

「小石でも軽くぶつけてみて、反応を窺おうか？」

「ああ、心配せずとも平気です。これは覚えがある。おそらく、あなたが喜ぶものです」

　リュイは久しぶりに屈くつ託たくない笑えみを見せると、戸惑う私の手を取り、崖の段に登った。続いてエルも器用に段差を駆け上がる。

　皆みんなで、スズランもどきのひとつに近づく。一見害はなさそうだけれど、どうだろうか。

「一応気をつけたほうが……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。それに妖精の郷には本来、邪じや悪あくな存在は侵しん入にゆうできません」

　彼の言葉に、やっと安心した。そうなると、好こう奇き心しんがむくりと頭をもたげる。

「触さわっても平気？」

「はい」

　恐おそる恐るスズランもどきの表面に触ふれてみる。

　花びらというよりは弾だん力りよくのある滑なめらかなゴムに似ていた。瑞みず々みずしさもあって、心地ここちいい手て触ざわりだ。思った以上に分厚く、しっかりしている。

　全体の大きさは、一抱え以上もあった。私くらいなら、身を丸めればすっぽりと入り込めそうだった。

　リュイはやや力を込めて、閉とざされていたスズランもどきの蕾部分を開いた。

「──水!?」

「はい。これは妖よう精せいたちの水源です。地下水をこの蔓が吸い上げ、花弁の中に蓄たくわえます。……非常に幸運な発見といえるでしょう。もしかすると妖精の意思があなたを導いたのかもしれない」

　私のおかげとでも言いたげなリュイの口調に戸と惑まどった。

　返答を避さけて、もう一度蕾の中を覗のぞき込む。

　たっぷりと透とう明めいな水が入っていた。不純物は浮ういていない。

「飲んでもいい水？」

「ええ。それに沐もく浴よくもしたいのでは？」

「いいの!?」

　私の大おお仰ぎような反応に、彼は小さく笑った。指先でとんとんと白い花弁を叩たたく。

「十分に水があるようですので。大半が開かれておらず、蕾のままでしょう？　水を蓄えている証しよう拠こです」

　飛び跳はねたいくらい嬉うれしい。

　リュイは片手でゆっくりと水をすくうと、喜びに身動きができないでいる私のほうへ差し出した。慌あわてて両手を広げる。彼は安らかな微笑を浮かべ、私の手に水をゆっくりと落とした。快い冷たさに、肌はだが息を吹ふき返したような気がした。

「水が、澄すんでる」

「はい、響」

　この世界に来てから何日が経たっただろう。入浴できないことがこれほどつらいとは思わなかった。好きな時に喉のどを潤うるおせないというのも、苦痛で仕方なかった。

「どこかで夜を過ごす場所を決めねばと思っていたところです。日にち没ぼつまで時間に余裕がありますが……今日は無理をせず、ここで休みましょう」

「ありがとう、リュイ！」

　本当はラヴァンまでもう少し距きよ離りを稼かせいでおきたいはずだ。私の様子を見て、身体からだを休めたほうがいいと判断してくれたんだと思う。

　私は、きっと限界だった。

　この六日間まともに眠ねむれていない。少しでも眠ればあの恐ろしい屍しかばねの山と、怨うらみの声が甦よみがえる。

　食事も喉を通らない。日が経つにつれ、冷静になるにつれ、呪のろわしい記き憶おくがより鮮あざやかに迫せまってくる。

　身体を洗いたいと、どこかでずっと思っていた。

　何日も入浴できないこともそうだけれど、手のひらにウルスの住人たちの……黒い皮膚がこびりついているような気がして、たまらなかった。

「衣ころもも洗っていいかな。洗えるもの、ここで全部奇き麗れいにしたい」

　暗がりの中に落ちている自分の心に気づかれないよう、私は努めて明るい声を出した。

　帯を外して、外衣を腕から引き抜ぬこうとした時、慌てたリュイにとめられる。

　エルもわたわたしながら私の前に立ちはだかる。リュイを近づかせまいとするようにだ。

「響、少しお待ちいただけないか。まずは地上に戻もどって、荷を下ろしましょう」

「う、うん」

　リュイの前で脱ぬごうとしていたことに気づき、冷や汗あせをかいた。羞しゆう恥ち心しんは、大切だ。

　私たちはひとまず地上に降りて、身を横たえるのによさそうな岩いわ陰かげを探した。万が一、魔物の類たぐいが郷さとに入り込んだ場合、さっと隠れられる場所だ。

「入浴は夜の楽しみにとっておこう……」

　というより、たとえリュイ以外の人間がいなくともここは野外だ。明るいうちから裸はだかを晒さらすのは少し躊躇ためらわれる。……さっきは平然と衣を脱ごうとしたけれども。

　まずは食事の準備をする。

　それから、日課となりつつある手帳への書き込み。新発見が多い日だったので、記すことがたくさんあった。リュイへの日本語レッスンも忘れない。

　そうこうするうちに、薄うす闇やみが広がり始める。私は密ひそかに緊きん張ちようした。

　今、一番恐れるものは日没だ。

　岩陰に寝ねそべるエルの腹部にしがみつき、レイムのあの泣き声が聞こえないか、耳を澄ます。

「大丈夫、みたい」

「そうですね、やはり妖精の郷の守りはまだ失われていないのでしょう」

　内心深く安あん堵どした。今日も無事に生きられる。今日も、自分だけが……。

　気持ちを切り替かえ、リュイに先に沐浴するよう声をかける。彼だってすぐさま身体を洗いたいはずだ。

　そのことで、彼と多少の押し問答をしてしまった。

「私はあとでいいですので。あなたが先に」

「だめ。私は時間がかかる。洗い物もあるし」

　遠えん慮りよを見せる彼に焦じれ、こうなれば実力行使しかないと強ごう引いんに服を脱がせようとしたら、やっと自分で動いてくれた。大人を言い含ふくめるのは大変な仕事だ。

　先に沐浴してもらって、私とエルが見張り番をする。

　太い蔓が何本も垂れ下がるその向こう側で、水の跳ねる音。

　私は腰こしをかけるのにちょうどよさそうな蔓の上に乗り、腕に持っていた布を横に置いてから、そこで膝ひざを抱かかえた。リュイは着き替がえだけを用意して、身を拭ふくためのバスタオル代わりの布は持っていかなかった。

　大きな身体を丸めて隣となりに座ったエルの髭ひげを軽く引っ張る。くすぐったいのか、エルは髭を上下に動かし、ぺたりと耳を伏ふせた。笑いかけて、エルの喉のど元もとを搔かいてやる。

「水の音って、心地いい」

　元の世界では聞き慣れた音だった。

「雨の音も、バスルームの水音も、当たり前に聞いていたのに」

　今はそのどちらもが、贅ぜい沢たくだ。水音に耳を傾かたむけるうち、私はいつの間にか微睡まどろんでいたらしい。短い時間ではあったけれど、久しぶりの、悪夢を伴ともなわない眠りだった。

　水の音が絶えると同時に、意識が急に浮ふ上じようする。

　慌てて立ち上がり、布を抱えて壁かべ代わりの蔓つるから慎しん重ちように身を乗り出す。きつく瞼まぶたを閉ざしてだ。

「響？」

　着替え中らしきリュイの驚おどろいた声が聞こえた。

「大丈夫、私、目を瞑つむってるから、なにも見てない」

「……いえ、平気ですので瞼を開けてください。足を滑すべらせたら落ちてしまう」

　もう着替えは終わったんだろうか？

　そう思って薄うす目めで窺うかがうと、下は穿はいていたものの、上半身は裸だった。私は慌ててもう一回目を瞑った。以前、傷を負っていたリュイの身を手当てしたことがある。その時にも上半身を見ているはずなのに、どうしてかやけに気まずい。

　彼の着替えを覗くために、ここで待っていたわけじゃない。

「頭」

　と言って、私は持っていた布を広げた。

「……頭？」

　不思議そうに繰くり返すリュイに、目を瞑ったまま頷うなずく。

「会ったばかりの頃ころに、思ったことがあるんだよ」

「なにを？」

「リュイは血ち塗まみれで傷ついていた。髪かみの毛も、獣けものの血ち糊のりを浴びたせいでごわごわしていた。その時、ちゃんと洗って丁てい寧ねいに梳とかせば、きっと柔やわらかくて美しいだろうって思った。それで、『明日あした、どこかで髪を洗おう』って誓ちかったのに、その『明日』がなかなか手に入らなかった」

　飲むための水を確保するので精せい一いつ杯ぱいの世界だ。とても沐浴までの量は得られなかった。

「もしもこの先、髪や身体を奇き麗れいに洗える機会があったら。私が拭いて梳かしたい。そう思ったんだ。やっと『明日』が来たよ。時間はかかっても願いを胸にあたためていれば、いつかこうして叶かなうんだ。それを、信じることができた」

　彼の様子を窺うも、身じろぎすらしていないみたいだ。

「リュイ、私に髪を拭かせてくれる？」

「──」

　目を瞑ったままなので、リュイがどういう顔をしているかわからない。

　随ずい分ぶん待たされた気がした。もしかして、どう断ろうか悩なやんでいるんだろうか。不安が膨ふくれ上がった頃、ようやくリュイの動く気配を感じた。跪ひざまずいている？

　大きな手がそっと私の腕に触ふれた。それから、ぎこちなく動かされる。

　私は思わず唇くちびるを綻ほころばせた。指に触れる、濡ぬれたもの。

「私、こう見えて髪の毛を奇麗に拭く達人だよ？」

　思った通り、彼の髪は柔らかかった。







　先に休んでいて、とリュイたちに告げ、今度は私が沐もく浴よくに向かった。

　明かりがないと困るので、彼が作ってくれた小さな炬たいまつを崖がけの隙すき間まにさしておく。

　リュイから借りた短たん剣けんで頭上を通っている蔓の一部を傷つけ、そこから水を滴したたらせる。

「簡易シャワーっぽい」

　この蔓はリュイの説明通り、地下水を吸い上げているらしい。自然の力って不思議で偉い大だいだ。

　手早く衣を脱いでこれも崖の隙間に差し込み、水が落ちてくる場所に立つ。

　途と端たん、冷たさに身体からだがぶるっと震ふるえた。

「さすがにお湯は出ないし……」

　それに、裸になるとどうも心細さが募つのる。私は自分を抱だきかかえるように胸の前で腕を交差させた。頭に滴る水が眉み間けんを通り、鼻の横を流れた。

　目を閉じ、しばらくの間冷たい水の感かん触しよくを楽しむ。

　身体だけじゃなくて、すべてを奇麗にできたらいいのに。

　深く息をつく。ゆっくりと目を開き、身体や髪を丁寧に洗った。次に衣を洗おうと、簡易シャワーの蔓の横にぶら下がっている、例の大きな白い蕾つぼみを見つめる。

「このスズランもどき、湯船っぽいよね」

　試ためしたくて、うずうずしてきた。この先は当分、湯船に入る機会なんて得られそうにない。

「入ろ」

　裸で崖を落ちる展開だけは絶対に迎むかえたくないので、白い花弁の強度を十分に確かめる。

「花弁に体重をかけないよう気をつければ、大だい丈じよう夫ぶかも？」

　蔓に足をかけ、花弁を広げすぎないよう注意して、爪つま先さきを水中に差し込む。

「冷たいっ」

　ゆっくりと身体を沈しずめ、花弁が壊こわれていないか確かめる。……少し水が溢あふれたけれど、問題なさそうだ。水はかなり冷たくて、全身に鳥とり肌はだが立つ。それでも解放感があった。身体が隅すみ々ずみまで澄すみ渡わたり、優やさしく解かれていくような気がした。

「このスズランもどきごと持ち運んで、旅をしたいなあ」

　両足を抱え、卵のように身を丸めて、頭のてっぺんまでさらに沈む。

　地上の静せい寂じやくと水中のそれとでは、深さが違ちがう気がした。水中のほうがもっと重いような。

　自分が一枚の葉っぱになって、夜の波間にたゆたっているかのような感覚だ。

　水もゆらゆら揺ゆれている。陽炎かげろうのように。




　──死者たちの、怨うらみの残ざん滓しのように。




「!!」

　ふいに胸に響ひびいた、自分のものとは思えないような低い声に、目を見開く。

　頭まで沈めていることを忘れ、私は声を上げようとした。それが原因で水を飲み込んでしまい、鼻の奥がじんじんするほど息苦しくなる。

　真っ暗でなにも見えない。手足を動かしてもがいているのに、摑つかめるものがない。

　恨うらめしげな声が裸はだかにまとわりつく。自分だけ奇麗になろうなんて思うな、私たちの無念を洗い流せるなんて思うな──。




　──違う、忘れたりなんてしない、置き去りにしない……！




　呼吸ができないせいで意識が霞かすみ、身体が痙けい攣れんし始める。

　リュイやエルの顔が頭に浮うかび、それから唐とう突とつに意識が遮しや断だんされた。
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「──キ」

　誰だれかに呼ばれている。

「ヒビキ、平気か？」

　誰の声だろう？　わからない、でもどこかで聞き覚えがある。

「うーん、これはやはり──私の添そい寝ねがなくば起きられぬという意味か？」

　……え？

「困った乙女おとめだ、遠回しに私を誘ゆう惑わくするなんて。ときめくぞ」

　だ、誰？　本当、誰!?　私の知り合いでこういう残念な発言をするのは、ただ一人しか──。

「よし。では喜んで受けて立とう」

　身の危険を感じ、私は頑がん張ばって瞼をこじ開け、眠ねむ気けを振ふり払はらった。

　最初に見たものは──きらきらした青い髪の色だった。

「おはよう、新にい妻づまよ！」

　快活な挨あい拶さつ。頭が真っ白になる。

　私の隣となりに、誰かが肩かた肘ひじをついて寝そべっている。鼻がくっつきそうな距きよ離りだ。私は声なく仰のけ反った。宝石の化け身しんのようなとびきりの美び貌ぼう、陽気な笑えみ。華はなやかな衣ころもと装そう飾しよく品。
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　めまぐるしく視線をさまよわせる。申海町の旅館の部屋にどこか似た、ノスタルジックで豪ごう奢しやな寝しん室しつ。おまけにこの怪あやしい状じよう況きようまで既き視し感かんがあった。

　私は数秒硬こう直ちよくし、全身全ぜん霊れいで絶ぜつ叫きようした。

「シルヴァイ[image: ー][image: ー][image: ー]!?」

「こ、壊れる、神の耳を破は壊かいする悲鳴……」

　耳を押さえて寝しん台だいを転がる彼の腕うでを、乱暴に揺さぶる。

「な、なんでシルヴァイがここにいるの!?　千年裁かれるんじゃなかったの？　というかオーリーンはどこ？　リュイは？　エルは？」

「こら乙女、落ち着きなさい」

　顔を引きつらせるシルヴァイを覗のぞき込み、さらにがくがくと揺さぶった。

「落ち着けないよ、どうなっているの、これって！」

「待て、揺らしすぎ……」

「本物のシルヴァイ!?　私、夢でも見ている!?」

　私の悲鳴に意識を手放しかけていたシルヴァイが、なぜか突とつ然ぜんぽっと頰ほおを染めて照れ始めた。最上級の美貌の主であるはずなのに、反応がどうにも残念すぎてやるせない。

「ヒビキ、君は意外に大だい胆たんだな。私をこうまで積極的に襲おそおうとするなんて……そういう強気な攻せめの姿勢も、嫌きらいではないが。さあ来い」

「なにを言っているの！」

　そう叫さけんだ直後、気がついた。仰あお向むけのシルヴァイに、自分が堂々と跨またがっていることに。

　笑顔で両腕を広げられ、そこでやっと私は多少冷静になった。慌あわてて彼の身体から降りる。

「な、なぜ飛び込んでこない？」

　愕がく然ぜんとされたけれど、むしろここで私が抱だきつくと思っているほうが驚おどろきだ。

　じっとりと彼を見み遣やったあと、腕を取って引っ張り起こす。寝台の上で向かい合って座るという異様な事態に、私は随ずい分ぶん困こん惑わくした。なにがどうなっているのか、さっぱりわからない。

「まだ具合が悪いかね？」

　ふとシルヴァイに、心配そうに尋たずねられた。

「え？」

「ここが天界と知って、君は倒たおれただろう？」

「……そう、だったっけ？　ここは、天界にある建物の中？」

「おや、記き憶おくが混乱しているようだ」

　微笑ほほえむシルヴァイを凝ぎよう視しする。混乱。そうなんだろうか？　時間の経過が読めない。

「まだ気分が悪いか？　休んでかまわないよ」

「ううん、平気。……平気なんだけれど、よくわからなくて。ここが天界ってことは」

　私は両手でこめかみを押した。

　おかしい、シルヴァイの言う通り、どうも記憶がごちゃ混ぜになっているようだ。

　ここが天界と知って倒れた？

「え……、今はいったい『いつ』──？」

　私が天界にいたのは、ほんの短い時間のはずだ。そこに、まだこうしているということは。

「じゃあ私って、なにも始めていないってこと？」

「なにも始めていないとは？」

　逆に聞き返され、言葉に詰つまった。

「確か、シルヴァイたちと会ったばかりの頃ころで……そうだよ、重界の森から連れ出された直後のことだ」

　極きわめて信じがたい、ひとつの夢見がちな可能性に辿たどり着いた。

「もしかしてタイムスリップ……時間が巻き戻もどっている!?」

　がばっと顔を上げ、楽しそうにしているシルヴァイを凝視する。

「そんな、じゃあ、ウルスの村は!!」

　そこで私は到とう底てい許されないような、とんでもない真似まねを──。

　なにを、したんだっけ？

　決して忘れない、置き去りにしないって誓ちかったのに……だめだ、うまく考えがまとまらない！

「と、とにかくすぐに戻らなきゃ！」

　私は慌てふためき、寝台を降りようとした。

「乙女、こら。落ち着きなさいといったばかりだろうに」

　苦く笑しようするシルヴァイにやんわりと引き止められ、首を大きく横に振る。

「だめだよ、ここでゆっくりしていられない！　早く戻らないと！」

「どこに？」

　静かな彼の問いに、私は目を見張った。

「どこにってそれは……、わからないけれど。私は馬ば鹿かなことをしてしまったの。取り返しがつかないような……そうだ、たくさんの人を傷つけたんだ！」

　言葉にするうちに、なにかが見えてきた気がした。それは、光のように希望に満ちたものじゃない。真っ黒で、歪いびつで、ひたすら恐おそろしいものだった。

「すごくつらいことが起こった。心が壊こわれそうな、酷ひどいことが！」

「なのに、戻ると？」

「──え？」

　シルヴァイは、微笑を浮かべて身を乗り出した。

「君は天界に留とどまることを許される。ここにいれば、『なにも起こらない』のでは？」

「そ、それは」

「心が壊れそうだとわかっているのに、戻るのか？」

　すぐに答えられない。心臓がうるさい。

　早くすべてを思い出さなくてはいけないのに、鼓こ動どうの音が邪じや魔まをする。

「そうまでつらい思いを、君がする必要はない。いいかね、ヒビキ。我ら神々の手からはばたけば、君は何度も心を血だまりに落とし、のたうち回るはめになるだろう」

　呼吸が乱れそうになった。知っている。そうなることを、私はとっくに知っている。

「また『過あやまち』を犯おかしにいくのか？　君が動けば、必ずその『過ち』は起こる。それは避さけては通れぬ道だ。変えられぬ定めなのだ」

「ど、どうして」

「これもまたひとつの戦争だからだよ、ヒビキ。行けばもはや引き返せない」

「──それでも、私は行かないと」

「なぜ？」

　優やさしい彼の目を見つめて、理由を考える。

　いや、考えるまでもなかった。

「あの人を、一人にしないって、約束した。一いつ緒しよにいるって」

　シルヴァイは笑みを深めた。慈いつくしみに満ちた、厳おごそかな眼まな差ざしだった。

「つらいことも、苦しいことも半分ずつ。私が戻らないとあの人は、一人で全部を背負ってしまう。ごめんね、シルヴァイ。せっかく会えたのに。神様の力を使ってチャンスをくれたんだよね？　今ならもう一度やり直せるって」

「そう。君がこれから向かう地はラヴァン。『私』をかつて祀まつっていてくれた風の町だ。繫つながりは深い。あの聖なる地に吹ふく最後の風が妖よう精せいたちに囁ささやき、助力してくれたようだ」

「助力……」

「私と君をこの『狭はざ間ま』に導いてくれた。現うつつにするか、夢として終わらせるかは選せん択たく次し第だいということだ」

　終わらせたくない。とっさにそう思った。記憶は混乱したままだし、今のシルヴァイの言葉を正確に理解できたわけでもない。ただもしもここで離はなればなれになれば、なんだかもう二度と会えない気がする。平へい穏おんがあっという間に遠ざかる予感も。それなのに。

「私、行く！」

　どうしても、行きたかった。

　何度この場所に立っても同じ選択をする。

　許されない『過ち』を犯す日々を、心を込めて選ぶだろう。

　はやる気持ちのまま、寝台から離れて駆かけ出した時だ。

「お嬢じようさん、ありがとう」

　礼の言葉に、驚いて振ふり向く。

「そして謝罪を。すべては我ら神々の罪なのだ。君を終わりなく苦しめ続けねばならない」

　なぜかシルヴァイのいるあたりが急に薄うす暗ぐらくなっていて、表情が見えにくかった。

　私は躊ちゆう躇ちよし、そっちへと片手を伸のばした。なにかを言わなきゃいけないと思った。

「違ちがうよ、シルヴァイ。私はもう二度と逃にげたくないだけなんだよ。心を失なくすようなつらさも苦しさも、捨てたくない！　『明日』が楽しいばかりじゃなくてかまわない、素す敵てきなことがなくてもいい。やり直して手に入れた穏おだやかな『明日』は、私にとって本物じゃない。私が大事にしたい人は、苦痛の中でも優しさを見失わないでいた。だから大だい丈じよう夫ぶ、私もきっと大丈夫！　あの人の足音に、私は自分の足音を近づけたい!!」

　誓った瞬しゆん間かん、ぐらりと地面が揺ゆれた。

　この空間が、音を立てて崩ほう壊かいしていく。

　青い髪かみの神が、なにかを言っていた。声が届かない。

　聞きたいのに、聞かなきゃいけないのに──。







　私は飛沫しぶきを撥はね上げて、水の中から頭を出した。

　ばしゃっと勢いよく水が流れ落ちる音。暴れたせいで、スズランもどきの花びらが壊れてしまったらしい。水とともに投げ出される形で崖がけの段差に転がる。

「──シルヴァイ？」

　足元に落ちていた衣ころもの一枚を慌あわてて身にまとい、周囲を見回す。

　さっきまで確かに、シルヴァイがいたのに！

　景色はいつの間にか、元通りの……闇やみが満ちる妖精の郷さとに戻っていた。

「シルヴァイ!!　どこ!?」

　駆け出そうとして、後ろから勢いよく誰だれかに引き止められた。悲鳴を上げそうになるのをこらえて、振り向く。

「──あ……リュイ！」

「なにをなさるつもりですか？　ここから投身するとでも!?」

　リュイに怒ど鳴なられ、私はぎょっとした。そうだ、ここは崖の段差の上だった。落ちれば、怪け我がだけじゃすまないかもしれない。

　リュイは乱暴に私の背を蔓つるの壁かべに押し付けた。逃げ道を塞ふさぐよう、両りよう腕うでで私を囲う。

　呼吸と体温を感じるほどの近い距きよ離りだ、なのに少しも触ふれていない。

「なぜ危険な真似を！　衝しよう動どう的に死を選ぶ気ですか？　それほどこの地は堪たえ難がたいのか。あなただけの罪ではないといったはずだ。彼らの死は──ウルスの死は私のものでもあるのだと！」

「リュイ」

　私が発ほつ作さ的に死のうとしたと、誤解している。

「ひどい方だ、私に安らぎを与あたえてまた消えるのか」

「違う、リュイ。私、こっちに戻もどってきたんだよ」

「なにを言っているんです」

「リュイと、いたい。ウルスの人たちにいつか謝りたい」

　彼はふと怒いかりを消して、私を見下ろした。離れた場所の炬の明かりが、彼の瞳ひとみを美しい赤い色に変えていた。

「選せん択たく肢しが、あったみたいなんだ。見てみぬ振りができる平和な『明日』を選べた」

「……他ほかの選択肢？」

　眉まゆをひそめる彼に頷うなずく。もしかしたら錯さく乱らんして変なことを口走っているのかと危あやぶまれているのかもしれない。それでも今はよかった。彼のそばにいるということを、真っ先に伝えたい。

「ウルスであれほどの惨さん劇げきを起こしたのに。悪夢ばかりでよく眠ねむれない、怖こわくてたまらない、時々心も砕くだけそうな感じになる。それでも私は、どうしても、ここがいい。リュイと、エルと、一緒に進んでいきたい。こういう『明日』を、また迎むかえたい」

　私の頭の横に置かれている手が拳こぶしの形になり、ぐっと力が入ったのがわかった。悩なやましさが濃のう厚こうに漂ただようリュイの顔を、食い入るように見つめる。

「もう一度言ってください」
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「リュイ？……なにを？」

「私といたいのだと」

「……リュイといたい」

　彼は首を傾かしげるようにして、ゆっくり私と視線を交わらせた。

　もう一度、と言葉なく要求された気がした。

　私は無意識に衣の前をかき合わせた。

　頰ほおが上気するのがわかる。どうしてだろうか、今のリュイは指一本さえ私の身に触れていない。それなのに足元からぞくぞくするような不可思議な痺しびれが勢いよく駆け上がり、羞しゆう恥ち心しんを刺し激げきする。

「リュイと、一緒にいたいよ」

　自分の感情に狼狽うろたえながらも、その言葉を繰くり返す。

　肩かたにかかるリュイの髪も、瞳と同じように炬たいまつの明かりを受けて、赤く輝かがやいていた。

「私もです、響」

　彼は獣けもののようにじっと私を見つめて告げた。

「私も、あなたと会う道を選ぶ。ただそれだけを選びます」

　どきりとした。瞳の奥に、口調の丁てい寧ねいさを裏切るような激しい意志がある。

「もう他の安息は必要がない。私はきっと、あなたに対して従順でいます」

　驚おどろく私の耳に唇くちびるを寄せて、リュイは囁いた。

「響、私にも、あなたを拭ふかせてくれるでしょうか？」

「うん」

　戸と惑まどいを押し隠かくして頷くと、彼は瞳の激しさを隠すように瞼まぶたを伏ふせて微笑ほほえんだ。




[image: ]




　翌日、私たちはたっぷりと水を補給して、妖精の郷を離れた。

　荒こう野やの向こうは、さらに不思議な岩石地帯が広がっている。

　その岩石地帯もバームクーヘンのような特とく徴ちようを持つ縞しま状岩石が無数に転がっていた。ただ、こっちは以前見たイチゴジャム系とはまた別の、枕まくら状の模様を描えがく石の木が地面から伸びている。

　木の形に擬ぎ態たいした奇き妙みような灰色の石が大地に突つき刺ささっている、と表現したほうが正しいかもしれない。

「変わった形だ。これ、全部石なんだよね」

「ここらを密みつ海かい地ちと呼びます」

　私の隣となりを歩いていたリュイが辺りを見み遣やり、説明した。

「この一帯は昔から強風が吹き荒あれます。密海地の岩石は脆もろいため、風化作用の影えい響きようを極きわめて受けやすいのです。長い歳月を経て少しずつこのような形に削けずられたのだとか」

「へえ……」

「密海地の岩石は加工に適しています。鍛たん錬れんの仕方によっては硬こう度どが変化するので、石工職人たちが使える部分を時々切り崩くずして持ち帰っているんですよ」

「それで徐じよ々じよに、樹木形になっていった？」

「はい。根元よりも上部のほうが、価値が高いという話です。この石は人間の骨のように芯しんがある。そこを避さけて削り取るうちに、木の枝状になったと」

　リュイは私たちの周辺を指差した。

「地形を見てください。なだらかに中央へと向かって低くなっているでしょう？」

　歩いている時は気がつかなかったけれど、この辺はすり鉢ばち状になっているらしい。

　下から吹ふき上げる風は平地の場合より威い力りよくが増しているようで、その分岩石にも強い影響力を及およぼす。私たちはどうやら、すり鉢の中心に向かって進行しているみたいだ。

「色々な原因が組み合わさって、こういう面おも白しろい景色が生まれるんだ」

　感心したあとで、ふと疑問に思った。

「石工職人が、この辺に来ていたってことは……」

「はい。この地帯の奥に、ラヴァンがあるのです」

　どうもラヴァンという町は、密海地にぐるりと囲まれているらしい。

「じゃあ、この岩石の木は自然の要よう塞さいの代わりを果たしている？」

「ええ。神しん殿でんを外部から守るためです。ラヴァンに暮らす民たみは密海地に吹く風を、町を守護する聖なる息い吹ぶきと捉とらえています。神殿を据すえている町なので当然と言えるのでしょうが、ラヴァンの人々の聖風信しん仰こうはとても厚く、また敬けい虔けんだと聞きました」

「聖風信仰？」

「密海地の風を、人々は畏い敬けいの念を込めて〈サルィド〉と呼んでいるのだとか」

　なんだかすごいな、と思ってしまった。

　こうして現に自分自身がいるわけだし、隣にリュイの存在もあるんだから、今いま更さら感心するのはおかしいかもしれない。けれども語られる言葉の端はし々ばしに、命の重みが確かにあった。

　この世界で本当に人々は普ふ通つうの営みを送っていたんだ。

「そっか……。言葉や常識の違ちがいはともかく、私の世界と同じようにたくさんの人が生きている」

「響？」

「ううん、なんでもない。──風の信仰かぁ」

「ああ、あなたは確か、風神の眷けん属ぞくであると」

「う、うん」

　リュイは改めて驚いた表情を浮うかべ、私を見つめた。

　そうだ、風の神イコール、シルヴァイじゃないか。つまりラヴァンは、シルヴァイを敬っているという意味になる。どこかで聞いた覚えがある話に、私は眉をひそめた。

「……？」

　そんなはずはないか。リュイ以外、この町について聞ける相手がいないんだから。

　最初に訪おとずれる神殿がシルヴァイに属するもの。なんだか暗示的というか運命的に思えてしまう。ひどく胸が重い。信心深い人々に支えられていた町。

　私の名前は響で、それは大気を友とすると、シルヴァイは喜んでいた。

　私は人々を全然救えていなくて──。

「響」

「……ん」

「私は不敬にすぎるでしょうか」

「え？」

　聞こえなかったのではなく、話がなにに繫つながるのかわからず、戸惑ってしまった。顔を上げると、リュイは昨晩のやりとりを思い出させる悩ましい表情で口元を押さえていた。

　それを目にし、こっちまで妙みようにどぎまぎした。普ふ段だん、禁きん欲よく的な折目正しい態度を取っているからか、なおさら動どう揺ようしてしまう。私を乗せているエルが不ふ審しんそうにちらっと振ふり向く。

「あなたは一いつ切さいの隔へだたりなく、近い場所から接してくださる。神に近しい存在とは得てしてそういった広い慈じ悲ひを兼かね備えるのか、あなた自身の性質によるものなのか」

　よくわからない。神様の眷属だというわりに私の言動は甘いから、この世界では通じないという話だろうか。不安を覚える。

「私はあなたの屈くつ託たくのなさに、触ふれすぎているだろうか？　あなたが咎とがめぬことを、私は己おのれを許す盾たてに変え、近づきすぎているでしょうか」

「……？」

　リュイは小さく首を振った。エルが、リュイにも顔を向ける。

「ふいに得心するのです。あなたは本来、高き場所で微睡まどろむ方なのだと。だが時折、あなたの安らかさに立場を忘れて、私は怠たい惰だになっているのかと」

「あの……リュイが言いたいのはもしかして、私が別世界の人間だから、本当はもっと距きよ離りを置かなきゃだめなんだってことかなあ？」

　言葉の装そう飾しよくを全部剝はぎ落とした時、最後に残るのは異質な『私』に対する拒きよ絶ぜつなんじゃないかな。

　そう思い至り、気持ちが塞ふさいだ。異質ではあるものの、それだけだ。この世界と関かかわるきっかけを作ったフォーチュンには見捨てられるし、軽けい率そつな真似まねをして取り返しの付かない悲劇も生み出した。シルヴァイたちから力をもらっているのに、未いまだに使いこなせない。

　そういえば「おまえならできる」とか「期待している」とかって言われた覚えがない。そもそもオーリーンは最初、私にまかせることには反対していた。




　──それにリュイは、神様関係とは別の意味で私を怖おそれている。




「リュイはその、私と一いつ緒しよにいるの、もう嫌いやになったかなあ？」

　昨夜の会話はもしかすると、本当は遠回しに別行動を取ってほしいと訴うつたえられていたとか。

　情けなさに、さらにずっぷりと落ち込む。

　私ってどうしてこんなに揺ゆれやすいんだろう。気弱な態度を取ったらいけないのに。

「私じゃなくて、もっと強い人なら。頭が良くて、頼たよりがいもあって、皆みんなを守れるような人」

　シルヴァイやオーリーンがここにいたら、リュイはこんなに苦労を背負うことなく、つらい思いをすることもなかっただろう。

　自分の考えがたちのよくないものだとわかっていても、とめられない。

　後こう悔かいとは違う卑ひ屈くつな感情だ。

　でも、こればかりは、と反論する自分もいる。

「響、なぜそのようにご自身を捉えるのだろう。私が言いたいのはそうではなく」

「もう少しだけ待ってくれる？　まだ全然だめだけれど……私、自分を変えたいって思う。一人でもレイムを蘇そ生せいさせられるようになる」

　誰だれをも犠ぎ牲せいにしないよう、強くならなきゃ。

「違う、そうではないのです」

　焦じれたようにリュイは低く囁ささやいた。それでもどこかに躊躇ためらいがあるらしく、結局沈ちん黙もくしてしまう。

「あのね、リュイ」

「──」

「よかったらもう一回、私の名前を言ってみてくれる？」

「……響？」

「あ、やっぱり！」




　──名前の呼び方が。




「いつの間にか、発音が上手になってる」

　そうなんだ。さっき気がついたんだけれど、今までのリュイの発音は微び妙みように怪あやしかったはず。それが日本語の奇き麗れいな発音に変わっている。

「嬉うれしい。うまく言えないんだけれど、あぁ私の名前だ、私を呼んでくれているんだなぁって感じた」

　リュイは目を見張り、言葉に詰つまった。

　些さ細さいなことだからこそ感動したというか、ほっとする。

　名前ってわずかな発音の違いで、まるで別人を呼んでいるように聞こえてしまう。

「自分の名前、実はあまり好きじゃなかったんだ。でも今は、呼ばれるのが好き。とても」

「美しい名だと思います」

「そうかなー」

　リュイはこっちを見て、ふわりと微笑ほほえんだ。久しぶりの、親しみがこもった優やさしい表情だ。

　私の肩かたからも余分な力が抜ぬけ、ひたひたとあたたかい気持ちが広がっていく。

「字体が絵画のようでした。美しいと思います」

「あっ、字じ面づらのことかぁ」

　あれ、なんだか話がずれている気がする？

「響？」

「うーんと、リュイに名前を呼んでもらえて、嬉しいなっていう話だよ？」

「……ああ、はい。よい音ですので」

「……？　発音の話だったっけ？」

　少しの間、きょとんと見つめ合う。

　先に視線をさまよわせたのはリュイだ。やけに動揺している。

「ううん？」

　日本語の発音が奇麗になっているから、嬉しい？……確かにそうなんだけれども、なにかが違うような気もする。なんだろう？

　悩なやんでいると、それまで静かだったエルが、うがうがと唸うなるような声を発した。

「もしかしてエルも名前を呼んでくれた？」

　がるるると元気のいい唸りが返ってきた。威い嚇かくにしか聞こえないところが、おかしい。

「エルっていい子で、かわいい」

「……響がどうあってもこの聖せい獣じゆうを愛らしく感じずにはいられぬのなら、それでいいかと」

　エルのいかつい顔に向けられたリュイの視線は、複雑そうだ。

　私は笑って、エルの耳を撫なでた。







　昼前に到とう着ちやくしたラヴァンは、青い町だった。

　私の目に、ラヴァンはとても幻げん想そう的な町として映った。
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「本当に不思議」

　樹木の形をした岩石は中央に近づくほど、より密集していた。

　外層部の岩石は灰色の部分が多くて、石の目も少し粗あらい印象があったけれど、この辺りのものはどれも丹たん念ねんに磨みがいたかのように表面が滑なめらかだ。

　青みを帯びた白っぽい色に変わっていて、奇麗だと思う反面、見ようによっては恐きよう竜りゆうの骨みたいだなと感じてしまう。

　サルィドの影えい響きようをより強く受けているため石いし肌はだが美しいのだとリュイが教えてくれる。

「これらの石には『聖石』を意味する〈リグド〉という名があります」

　エルから降りて、リグドの表面を撫でてみる。ひんやりとしていて、心地ここちがいい。

　聖風サルィドの守護を受ける地。

「でも今は、風がない」

　静せい寂じやくだけが存在する。曖あい昧まいな不安がじわじわと押し寄せ、胸の中を灰色に染め上げる。

　神聖であるはずの町に風が吹ふかないその意味──風と大気を司つかさどるシルヴァイが神々の戒かいに違い反はんして、罰ばつされてしまったためなんじゃないだろうか。

　リュイの視線に促うながされ、再び移動を始める。

　荒こう野やとはまた違ちがった意味で、孤こ独どくの漂ただよう場所だと思った。神聖なところって、寂さびしいのかもしれない。時間だけがしんしんと降り積もっている。

「見えてきました。ラヴァンです」

　リュイがぽつりと呟つぶやき、前方に手を向けた。

　私はもう一度口の中で、不思議、と繰くり返した。

　神しん殿でんを抱いだく町だから、一帯を囲む頑がん丈じような塀へいや石いし壁かべが造られているんじゃないかと思ったんだけれど、そうじゃなかった。

「リグドをぐるっと並べて、塀代わりにしているんだ」

　近づいて確認すると、張り巡めぐらされたリグドの外門は、一部が透すかし彫ぼりになっている複雑な壁へき画がのように見えた。

　みっちりと並ぶリグドの枝は絡からみ合い、幹の横に生まれる空間部分には通り抜けを防止するように頑丈な薄うすい色のブロックが詰め込まれている。

「石塀にリグドを埋うめ込んでいるようにも見えるね」

　大小様々なブロックの接合面は不規則で少しでこぼこしていて、きらきらした石の欠片かけらを含ふくんだ接着剤ざいらしきものが利用されている。

　リュイによるとブロックもまたリグドの欠片らしい。この煌きらめきを持つセメントのような接着剤も、細工職人がリグドを潰つぶして粉末にし、粘ねん着ちやく性のある樹液を混ぜて糊のり状に練り上げたのだという。

　枝部分は、ブロックを練積みした下部とは異なり、あえてそのままにしているようだ。

　その隙すき間まから青色が差し込む。リグドが持つ白色とたくさんの小さな隙間から覗のぞく青色の対比は、陽光の下で見ればきっと息を吞のむほど奇麗だったんじゃないか。

「こちらが入り口です」

　少し離はなれた場所にいるリュイが、手招きした。

　そちらへ近づき、またリグドの石壁を見上げる。町の入り口は、ぽっかりと大きく開いていた。以前は扉とびらが設置されていたのか、それとも元々こういう構造なのか。どちらだろう。

　枝の隙間から見えた青色の正体は、内部に設けられている建築物の外装だった。

「ねえリュイ、お店によって、持てる色が決まっているんじゃなかったっけ？」

　町の中にエルを進ませながら、疑問に思ったことを口にする。

　少し前を歩くリュイが振ふり向き、軽く頷うなずいた。

「はい。しかし、神殿を持つ町は例外とされるのです。神殿の特色を町全体で守るために」

　そう説明しつつリュイは、近くの建物を指差した。

「よく見てください。外観は青ですが、看板の色は違うでしょう。その色でなにを扱あつかう店なのか人々は判断します」

　へえ、と感心した。町全体で神殿が持つ色を守るなんて、すごい話だ。

　それだけこの世界では信しん仰こうが重んじられているという証あかしにもなる。

「というより……実際に恩おん恵けいがあるから、熱心に信仰される？」

　受験勉強時のような必死さでリュイの説明を飲み下し、自分なりに判断する。

　正門から内部へ続く中央の道の両りよう脇わきには、一ひと抱かかえ以上もありそうな太い柱が等とう間かん隔かくにずらりと並んでいた。そのどっしりとした列柱の手前には、花でも飾かざっていたのか、細い溝みぞの跡あとが見られる。

「町の外層部分……今、私たちが歩いている場所は、遠方からの客人を迎むかえる店が多く連なっています。もっとも賑にぎやかな通りで、数も多いのです」

「そっか。わかりやすい場所に宿やお店が集まっていたほうが親切だもんね」

　私の住んでいた町でも人が多く行き交かう場所、たとえば駅付近は栄えていた。

「中層部には、商人たちの別宅や町民の住居があり、田畑も見られるはずです。そして奥まった区画に下位神官が暮らす総合館、神殿関係の各施し設せつなどがあります」

「肝かん心じんの神殿はどこ？」

「神殿はそれら施設の後方に造られているはずです。神殿の裏側には森林が広がっている」

　そう答えてくれたあとでリュイはふと、斜ななめ前方に立っている妙みように細長い石造りの建物を見み遣やった。

「あの建物はなに？」

　棒のようにひょろりと縦長で、屋上部分に柵さくがある。なぜかこの建物は、外壁の一部分しか青くない。中間あたりに、青い線が塗ぬられているだけだ。

「護舎です。町を警護する兵が詰つめていたのでしょう」

　日本でいう派出所のようなものだろうか。

「でもどうして一部分しか青くないの？」

「……ラヴァン出身以外の兵もいますので」

　どうも歯切れが悪い。首を傾かしげて説明の続きを待ったものの、リュイは困こん惑わくの表情を浮うかべて口を噤つぐんでしまう。

　言葉にされなかった謎なぞの部分に考えを巡らせてみる。

「わかった、あれだ。『ところかわればしなかわる』だよね？　故郷とは信仰対象が同じじゃないんだ」

「……はい？」

　一人一人、きっと信じるものが違うんだろう。

　リュイが口を閉とざした理由って、自分自身も駐ちゆう屯とん兵と似た立場の騎き士し……日本的に言えば警察関係の人だからじゃないか。

　ラヴァン出身の役人は地元ということもあって聖風の信仰心があるだろう。

　一方、別地区から派は遣けんされてきた兵は、異なる神々を崇あがめているかもしれない。彼らに対する配はい慮りよが必要となる。

　そういうこみいった理由で、あからさまに建物全体を青く塗ることができないんじゃないだろうか。難しい問題だ。私の世界だって、宗教による戦争が実際に起きている。

　うんうんとしたり顔で納なつ得とくする私を、しばらくの間リュイは戸と惑まどった様子で見つめた。気にしないことに決めたのか、建物のほうに手を向けて再び説明を始める。

「警備兵たちが利用する護舎は、町の各場所に点在しています」

「ふうん。どこの世界も勤め人って大変だよね」

「……響？」

　知ったかぶりをする私に、リュイは目をぱちぱちさせた。エルまでが、ふがっと笑うように鼻を鳴らした。

　縦長の護舎から視線を逸そらし、町の全体図を頭の中で組み立てる。

　建物が多く立ち並び、人が行き交う主要部分は道も複数に枝分かれして、放射状になっているようだ。神殿がある部分を基点として、外側へ向かって扇おうぎを開いた感じに造られているということらしい。

「リュイはここに来たことがあるの？」

「ええ、一度きりですが、子どもの頃ころに。滞たい在ざい期間も短く、記き憶おくは曖昧です。あなたよりもまだ幼い時でした。父とともに……」

　よどみなく答えていたリュイは急にはっとし、途と中ちゆうで言葉をとめた。恐おそる恐るという態度で私を見遣る。

　それまで普ふ通つうに話を聞いていたのに、彼のその余計な反応で私も気がついてしまった。

「へえ、私よりも幼い時？　それって、何歳の時？」

　どういう比ひ較かくなのかな。その表現、ごく自然に使われただけに恨うらめしい思いが生まれるんだけれど。以前も私の年ねん齢れいを勘かん違ちがいしていたようだし。十二、三歳の時ということ？

　まさか、『今の私より』って意味？　だとしたら本当にリュイって！

　眉み間けんに皺しわを寄せて軽く睨にらむと、彼は視線をうろうろさせた。ごまかそうとしているらしい。

　私は無言で見つめ続けた。リュイは諦あきらめたようにこっちに顔を戻もどした。

「……リュイ？」

「……すみません」

　リュイは時々、墓ぼ穴けつを掘ほっていると思う。

　気を取り直し、別の質問を投げかける。

「魔ま物ものも出てくるかな」

　日中でも魔物や飢うえた獣けものが出現するらしいので、万が一に備えて警けい戒かいをしたほうがいいんじゃないか。リュイはいつもと比べて余よ裕ゆうを持っているような気がする。

「神しん殿でん自体が守護の役割を果たしますので、その効力が残っていれば、他ほかの町より魔物の危険は少ないはずです」

　じゃあ神殿に隠かくれて暮らしていた方が安全……と言いかけたところで最大の問題を思い出し、血の気が引いた。

　たとえ魔物の出現が少なくても、夜になればたくさんのレイムが現れる。

　ウルスでの出来事がどっと脳のう裏りに甦よみがえり、顔が強こわ張ばった。忘れられないあの惨さん劇げき。黒い道。屍しかばねの山。

　リュイは敏びん感かんに私の胸中に気づいたらしく、慰なぐさめるように普ふ段だん以上に柔やわらかい声こわ音ねで言った。

「守りますから」

　いけない、動どう揺ようを見せるとリュイまでも追いつめる。

　泣き叫さけびたくなるような苦しい感情を胸の奥に封ふうじ、にこりと笑いかける。ここでどれほど悔くやみ、立ち尽つくしても、過去はやり直せない。──やり直せる過去なんて、いらない。

「ねえリュイ」

「はい」

「私のことが、怖こわい？」

「──なんですって？」

　思いがけない言葉を聞いた、というような反応をされた。

　不意打ちを狙ねらって彼の本心を引き出そうと試みたものの、それが成功したのかどうかわからなかった。私の質問にただ驚おどろいているだけのようにも見える。

　胸の痛みに気づかないふりをして、私は彼と視線を合わせた。

「ううん、気にしないでいい。先に進もう」

「待ってください」

「……うん」

「私が恐れているのは、あなたの姿が見えなくなることです」

　それに対して私は小さく頷うなずいた。内心で反論の声が上がる。でも話し方に距きよ離りを感じると。

　私よりも年上のリュイにこれほど丁てい寧ねいな態度を取られると、やっぱり落ち着かない。

「響、誤解をされないように。私は……あなたに傷を与あたえたくないだけです」

「傷？」

　語調に引っかかりを覚える。リュイ自身が私を傷つける可能性があるから前もって線引きしているんだ、という主張に聞こえた。

「私は、よくよく自身を律していかねば」

「どうして？」

　足をとめ、リュイの反応をつぶさに窺うかがう。

　彼も、そして斜め前をのっそりと歩いていたエルも動きをとめた。

「……そうする必要があるからです」

　肝心な部分を隠そうとしている。それがわかって、私は焦じれた。

「私も、リュイに対して……態度が大きすぎる？　馴なれ馴れしい？」

　じりっと一歩後退し、足元に視線を落とす。

「もしそうなら、教えてほしい」

　足音が近づいた。リュイが私の正面に立つ。

「あなたは、もっと求めていい」

　意味を摑つかみかねて首を傾げると、リュイは真しん剣けんな表情を浮かべた。

「私は自分の中に、抵てい抗こうしがたい強ごう欲よくな獣が潜ひそんでいるのを知っている。だから絶えず、厳しく律していかねばなりません。だが、あなたはどうかそのままで」

「リュイ……？」

「飼い殺しにします。決して表に出ぬように。あなたがそばにいれば、私は耐たえられる」

「……そうなの？」

　まだ意味がよくわからないんだけれども……とりあえず見限られてはいないようだ。

　リュイは困ったような、どこか陰かげのある微び笑しようを浮かべていた。
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　神殿に向かう途中、目についた家屋に侵しん入にゆうし、必要な物をありがたく手に入れた。

　リュイは時間の経過を気にしながら、素す早ばやく商品を見定めて、使えそうな物を選えり分けた。ウルスの時と同じ過あやまちをしたくなかったので、私も余計な真似まねはせず大人しく協力する。

　エルはその間、危険が近くにないか、見張り番。

　私は隣りん室しつの収納棚だなの前で怪あやしい色合いの酒さか瓶びんを手に持ちながら、意識を別のところにさまよわせた。

「本当にこのまま王都を目指すっていう計画で、大だい丈じよう夫ぶなのかな」

　ウルスではなにもできないどころか、これ以上ないというほどの最悪の事態を招いてしまった。実力不足という表現では許されない罪。

　だからといって、今後救う予定の王子様たちをただ頼たよりにするだけでいいのか。

「それに、まずはその王子様たちを『人』に戻す必要がある。でも、どうやってたくさんのレイムの中から王子様を捜さがせばいいんだろう」

　心に闇やみが広がる。私はまた馬ば鹿かな失敗をしないだろうか。

「リュイと、これからどんなふうに動くか、もっとよく話し合って決めるべきじゃない？」

　そうすべきだと思うのに、躊ちゆう躇ちよが口を重くする。

　リュイとの心の距離がなんだかちっとも縮まっていない気がした。互たがいに遠えん慮りよしすぎて、本心を伝えられない状態だ。

　彼は、私に傷を与えたくないと言った。

　私も、彼をこれ以上悲しませたくない。

「響、そろそろ行きましょう」

　隣室にいたリュイが扉とびらから顔を出して私を呼んだ。それに頷き、戦利品を抱かかえて部屋を出る。

　店を出たあとも悩なやみが消えることはなかった。

　エルの背に乗り、周囲の景色を目に映しながら溜ため息いきをつく。

　なすべきことは、レイムを無事に『人』に戻す、ただそれだけのはず。

　言葉にすればこんなに単純明快なのに、その通りにいざ行動を起こそうとすると、途と轍てつもなく難しい。問題が山積みだ。なにから解決していくべきか、まずそれを決めなきゃいけない。

　ところが、私にはまだその判断をするだけの力がない。

　頭の中が悩みでパンクしそうだ。

「──あれが神殿です」

　リュイの声に、我に返る。

　いつの間にか、道は優美な白い石いし畳だたみに変わっていた。田畑が見えていた辺りとは違ちがってすっきりと整備されている。

　町の入り口で見たものより規模は小さいけれど、石畳の両りよう脇わきには幾き何か学がく的な図が刻まれた細い柱が立っている。先せん端たんが蓮れん弁べん状に削けずられている柱で、どうやら以前はその部分に火を灯ともしていたらしい。

　周囲には区画が設けられ、石いし垣がきの奥に神殿関係の施し設せつらしき建物が見えた。

　道の向こうにひっそりと存在する神殿を見て、私は驚いた。

「奇き麗れいな青」

　色いろ鮮あざやかというのではなく、海の色を切り取ったような透とう明めい感かんのある薄うすい青だ。

　構造は外国に存在するロマネスク様式の礼拝堂にどこか似ている。半円形の扉口の上に、ウインドチャイムのような美しい細い管がたくさん下げられているのに気づく。

　きらきらとしたビーズカーテンを思い出した。

　たぶんそれは風が吹ふけばぶつかりあって、澄すんだ音を立てるんだろう。

「ガレ国の建物って、見み応ごたえがあるね」

「そうですか？」

「うん。全体的に造りが大きいみたい」

　私の世界とエヴリールは表裏一体だと聞いた。そのせいなのか、どことなく向こうと共通した景色を目にする時がある。

　神しん殿でんもそのひとつ。私たちが身にまとっている装束は古代中国のような華はなやかさだ。

　他ほかは、和洋中が見事にごちゃ混ぜ。それが微び妙みようなバランスを取っているから面おも白しろい。今の日本もある意味異文化のごった煮に状態なので、エヴリールもきっとそんな感じなんだろう。

「ガレ国の景色が、あなたに好ましいと思ってもらえるなら幸いです」

　リュイは、ほっとしたように微笑んだ。

「うん、好きだな」

　そう笑い返したあとで少し前の、リュイの無自覚な悪い大人発言を唐とう突とつに思い出し、妙みように焦あせってしまった。

　慌あわてて視線を正面に戻もどす。両開き式の扉は、獣けものが衝しよう突とつでもしたのか、片側が破は壊かいされていた。優美な造りの神殿なだけに、壊こわれた扉が悲しく思える。

「入りましょう」

　リュイは正面扉の横に放置されていたランプらしき容器を手に取った。底面に設置されている螺子ねじもどきを捻ひねった途と端たん、ランプの中に明かりが灯る。

「日中でも建物の中って暗いのかな？」

「そうですね……光を取り入れる造りの部屋もあるでしょうが」

　この位置から見える範はん囲いの鎧よろい戸ども閉め切っているようだ。

　私は地面に足を降ろした。荷物と一いつ緒しよにエルの背に括くくっている剣けんに手を伸のばす。柄つかを握にぎるより早く、リュイが私の腕うでを押さえた。

「お持ちにならずともよい」

「でも」

「この時間、レイムはいません」

「……危険な獣とか、現れるかもしれないし」

　普ふ通つうの獣には効果がなくても、魔ま物ものは斬きれる。

「私がおりますから」

　リュイは認めてくれなかった。急に泣きたい気持ちが膨ふくれ上がる。

「……うん」

　濡ぬれ始める心を持て余しながらも私は小さく頷うなずいた。我が儘ままを言って時間を無む駄だにしちゃいけない。反論の言葉は、すべて胸の底に押し込んでおく。

　神殿の入り口は大きなサイズのエルでも十分通り抜ぬけができるほど、余よ裕ゆうがあった。

　それもあってだろう、リュイは、騎き乗じようしてほしいという目を向けてきた。

　私はせめて歩きたかった。

　ここで反発されては困ると考えたのか、歩くことに関しては認めてくれた。

　リュイはランプを掲かかげると、もう一方の腕で私を庇かばうように背に触ふれて神殿の中へ進んだ。入り口付近に散乱している砂や破壊された扉の欠片かけらを踏ふんだためか、じゃりっと小さな音が足の下から響ひびいた。

「響、離はなれないでください」

　意識をあちこちに飛ばしていたため、リュイの注意に返事ができなかった。

　聞いていなかったわけじゃない。了りよう解かい、の意味をこめて腕を伸ばし、彼の脇わき腹ばらあたりの衣ころもを摑んでおく。

　リュイが微妙に身体からだを揺ゆらしたのがわかった。

「……足元に気をつけて」

　高い位置に窓が設けられていたけれど、ここも鎧戸が閉められ、埃ほこりと蜘蛛くもの巣に覆おおわれていた。入ってすぐの両脇には大型の燭しよく台だいがある。勿もち論ろん今は火が灯っていない。

　柱や壁かべにも優美な蔦つた模様の図が描えがき込まれていた。手入れさえ行き届いていれば、写真に収めたくなるような荘そう厳ごんな神殿だったんだろう。

　視線を前方に向け、慎しん重ちように進む。

　聖水盤ばんを置いた狭せまい空間に出る。その両脇に並ぶものを見て、私はぎょっとした。

「これ、どうなっているの」

　彫ちよう像ぞう用の台座が二つ置かれている。ところがその上に載のせられていたはずの彫像本体は、元の形がわからないくらい粉々にされていた。

　台座の周囲には、破壊された彫像の残ざん骸がいらしき破は片へんが散らばっている。

「自然に壊れたっていう感じじゃない。明らかに誰だれかが壊してる。どうしてここまで念入りに砕くだく必要があるんだろう」

「わかりません。……さあ、奥へ行きましょう」

　リュイに促うながされ、無理やり視線を彫像から引きはがす。

　私のそばにいたエルもじっと彫像の残骸を見つめていた。

「エル？」

　呼びかけると、エルは悲しげにきゅんと鳴き、私の腕にすり寄った。様子がおかしい。

「どうしたの、エル？」

　元気のないエルが心配になったものの、もたもたとしているわけにもいかない。再度のリュイの催さい促そくに、渋しぶ々しぶ足を動かす。

　正面にまた扉があった。ランプのわずかな明かりの下もと、目を凝こらして窺うかがう。中もやっぱり礼拝堂に似ていた。

　飴あめ色いろの信者席を置いた身廊があり、その奥に石の棺ひつぎと祭さい壇だんが見える。

　螺ら鈿でんらしき飾かざりをちりばめた側廊の柱が奇麗だった。天てん井じよう画は、泉の周りを舞まう乙女おとめ姿の妖よう精せいたち。これも色いろ褪あせてはいたものの、目に楽しく映った。

　信者席の中央を突つき進み、祭壇の後ろに回る。そこにも豪ごう奢しやな棺が置かれていた。

　壁の装そう飾しよくも豪ごう華かで、縦長のくぼみが一定間かん隔かくでずらっと造られている。

「ここにも彫像が置かれていた？」

　その証しよう拠こに、粉々にされた石いし塊くれの残骸が床ゆかに積もっている。

　棺の左右にある台には、たくさんの蠟ろう燭そく立てが並んでいた。その上にまでなにかを叩たたき割った跡あとのような破片が──。

「リュイ……、ここでなにがあったんだろう？」

　私は疑念を抑おさえ切れなくなった。明らかに不自然だ。ひとつとして無事な彫像がない。

　仮に国を覆う厄やく災さいがきっかけで暴動が起きたのだとしても、こうまで念入りに壊される理由がわからない。

「彫像の形に問題があったとか？」

　台座へと駆かけ寄り、破壊された原因がわかりそうなものがないかを探す。像についての説明を記したプレートの類たぐいが残っているかもしれない。

「響──」

　残念ながら目当てのものは見つからなかった。落らく胆たんを隠かくして、リュイを振ふり向く。

　彼は私のそばに立つと、手に持っているランプを空の台座の上に置いた。

　ランプの明かりに、やけに緊きん張ちようした様子のリュイの姿が浮うかぶ。

「あなたに、伝えねばならないことが」

　改まった言い方に、不ふ吉きつなものを覚えた。なんだろう、胸むな騒さわぎがする。

「あなたは神の眷けん属ぞく、風の神の眷属であると」

　リュイの声には深刻な響きがあった。

　その先を知るのが怖こわくなり、とっさに返事ができない。

「風の神の名を、シルヴァイと言いましたね」

「……どうして今、名前を確かく認にんするの？」

　私たちは少しの間、見つめ合った。唐突にエルが私の腕に顔を押し付けてくる。鼻の上を撫なでると、きゅう、と切なげに鳴く。

「エル？　なにか私に訴うつたえてる？」

　リュイは、落ち着かないエルを一いち瞥べつすると、覚かく悟ごを決めたような顔で口を開いた。

「しかしシルヴァイという名の神は、そもそもエヴリールに存在しないのです」

「え……？」

　頭が真っ白になった。なにを言われたのか、すぐに把は握あくできない。食い入るようにリュイを見つめる。

　……シルヴァイが、存在しない？

「え……っと、どういうこと？」

　私は額を押さえ、乱れ始めた心を落ちつかせようとした。

　シルヴァイはこのエヴリールの神様で、しかも太古の神だと聞いた。

　リュイ個人の信しん仰こうの問題で、風神の存在を認めることができないって意味？

「あ、もしかして天界で裁かれたことがもう地上にも伝わってる!?　それで神殿では、邪じや神しん扱あつかいしろ、っていうおふれが出ているとか？」

　自分で言っておきながら、懐かい疑ぎ的な考えが生まれた。

　今のエヴリールに、それを聞く者はいないはずだ。皆みんな、レイムに変わってしまっている。

　リュイは一度目を伏ふせると、どこか緊張した表情を見せた。

「この町には、風の信仰があるんでしょう？」

「はい。サルィドの信仰が」

　わからない。サルィドというのは、密海地に吹ふく神聖な風だと聞いた。

「風の神様を崇あがめているから、そこに吹く風も尊いってことでしょう？」

「そのサルィドが、人々にとっては神なのです」

「ちょっと待って！　サルィドが神？　そんなはずないよ、だったらシルヴァイは」

　混乱しながらも、リュイに食い下がる。

　彼は答えず、ただ小さく首を振った。無言の否定だ。

　その硬かたい表情を見上げ、しばし放心する。

　この世界に来た理由を最初に話した時──オーリーンやシルヴァイの話をした時、リュイはひどく驚おどろいていた。

　私はその反応を、神様に会ったという突とつ飛ぴな事実を告げたためだと単純に考えていた。

「そういうことじゃ、なかったの？」

　リュイ自身は一度も、シルヴァイたちの名を口にしなかった。国を守護する騎き士しなら、始祖王であり闘とう神しんでもあるオーリーンの名を口にしてもおかしくないのに。

　ここまで考えて、私はぞっとした。

「シルヴァイが存在しないっていうなら、オーリーンは？」

　国の名前。王の名を女性に変えているんだという。クィーヌ・ガレ。やっぱり変だ。それが女性名なんだとしても、オーリーンという名前からは到とう底てい結びつかない。

「待って、確かリュイは……始祖王の名前をクインザ・ガレンドって言ったよね」

　私はそれについても単純に、オーリーンが人間であった頃ころの名前なんだろうと思って、深く追つい及きゆうしなかった。

　なにかがおかしい。リュイは神様たちについて、私にあまり質問をしなかった。ただ神しん剣けんと王家について少し話しただけだ。

　それは、なぜ？

　普ふ通つうならもっと根ね掘ほり葉掘り訊きこうとするだろう。

「リュイ、オーリーンはどうなってるの？」

　彼はゆっくりと目を瞑つむり、時間を置いたあとで静かに私を見つめ返した。──知らない、という返答に違ちがいなかった。

「ど、どうして？　ありえないよ、だって私はシルヴァイたちに力をもらって、このエヴリールに」

　息を吞のむ。

　この国の住人であるリュイが神様の名、とくに始祖王と呼ばれるオーリーンの名前を知らないはずがない。まさか私をからかう目的で冗じよう談だんを言うはずもない。

　だとすると、シルヴァイたちは、本当にエヴリール界の人々の中には存在しない。

「じゃあ……」

　シルヴァイたちは、誰？

　私は、誰に会ったの？

　呆ぼう然ぜんとした。突とつ然ぜん、足元が崩くずれたかのような恐おそろしい錯さつ覚かくを抱いだく。シルヴァイたちが存在しないというなら、私がここにいる意味も揺ゆらぐ。

「ほんとに？　本当に、知らないの？」

　繰くり返し確かめずにはいられなかった。私の存在理由が壊こわれてしまう！

　リュイは返答せず、つらそうな目で私を見る。

「そんな！　それなら私って、なんでここにいるの？」

　目眩めまいがした。

「私が来た意味って──レイムたちをあんなに苦しめた意味って、なんになるの!?」

　言いようのない恐きよう怖ふに駆られ、片手で心臓の位置を摑つかんだ瞬しゆん間かん、きゅん、とエルが鳴いた。

　私は、はっとエルを見返した。

「じゃあ、エルは!?」

　エルまでも、シルヴァイを覚えていない？

　主あるじのオーリーンも？

「私だけが覚えている？……それともすべて、私の妄もう想そう？」

　エルの髭ひげを震ふるえる手で撫で、円い目を覗のぞき込む。

　とんっと、私の鼻に、エルは自分の鼻を軽くぶつけた。少し濡ぬれた、まろやかな鼻の感かん触しよく。

　くぅん、とエルは目を瞬しばたたかせ、驚いている私の手を舐なめた。──大だい丈じよう夫ぶ。冷静な目が、不安に荒あれる私の心を宥なだめるように何度も瞬く。

　エルと会話ができるわけじゃないのに、この時なぜか心が通じた気がした。

　そうだ、大丈夫。エルは知っている。シルヴァイのこと、オーリーンのこと、夢でも幻まぼろしでもないってちゃんと知っている。

「エルっ」

　私はエルにしがみつき、短い毛に覆おおわれている鼻筋辺りに顔を埋うずめた。

　硬い毛の感触に、恐怖がゆっくりと撫で付けられていく気がした。

　エルの存在を感じるうちに、崩れかけていた理性が戻もどってくる。

　ひとつの可能性を、頭に描えがいた。

　シルヴァイたちは神の戒かいを破ったために、突とつ如じよ出現した銀の檻おりによって制裁された。千年の間、神の座を剝はく奪だつされるのだと。それはつまり、エヴリール界の住人から千年の間、忘れられるという意味じゃないだろうか。

　オーリーンが言っていた。人々の信仰のおかげで、神様は存在していられるようなものだと。生死に関かかわる一大事。国民の記き憶おくから千年の間消える。

　そういう罪なんじゃないだろうか。

　だから、リュイは覚えていない。オーリーンもシルヴァイのことも。




　──ごめんなさい、シルヴァイ、オーリーン。




　私に力をくれるという行こう為いは、二人から人々の信仰を取り上げることでもあったんだ。

　崩ほう壊かい寸前の世界はさらに、二人の神を喪そう失しつしてしまった。

「知らなかった」

　知らないことが、多すぎた。──知ろうとせずにいたことも、ありすぎた。

　ぎゅうっとエルに抱きつく。千年も皆に忘れられるなんて。

「悲しいとか、寂さびしいっていう気持ちの問題だけじゃすまされない……」

　新しい神様が誕生すれば行き場をなくしてしまう。オーリーンはそう説明していた。

　その深刻な事態を防ぐ意味もあって、レイムを救うんだという重要なことを私は考えもせずにいた。ただ、レイムを『人間』に戻すという点のみに強く固こ執しゆうしていた。

　もし、ガレ国の住人を救って平和がこの世界に訪おとずれたとしても、千年という気の遠くなるような長い期間、シルヴァイたちは忘れ去られる。

　その間に、たとえばサルィドと呼ばれる風が神そのものの姿として本当に人々の心に定着してしまったら。

　そういう危険を知りつつも、シルヴァイたちは躊躇ためらわずに力を注いでくれた。永遠に忘れ去られる危険を、彼らが考えなかったはずがない。

「ねえエル、もしかすると」

　初めから二人は、私がエヴリールの人々を救えるとは思っていなかったんじゃないか。

　ただ、私があまりに無力で行き場もなかったから──自分を犠ぎ牲せいにして慈じ悲ひをくれたんじゃないだろうか。

　元の世界に戻ることができない私。天界に留とどまったとしても、もう一人の後こう継けい者しや候補が新たな神となって次世代の人々に別の信しん仰こうが広がれば、シルヴァイたちの存在はなくなる。

　庇ひ護ご者である彼らが追放されれば、なんの力も持たない私もおそらく無事には生きていけないだろう。新たな神は、きっと天界も支配する。

　どちらにしても消える運命なら、せめて最後に知り合った私だけでも救ってやろうと、そう心を砕くだいてくれたんじゃないだろうか──。

「どうして私は、気づけなかったの」

　粉々に壊れた彫ちよう像ぞう。

　きっとシルヴァイの姿をしていた像だ。

　この世界から、シルヴァイとオーリーンに関するありとあらゆるものが、破は壊かいされたに違いない。

　二人を覚えているのは、私とエルだけなんだ。




　──救いたい！




　心の底からそう思った。

　救いたい。優やさしい神様を。皆みんなを。

　どうか、どうか強い力を。

　私、死ねない。エヴリールからシルヴァイたちの記憶が消されたというなら、私がもう一度、広げていこう。

　皆に語り継つぐ。繰り返し繰り返し、忘れ去られた神様の名前をこの世界に刻んでいく。

　そして許される日、千年目が来た時に、ちゃんとすべての地で信仰が生きているように。風が吹ふいた時、国が記念日を迎むかえた時、人々がそっと二人の名前を呟つぶやき、祝福するまで。

　もういい。元の世界に帰れなくても。

　両親や三春叔父おじさん、学校、友人。大切なものを全部、振ふり切ろう。

「エル、私、忘れない。シルヴァイたちを守ろう。たくさん二人の名前を書き記そう」

　柔やわらかいエルの耳に唇くちびるを近づけて、囁ささやく。

「ごめんね、皆から、オーリーンを奪うばってごめんね」

　エルがきっと一番悲しい。主のオーリーンを、誰だれも覚えていない。

　きゅん、とエルが甘えるように鳴いて、私がよろめくくらい顔を押し付けてきた。

　自分の悩なやみばかり大事にして、一いつ緒しよに来てくれたエルのことを少しも考えてなかった。私だけじゃなくて、エルももう帰る場所がないのに。

「自分勝手で、ごめんね」

　エルは何度も、私の胸に額をこすりつけた。

「響」

　ぽつりと、リュイに呼ばれた。

　私はわずかに肩かたを揺らした。そっちを向けない。

　リュイは今まで、私の話をどう感じてきたんだろう。記憶にない神様の名前を語って隣となりに立つ私をどんな思いで見てきたんだろうか。

　不ふ審しんどころか、頭がおかしい人のように思えたんじゃないだろうか。

「疑っていたわけではないのです」

　エルの鬣たてがみを撫なでながら顔を上げ、リュイの様子を窺うかがう。

　彼は苛いら立だっているかのような、切せつ羽ぱ詰つまった目をしていた。私の動どう揺ようぶりを見て、なにかを誤解したらしかった。

「あなたの話に噓うそがあると、思ったのではない」

　その言葉はたぶん本心だろう。けれど……信じきれてもいない。

　リュイは、私の話が噓かどうかは重視していないと前にも思ったことがある。命さえも抛なげうつくらいの、鉄の忠誠心を持っている人だ。

　それだけで、もう十分。

「うん。私もリュイの言葉を疑ってない。一緒にいてくれて、心強いよ」

　ありがとうの意味をこめたつもりだったのに、リュイは納なつ得とくできないのか、強こわ張ばった顔のまま唇を嚙かみ締しめた。

「あとでたくさん話をしよう？　シルヴァイたちの存在についてだけじゃなくて、他ほかにも聞いてほしいことがある」

　本当は今ここで、きちんと話をしておきたい。それでも後回しにしたのは、時間の経過がそろそろ気になり始めたからだ。

　日暮れまでまだ少し余よ裕ゆうはあるけれど、王都のジンシャンへ行くための法具を探さなきゃならない。ここで長時間話し込んでいると、ウルスでの過あやまちをまた犯おかしかねない。それだけは嫌いやだ。

「待ってください」

　移動しようと足を動かした時、素す早ばやく引き止められた。驚おどろいてしまう。私よりもずっと状じよう況きようを理解しているリュイが立ち止まるとは思わなかったんだ。

「疑っていません、本当に」

　両りよう肩かたを摑つかまれ、必死な面おも持もちで見つめられる。

「信じてください」

　真しん剣けんなリュイの瞳ひとみに、慌あわてて頷うなずく。

　私の気持ちも、噓かどうかは二の次というリュイの考えと同じだ。信じていてもいなくてもかまわない。こうしてそばにいてくれて、いつでも支えてくれるんだから。

　これ以上望むのは、欲よく張ばりすぎだと思う。

「誓ちかいますから」

「リュイ？」

　懇こん願がんするような声こわ音ねに戸と惑まどう。動揺していたのは私だったのに、どうしてなのかリュイのほうが焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれている。

「うん、信じているよ、リュイのこと」

　リュイの心情をうまく読み取れない。ただ、そう答えなければ、なにかが壊こわれる気がした。

　彼の手を取り、きゅっと握にぎり締める。触ふれた指先が冷たくなっているのに気づいて、淡あわい不安を覚えた。どうしたんだろう？

「信しん頼らいしてる」

　しっかりと見上げて断言すると、まだ物足りないような顔だったものの、ようやく彼の目が落ち着きを取り戻もどした。

「行こう？」

　確かな根こん拠きよがあったわけじゃない。けれどリュイの手を放しちゃいけないという思いが、この時急に生まれた。
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　緩ゆるやかな円を描えがく突つき当たりの左右に扉とびらがあった。

　まずは左側の扉を開け、覗のぞいてみる。リュイがランプをかざすと細い通路が見えた。右の壁かべには絵画が飾かざられ、左側には扉が造られている。

「ここは違ちがうようです」

　リュイの判断に従って扉を閉め、礼拝堂の右手に移動する。

　さっきと同じ要領で右側の扉を開き、内部を覗いてみた。こちらも通路があって、片側の壁に扉が並んでいる。

「こちらですね」

「えっ？　どうしてわかるのか謎なぞだよ、リュイ」

　最初に見た左の通路との違いがさっぱりわからない。

　不思議に思って振ふり向くと、リュイは丁てい寧ねいに教えてくれた。

「突き当たりの左手にあった通路には、おそらく神官が使用する個人部屋が並んでいます」

「こっちの右側は？」

「儀ぎ式しきの間などですね。通路の壁に飾られているものが違うでしょう？　こちらには魔ま除よけの飾りがありますので」

「本当だ、右のほうが置物とかも、魔ま女じよのアイテムっぽい怪あやしい雰ふん囲い気き」

「魔女の……なんですって？」

「道具」

　言葉レッスンと神しん殿でん内の解説、それとエルの相あい槌づちの鳴き声を交こう互ごに繰くり返しながら私たちは進んだ。

　リュイって本当に頼たよりになる。私一人だったら装そう飾しよく品が違う理由なんて思いつかず、全部の扉を確かく認にんするはめになりそうだ。

　大たい抵てい儀式の間は奥まった場所にあるというので、私たちは通路の果てまでまず前進し、一番端はしにあった部屋から確認することにした。リュイのこの判断は、正解だった。

　最奥の部屋に儀式の間が設けられていた。私は室内を眺め回したあと、唸うなった。

「厳おごそかな広間だね」

　正面と左右、三方の壁だけじゃなく、天てん井じようの中央もステンドガラスによく似た半はん透とう明めいのタイルがはめられている。その中央部分を囲むようにして、蔦つた模様を象かたどった金色の装飾品がシャンデリアのように垂れ下がっていた。

　正面の奥には、石版らしきものが設置されている。ふと何気なく床ゆかを見ると、直径で一メートル以上ありそうな円型の線が描えがかれていた。なんの線だろう？

「法具はなさそうだけれど……」

　四よ隅すみに背の高い燭しよく台だいが設置されているだけで、法具を収納する棚たなの類たぐいは見当たらない。

「礼拝堂じゃなくて、神殿関係の別の施し設せつに保管されているのかもしれないよ」

「いえ」

　リュイは短く答え、ランプを掲かかげながら石版のほうへと近づいた。手を繫つないだ状態だったので、私も一緒についていく。

　エルは床に描えがかれた円型の線に鼻を近づけている。

　御み影かげ石いしで造られた石せき碑ひみたい、というのがその石版を近くで見た私の感想だった。高さは、私の身長より少し低いくらいで、幅はばは四十センチあるかないか。

「ねえリュイ、ここになにか刻まれているね」

　上のほうに、円型の幾き何か学がく模様がある。

「なんとなく魔ま法ほう陣じんっぽい？」

　下部には異世界語でずらずらと文字が刻まれていた。さらにその下には一部分突とつ起きがあり、三本の赤いチョークめいたものが差し込まれている。

　……なんか、とても嫌な予感がするんだけれど。

「もしかして、法具って、これ？」

　私は赤いチョークみたいなのを指差し、リュイの反応を窺うかがった。

　頷かないで、と心の中で必死に祈いのったのに、無情にもリュイは肯こう定ていした。

　私の貧困な想像の中では、転移の道具って、タイムマシンのような箱に入るものと決まっていた。その中に入ったら、移動先の箱に一いつ瞬しゆんで行けるという仕組み。

「世の中、そんなにうまくいかないってことか……」

　項うな垂だれる私の横で、リュイはチョークのひとつを手に取った。その途と端たん、突とつ然ぜんチョークがぼろぼろと崩くずれ、灰に変わる。

「えっ、いきなり壊れたよ！」

「やはり、私ではだめですね」

　困こん惑わくした様子で手の中の灰を見つめながらリュイは呟つぶやいた。

　ますます嫌な予感がする。

「私は神官のような神の力を持っていません。大たい抵ていの法具は、普ふ通つうの民たみは扱あつかえませんし、触れる機会もないでしょう」

　と、いうことは。

　リュイがちらりとこっちを見た。

「わ、私？」

「許された高位の神官のみが緊きん急きゆう時に利用するものです」

「私、神官じゃないけど！」

「石版に陣の図があるでしょう。この陣を描えがかねばなりません」

　リュイの視線が、床に刻まれた円に移動する。

「この陣も、関係があるの？」

「これは符ふ針しんと呼ばれる法具で、自在に空間を行き来する〈ヒタラ〉という妖あやかしの虫の血に特とく殊しゆな金を溶とかし固めたものだそうです」

　硬こう直ちよくする私に、リュイは生き真ま面じ目めな顔で赤いチョークの正体を詳くわしく教えてくれた。あんまり触さわりたくない法具かも。

「転移が可能になれば、ジンシャンまで大きく時間を短縮できます」

　この世界って不便なのかそうじゃないのか、微び妙みようなところだ。

　リュイの言葉の端はし々ばしから察するに、一見便利な転移の法具は、一いつ般ぱんの人々には禁止されていたようだし。

「転移の法具が国民全員に開放された場合、非常に危険です。残念なことですが、犯罪が増加するでしょう」

「あ、そうか……、アリバイが作り放題になる」

「アリバ……？」

「えーと、不在証明、だったかな」

　それだけじゃない。もし誰だれでも自由に瞬間移動ができたら、極きよく端たんな話、殺人事件が発生した場合、犯人にあっさりと逃にげられてしまい、逮たい捕ほが難しくなるだろう。

「神官の間でさえも、血迷う者が出るのです。ゆえに、転移に関しては厳しい規制が設けられました」

　そこで再びリュイの視線が石版へ戻もどった。

「この陣は、一度描えがいたあとに図を変えるのです。ある時代の魔ま術じゆつ師し、魔法使いが結集し、転移の陣に制約を作ったそうです」

「この幾何学模様みたいな魔法陣、一度使うと図ず柄がらが変化するの？」

「ええ、心ない者に陣の図を記き憶おくされぬために」

「悪用を防止するためってことかぁ」

　確かに、毎回床に記すたびに陣が変化すれば、符針が盗ぬすまれてもすぐには悪用されないだろう。それは納なつ得とくできたものの、戸と惑まどいはまだ残っている。

「石版に刻まれている陣を頭に入れて、床の輪の内側に正しく描かけばいいってことかな」

　はい、とリュイは肯定した。

　思わず唸ってしまう。手元に図を置き、それを眺めて床に描えがくというやり方であればまだそんなにつらくはない。あるいはこの陣がもっと単純な図だったら、記憶できるだろう。

「結構、この陣の図って難しくない？」

　一度見ただけじゃ覚え切れないので、何度も石版のところまで戻って確かめつつ作業しなければいけない気がする。

「時間、かかるかも」

「……響」

　なにか躊躇ためらいがちなリュイの声に、私は怯おびえた。聞こえなかったふりをしたい。

「ただ、丸写しというわけではないのです」

　耳、塞ふさぎたい。

「石版の陣は、左右が逆に映っています」

「左右が逆？」

　それって鏡文字と同じってことだろうか？

「じゃあ、実際に描かく時は」

　リュイのなんとも言えない視線を受けて、私は再び唸った。この陣、左右なんてほとんど変わらない……と思ったら、微妙に違ちがっている。

「なんなの、このややこしい微妙な違い！」

　エルまでそんな、切ない目で私を見るなんて。

「ねえリュイ。悪用を防ぐためっていうのはわかるんだけど、ここまで念入りにするなんて、制約を考えた人たち、すごいよね……」

　緊急時に神官が使うらしいけれど、ここまで厄やつ介かいな規制を作られたら、余計に時間がかかるんじゃないだろうか。

　魔術師や魔法使いの人、やりすぎだと思う。それとも、規制が設けられる前によほど悪用されて困っていたとか。高位の神官って、すごく頭がよくないとなれないに違いない。

　ああ、でも、私。

「響？」

　情けない思いで、リュイを見上げる。

「私、絵を描かくのとか、苦手で」

　美術の授業、もっと真しん剣けんに取り組めばよかった。

「記憶力アップのパズルも、やっておけばよかった……」

　遠い目で独白した私に、きゅん、とエルが同情的な鳴き声を上げた。

　リュイは質問したいのが伝わってくるような、うずうずとした表情で私を見つめている。

「アップは、上げること。パズルは……ええと、謎なぞを解くこと」

「はい、響」

　彼の表情を見て、つい笑ってしまった。

「なんでも挑ちよう戦せんしてみなきゃ、リュイのような騎き士しにはなれないよね。私、頑がん張ばる」

「まだそれを諦あきらめていないのですか」

　彼も思わずのように苦く笑しようを見せた。

　それから、二人で同時に石版を見み遣やる。狼狽うろたえてどうするんだ、と私は内心で自分を叱しかった。ウルスでの出来事に比べたら陣を完成させるくらい、なんでもない。

　恐おそる恐る符針に手を伸のばす。

　神官しか手に取れないと聞いたばかりだ。緊きん張ちようしてしまう。

「……触さわれる」

　ほっと吐と息いきが漏もれた。シルヴァイたちにもらった力が働いているのか、摑つかんだ瞬間にぼろぼろと崩れることはなかった。

　安あん堵どしたのは一瞬だけだ。私は気を引き締しめた。石版に記されている陣を左右逆に覚えて、床ゆかの輪に記さなければいけない。

「模様がかなり細かい。最低でも一時間以上はかかりそう」

　記憶力が優すぐれているとは言えない自分が恨うらめしい。左右逆というのがかなりネックだ。

「私が代われたらよかったのですが」

　躊躇いがちにリュイが呟いた。もしかしてこの陣を正確に記憶して、なおかつ左右逆の図を頭の中に描えがけるんだろうか。リュイって頭よさそうだ。

　項うな垂だれる私を見て哀あわれに思ったのか、彼はなぜか声をひそめて言った。

「褒ほめられた方法ではありませんが、なにかに書き写して……」

　私は顔を上げた。

「書き写すのは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「陣に敬意を払はらうという意味で、本来書き写しは禁止されています。しかし規制を設けたあとで、緊急時に使用するものなのにこれではあまりにも時間がかかると」

「抗こう議ぎした人たちがいた？」

「はい」

　その人たちと握あく手しゆしたい。ということでリュイから詳しい反則技わざを聞き出した。

　この符ふ針しんで描えがいた場合は、それが練習であっても使用したと見なされ、陣の図が変化する。

　法具ではない筆で別紙に書き写すのは目こぼししてくれるらしい。この反則技は神官と、一部の身分が高い人しか知らないそうだ。

「国民には、たとえどんな筆でも一度記せば陣は変わると公表されています」

「どんなことにでも抜ぬけ道みたいのが作られるんだなあ……」

　感心したあとに気づいた。この話を知っているということは、リュイって騎士の中でもかなり偉えらいほうなんじゃないだろうか。時間のある時に訊きいてみよう。

　紙と筆を探しに行こうとするリュイを引き止めた。

「最終兵器を持っているから」

「なんです？　最終？」

「持つべきものは、日本製筆記用具」

　意い気き揚よう々ようと自分のバッグを探さぐり、手帳を取り出した。

　ここで活かつ躍やくするのは、手帳のメモ用紙じゃない。

　そう、クリアファイルだ。

　目を丸くするリュイに微笑ほほえむ。

「これ、透とう明めいだから、ばっちり敷しき写しできる。裏返して見れば、左右逆の問題も解決」

　ちょうどいいことに、油性のサインペンも持っている。本当、どこでなにが役に立つかわからない。ごちゃごちゃ色々な物をバッグに入れておいて、心底よかったと思う。

　手帳からクリアファイルを外し、それを開く。石版に浮うかんでいる陣じんのほうが当然大きいので、二枚必要だ。

　リュイの驚おどろいた視線を浴びながら、私はもう一度しみじみと感かん嘆たんした。まさか手帳のクリアファイルがこういう場面で必要になるとは思わなかった。日本製品って、優ゆう秀しゆうだ。

「私がそれを押さえていましょうか？」

「うん、ありがとう」

　石版の陣に開いたファイルを押し当て、ずれないよう端はしをリュイに支えてもらい、ボールペンで敷き写しに勤いそしむ。ちょっとリュイの視線がツライ。

　ここまでは調子良く進んだ。問題は、次だ。ファイルに写した陣を裏返し、いざ床の輪に描えがこうとした瞬しゆん間かん、エルに「待った」という様子で腕うでに尻尾しつぽを巻かれる。

「書き方が決まっています。魔ま術じゆつや魔法は、法則を重んじますので」

　リュイの言葉に同意するように、エルも、かふっと鼻を鳴らした。

　もう、魔術とか魔法って手間がかかりすぎ！　もっと便利なものかと思っていた。

「こういう術は、位の高い人間が利用するものですので。たとえばですが、大きな災わざわいがその町で発生した時などです。貴人の安全を守るために転移を行います。または貴重品の移動ですね。各地の神しん殿でんや大きな町には転移の法具が大たい抵てい常備されています」

「そうかあ……転移に慣れた神官なら、コツを摑めばそんなに難しくないのかも」

　私が面めん倒どうだと感じてしまうのは、今まで便利な物に囲まれて生きてきたためかもしれない。自転車、自動車、バス、電車、新幹線、移動方法がたくさんあった。こういうふうにペンで敷き写ししなくても撮さつ影えいして、コピーすればいい。

　エヴリールは、日本と違う。その事実を理解しなきゃいけない。

　気持ちを落ち着けて、符針を握にぎる。どんなに急いでいても、短気になっちゃだめだ。

「ひとつひとつ、こなしていけば必ずできる。でも、書き順はどうしようか」

　その悩なやみを解決したのは、まさかのエルだった。さすがはオーリーンの獣けもの、陣の記号の順序を知っていたんだ。

「エルが私より利口すぎる……」

　私のぼやきに、リュイがくすりと笑った。

　エルは言葉を話せない代わり、「まずはここから」と指示するように、ぴたっと前まえ脚あしを床につけてくれる。エルに従って、私は床に符針を走らせた。

　間ま違ちがってしまいそうになると、すかさずエルは尻尾を使って私の手をとめてくれる。どうやら一度でも間違ってしまうと、アウトらしい。

「偉い、エル。私、一人じゃなくて本当によかった」

　エルは嬉うれしそうにきゅんきゅんと鳴いた。

「こうして、皆みんなで力を合わせることができるのって、すごいね」

　リュイにランプを掲かかげてもらい、ゆっくりと丁てい寧ねいに記号を描かいていく。私はあまり絵が得意じゃないので、慎しん重ちように。

　そのうちなんとなく法則が見えてきた。まずは中心から記号を埋うめていく。その外側をぐるりと一周するように描えがいたあと、今度は反対まわりに進める。その次は、ちょっと目立つ記号を等とう間かん隔かくで描えがく。また一周するように模様のような記号を埋め込んでいき──。

　作業をこなしながら、ふと疑問に思った。この転移の陣は魔法だろうか、それとも魔術？

　もしかして、その二つが混ざっているのかも。




　──シルヴァイたちからもらった力がうまく使えていれば、転移も簡単にできたのかもしれない。




　頭の片かた隅すみに、そういう考えがぼんやりと浮かんだ。

　少なくとも今は、符針を手に持てるという程度のささやかな使い方しかできていない。力を使うための原動力ってなんだろう。

　リュイはもし、私が符針すら持つことができなかったら、どうしたんだろう。

　全体の配置を確かく認にんしながら四方八方に意識を飛ばす。符針を持つ指先は描かくことに集中しているけれど、頭の中は整理し切れていない状態だ。失敗できないため、全身が緊張している。空気はひんやりしているのに、額に汗あせが浮かんだ。

　符針で描えがいた記号や線が、なんだか熱を発している気がする。意識は次し第だいに、たくさんの悩みや疑問を遠ざけて、陣にのみ向かっていった。

　四分の三くらい終わらせただろうか。あともう少し、と一瞬気を緩ゆるめた時だった。

　こつり、という小さな物音が聞こえた。

　私たちは一いつ斉せいに通路のほうへと顔を向けた。リュイは厳しい顔を見せると、ランプを床に置いて静かに剣けんへ手をかけた。

「リュイ。ここに来てからどのくらい時間がすぎたかわかる？」

　呼びかけると、彼は通路を見み据すえたまま「静かに」と注意するように自分の口元に指を置き、足音を立てずに歩き出した。

　今度は、からり、と小石が転がるような音が聞こえた。扉とびらは開けっ放しにしたままだ。

「あなたはそちらを仕上げてください。広間から出ないように」

　リュイは小声でそう言って、扉から出て行った。私は扉と陣を何度も見比べ、こくりと喉のどを鳴らした。

　深呼吸をした時、獣の唸うなり声のようなくぐもった音が耳に届いた。

　私たちがここにいる気配を、魔ま物ものか獣が察して近づいてきたんだろう。

　リュイの身が心配だった。明かりも持たせず、一人で行かせてしまった。

　ろくに剣を扱あつかえない私がついていっても足手まといになるだけで、きっと悪い結果しか招かない。どんなに手伝いたくても、我が慢まんしなければいけない。

「私は、自分ができることをやらなきゃ」

　陣を完成させること。自分に与あたえられた仕事を途と中ちゆうで投げ捨てて、やみくもにリュイのあとを追うのは間違っている。できることを終えてから、次に待ち構えているものに目を向ける。

「エル、続きをお願い」

　念のために荷物から神剣を抜いて自分の腰こしにさしておく。

　リュイが倒たおされる状じよう況きように備えてじゃない。複数の獣がいた場合、そのすべてを足止めするのは難しいはず。一頭の相手をしている間に、別の獣が隙すきを狙ねらってこっちへ駆かけ込んでくるかもしれない。用心が必要だった。

「急がないと」

　焦しよう燥そう感かんを集中力に変え、エルの指示に従って再び作業に取りかかる。

　リュイを助けるには、一秒でも早く陣を完成させなければいけない。

　一心不乱に符ふ針しんを床ゆかへ走らせる。耳が獣の咆ほう哮こうやなにかが壊こわれる音を拾う。

　大だい丈じよう夫ぶ、リュイは負けない。そっちに気を取られちゃだめだ。

　最後の記号を描えがく時は、指が震ふるえた。

「──エル、リュイを呼び戻もどして！」

　私が迎むかえに行くより、エルが走ったほうが早い。それにもしリュイが負傷していた場合、背に乗せられる。

　エルは心得たように素す早ばやく扉の外へと駆け出した。

　使い終わった符針をどうしようかと一瞬迷い、帯の中に入れる。エル、早くリュイを助けてあげて。焦あせりの中でそう祈いのった時、ふっと陣が揺ゆれた気がした。

「なに……？」

　目を見開き、自分が完成させた陣を見下ろす。

　初めて描えがいた陣の線は、やっぱり歪いびつなところもあって稚ち拙せつだ。それでも符針にこめられた力のためか、陣そのものの力なのか、まるで息づいているかのように淡あわく輝かがやき始めた。

「ちょ、ちょっと待って、まだ転移しちゃだめだよ！」

　陣に向かって懇こん願がんする。私一人移動させられても困る。

「わ、わ！」

　陣の外に出ようとした瞬間、ぎょっとするような事態が起きた。

　淡く輝く陣の線が、床を離はなれて少しずつ浮かび上がってくる。

「だめだってば！」

　私はおろおろとした。大体膝ひざあたりまで、輝く陣じんが浮いた。そこでなぜか、とまってしまう。願いが届いたというより、陣の線が苛いら立だちを示すかのように揺れている。

　私は啞あ然ぜんと、膝のあたりでとまり波のようにぐらぐらする陣を見下ろした。どうもなにか見えない障害があるらしく、それ以上は浮かんでこられないらしかった。

「もしかして、どこか間違った!?」

　別の焦りを抱いだく。もしそうなら、エルが気づいたはずだろうし。

　なぜ途中でとまってしまったんだろう？

「響！」

　混乱しかけた時、エルとリュイが戻ってきた。

　リュイが片手に提さげている剣は、獣けものの血で濡ぬれていた。鋭するどい眼まな差ざしを見て、まだ獣が残っているんだと気づく。

　無事でよかったと声をかける前に、リュイは慌あわただしく扉を閉め、陣を確認して近づいてきた。

「転移の呪じゆ文もんを」

　血の気が引いた。

「……呪文？」

　膝の位置でとまり、波打つ陣。それを見下ろす私の耳に、リュイの言葉が滑すべり込む。

「石版に記されている文字が呪文のはずです。それを詠えい唱しようせねば、転移の術が発動しない」

「陣がとまったのは、そのせい？」

　私は蒼そう白はくになりながら、陣の中に入ってきたリュイを見つめた。

「……なんて書いてあるの？」

　私の掠かすれた声に、リュイは大きく目を開いた。




　──私、この世界の文字は、読めない。




　読んでもらうしかない。この世界の住人であるリュイなら、判読できるはずだ。

「文字は読めないの。なんて書いてあるか、教えてくれる？」

　嫌いやな予感が胸中に広がり始める。

　リュイは瞬まばたきを忘れた様子で私を見下ろし、かすかに首を振ふった。

「読めません」

　私たちは見つめ合った。エルが私の腕うでにすり寄った。

「呪文は、通常の言葉とは異なります。私には読めぬものです」

　次の言葉がとっさに思い浮かばない。それじゃあ、転移は。

　リュイはどうして呪文について先に教えてくれなかったんだろう。

　その疑問にはすぐ答えが出た。符針を手にすることができたから、通常の異世界語はわからずとも、その力で呪文を読み解けると誤解したに違ちがいない。

　ウルスで異質な力を見せたというのもあるんじゃないだろうか。

　なにより実際に陣を描えがく瞬しゆん間かんまで、町々の詳しよう細さいなどはともかく、神様の眷けん属ぞくである私が力の部分に関かかわる魔ま術じゆつや魔法についてこれほど無知だとは予想していなかったんだろう。

　だから確認しなかった。……もっと勘かんぐれば、全然知識がないと気づいたあとも、彫ちよう像ぞうの話をした時のことが頭にあったんじゃないか。

　リュイはあの時、本当に真しん剣けんな様子で「疑っていない」と繰くり返していた。私が神様と会ったこと、力をもらったこと。

　もし、呪文を判読できるか訊たずねたら、私に「疑っている」と思われると心配したんじゃないだろうか。

　ちゃんとリュイと話をして、お互たがいの間にあった溝みぞをなくしておくべきだった。口先だけで「信しん頼らいしてる」と答えたのにリュイは気づき、なにも言えなくなってしまったんだ！

　絶句する私の脇わきで、エルが唸った。

　どん、と扉の外側から、なにかが衝しよう突とつする重い音が聞こえた。

「獣が、扉を破ろうとしてる？」

　私はリュイから視線を外し、石版に駆け寄って、そこに刻まれている呪文を眺ながめた。

「読めない……！」

　やっぱり、わからない！

　オーリーン、どうせなら言葉を話せるだけじゃなく読めるようにもしてほしかったよ！

　心の中で責任転てん嫁かする自分に呆あきれてしまう。私の力でできたのは、陣の敷しき写し、ただそれだけだ。いつも誰だれかの力を借りてばかりじゃないか。

「どうしたらいいの」

　無意識に、身体からだが一度震えた。

「響！」

　呼ばれて、ぎくりと振り返る。陣の中央に立っているリュイ。エルも輪の中にいる。

　低い位置まで浮うかんでいた陣の図が、時間切れなのかゆっくりと力なく降下し始めた。

　はっとして、素早く石版に記されている陣へ視線を走らせる。

　悪い予想は大たい概がい的中するもので、石版の陣が薄うつすらと消え始めていた。

「消えないで！」

　符針で描えがけば、たとえ練習であっても使用したと見なされる。それに、一定以上の時間が経過すれば、転移が行われなくとも使用済みと判断されて消失してしまうようだ。完全に失われれば、また新たな陣の図が石版に浮かぶ。

「なにか方法があるはず」

　もう一度新しい陣を作る余よ裕ゆうなんてない。扉とびらの外で暴れている獣を倒したとしても、今度は別の危機が到とう来らいする。──夜の訪おとずれだ。

　陣の構築に手こずって、時間をだいぶ浪ろう費ひしてしまった。もう夕暮れが近いんじゃないだろうか。夜の訪れとともに、レイムが出現する。

「──信じています」

　静かに響ひびいた言葉に、私は顔を上げた。

「あなたを、信じています」

　リュイはじっと私を見つめていた。心が動く。軋きしんだのか、震えたのか。

「どうして、そこまで」

　信じてくれるんだろう。リュイはシルヴァイたちのことを少しも覚えていない。

　逆の立場なら、私は信じきれるだろうか。突とつ然ぜん現れて意味不明な言動を繰り返し、足を引っ張る真似まねばかりするような相手を、どうやって。

　私のなにを、信じるの。

　こんなに力がなくて、ことあるごとに躓つまずいて──。

「……あぁまただめだっ！」

　私は思わず叫さけんだ。リュイが驚おどろいたように目を瞬しばたたかせる。

　また嘆なげいて、いじけてばかりいるじゃないか。堂どう々どう巡めぐりするだけで結局なにもしていないのと同じだ。
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「迷いすぎ！」

　リュイがなにを信じてくれているのかわからなくても、いいじゃないか。

　すぐに自信は持てないけれど、確かなものだってある。シルヴァイたちにもらったこの力を、私が疑ってどうするんだろう。

　全身に気合いを入れ、リュイたちのほうへと駆かけ戻もどった。

　呪文は読めない。それでも陣じんを動かすしかない。

　深呼吸。心を落ち着かせ、しゃんとする。

「消えないで。ここは風神を讃たたえる神しん殿でんでしょう。お願い、私たちを運んで」

　陣は答えない。私は片かた膝ひざをつき、ゆらゆらと落ちていく陣を見下ろした。

「私の中には風神の力がある。まだこの神殿に守護が残っているなら──シルヴァイに敬意を！」

　たとえシルヴァイの存在が忘れ去られているのだとしても、その力の欠片かけらを持つ私がいる。風神を抱いだく神殿の陣なら、力に呼応してほしい。

「答えて。風の神を、求めるなら」

　完全に床ゆかに落ちて消えかける陣の線に、私は額を押し付けた。ひれ伏ふすように。




　──動いて！




「風の神を信じて」

　囁ささやくように語りかけ、額の神石を、熱を持つ陣の図へ当てる。仄ほのかな熱が額の石に伝わる。石のほうが、力を陣へ送り込んでいるようにも思えた。つきんと痛むほど額が熱くなった。

　儀ぎ式しきの間の扉が獣けものの衝突によってついに破は壊かいされ、大きな音が響いた時。

　陣が動いた。

　意思を持っているかのように、不承不承という感じで再び陣の図が浮ふ上じようする。

「わっ」

　詠えい唱しようなしに、正確には使いこなせていないシルヴァイの力で不備を補ったためか、浮かび上がった陣はひどく不安定でぐらぐらと大きく揺ゆれていた。けれど、膝ひざ、腹部、胸へと浮上する陣は確実に息づいた。

　牙きばを剝むき出しにした獣たちが飛ぶようにしてこっちへ襲おそいかかってくる。

　間近に迫せまった獣を愕がく然ぜんと見つめた瞬間、陣が勢いよく輝かがやき、風圧をもたらした。

「きゃ……！」

　叫んだ瞬間、嵐あらしに巻き込まれたかのように視界が乱れ、空間が激しく捩ねじれた。

　リュイの呼ぶ声を、最後に聞いた気がした。
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「──え？」

　ぱちんとスイッチを入れたように、唐とう突とつに視界が戻った。

　空中でだ。

「ええっ!?」




　──空中!?




　私は仰ぎよう天てんし、無我夢中でもがいた……瞬間、命いのち綱づななんてものはないため、当然のように身体が落下する。

　どんっという衝突音が身体中に響き、すぐに腰こしと背中へ強い痛みが走った。命を左右するほどの高さじゃなかった点は幸いと言える。

「いったーい！」

　状じよう況きようを忘れて思い切り叫び、その場にうずくまった。すっごく痛い！

「悪態をついてる場合じゃない……っ」

　床に打ち付けて痛む腰を擦さすりながら、身を起こす。

　そばに神しん剣けんが転がっているのに気づき、慌あわてて引き寄せた。周囲の様子をおずおずと窺うかがう。

「……ここ、どこ？」

　自分が発した気弱な声が、静せい寂じやくの中に溶とけていく。

　見たことのない場所。しんと静まり返っている厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きの大広間だ。

「もしかして、ジンシャンの神殿に転移できた？」

　悪お寒かんが這はい上ってくる。

　答える声が、ない。

「リュイ、エル、どこにいるの？」

　この場にいるのは、神剣を抱かかえて床の真ん中にぺたりと座り込む私だけだ。

　知らない場所に、ただ一人だった。







　あとがき







　こんにちは、皆みな様さま。お元気でしょうか。

『Ｆ』は、サイトで連れん載さい中の小説を改かい稿こうし、書しよ籍せき化していただいた異世界トリップ系の乙女おとめ戦記です。

　こうして二巻目を出させていただくことができ、嬉うれしく思います。







　ここから微び妙みようにネタバレを含ふくむ内容です。あとがきから先に読む派の方はご注意ください。

　一巻はヒーローとの出会い編で、この二巻は主人公の最初の戦いとなっています。

　主人公・響は普ふ通つうの女子です。なにかが飛び抜ぬけて優ゆう秀しゆうというわけでもありません。

　そういう少女が剣けんを握にぎって戦わなければならないような、リアルに極限的な状態に陥おちいったらどうなるだろう、ということを考えながら、当時書いていた記き憶おくがあります。

　武術の心得もない主人公だし、やっぱり最初は無む双そうというわけにはいかないかなあと。しかし状じよう況きようは待ったなしです。

　厳しい場面も含まれますが、きっとそればかりではないはず！……と思いますので、登場人物たちと一いつ緒しよに驚おどろいたりドキドキしていただけたらいいなあ。




　舞ぶ台たいは和洋中ごちゃ混ぜの架か空くう世界です。

　それにしてもこの二巻、登場人物が少な……いえ、違ちがう意味ではたくさんいるのですが、現時点ではほぼ二人＆一頭の旅路編となっています。

　異世界トリップもので思わず考えてしまうのは「現代人が見知らぬ場所に来た時、たぶん戸と惑まどうに違いない日常のあれこれ」です。

　入浴ひとつとっても謎なぞが生まれます。シャンプーや石せつ鹼けんはあるんだろうか、それらの成分はなんだろう、ボディタオルやブラシは使う？……など。

　馴な染じみのない生活用品を前にして、それがいったいなんなのか、どうやって使うのか、悩なやむに違いないと。

　ちなみに『Ｆ』では固形石鹼が存在しますが、高級品扱あつかいです。

　そして香こう水すいの種類が豊富という裏話があります。これが食事や入浴、洗せん濯たくなどに大活かつ躍やくします。一いつ般ぱんの民たみもよく使いますが、貴族の持つものとは違って混ぜ物が多いです。

　響「この容器に入っている液体、なんだろう？……飲んでみようかな」

　リュイ「待て、それは精油だ。そのまま飲んではいけない！」

　というような会話が旅の途と中ちゆうにあったりします。衣ころもを裏返しに着てしまい、そっと直されたりとか。歯は磨みがき用の果くだ物ものの皮を食べようとして、慌あわてて止められたりとか。

　間ま違ちがえるたびに響はしょんぼりしますが、リュイは「新しん鮮せんなやりとりだ……」と内心楽しんでいます。

　脱だつ線せんしましたが、「異世界の物」をひとつ登場させるたび、これはこうでああで……と裏設定を考えます。




　謝辞を。

　担当者様にはいつも大変お世話になっております。改稿にあたって色々とご助言くださり、感謝しております。支えていただけてとても心強く思います！　今後ともどうぞよろしくお願い致いたします。そして描えがいてくださったリュイの衣い装しようラフの画え、ツボでした。

　鈴ノ助様。お忙いそがしい中、今回も素す敵てきなイラストを描いてくださり、ありがとうございました。細かなところまで本当に丁てい寧ねいで美しい！　です。吸引力たっぷりなイラストの数々にうっとりしております。響がすごく可愛かわいくてキュンとします。

　ビーンズ文庫編集部の皆様、営業さん方、本を並べてくださる書店さん、校正さん。お力ちから添ぞえくださった方々のおかげで書き上げることができました。心よりお礼申し上げます。いつも手伝ってくれる家族にも感謝を。

　本書をお手に取ってくださった読者様。少しでも楽しんでいただけましたら幸せです。

　またお会いできることを願いまして。
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